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　　　──プロローグ　高たか宮みや先生、限界です──







　医学の世界は日進月歩。

　最さい先せん端たんと呼ばれる治ち療りようや検査が数年のうちに過去のもの、なんて事は日にち常じよう茶さ飯はん事じ。世界では日々新薬の開発が進み、新たな医療機器が病院でお披ひ露ろ目めされる。医学論文は次々と新説が発表され、時には常識すらも覆くつがえす。

　だからこそ、最新技術に置いていかれないよう医師も勉学が求められる。日々更新される医療情報誌に目を光らせ、学術大会や勉強会に顔を出し、自みずからの知識を更新する。終わりなき進歩と向上を求められるのが医療の世界だ。

　そして、進歩するのは医学や医者だけではない。診療を受ける患者さんもまた、毎日を生きる中で自分の病について知識を深め、より良い方法を考える。絶え間ない努力、笑顔を求めて明日へと向かう知識と技術、そこに経験を加え前へ前へと進んでいく。それは医学の……いや、医療というものに携たずさわる、全すべての者の宿命かもしれない。

　なので──




「あの……高宮先生。わ、私、そのっ」

　二人で入れば容量いっぱい、色々な意味で危ない女子トイレにて。

「いつまでも、高宮先生に頼ってばかりじゃ駄目だって思うんです。それで私、もっと頑張ろうかな、と思うんです」

　クラスメイトであり、同時に俺おれの受け持ち患者さん。そして、世にも不思議なドキドキ体質をお持ちの彼女──朝あさ岡おかさんがそう言い出したのは、ある意味で必然なのかもしれなかった。

　……が。言われた方の俺としては、

「へ？」

　と思わず聞き返してしまう。

　固まる俺の前で患者さん──朝岡ひよりさんが力強い眼まな差ざしで、こくり、と頷うなずく。繊せん細さいで艶つややかな黒髪は名だたる大河のように美しく、上うわ目め遣づかいのくりっとした眼差しは見ている者を幸せにする天使のよう。その整った鼻び梁りようも、うっすらと紅色を帯びた頬ほおも、唇に浮かべた微ほほ笑えみも、どれを見ても神こう々ごうしいほどに可愛かわいらしい。お傍そばにいるだけで心をきゅっと摑つかまれ、心臓が張り裂けそうになる、そんな彼女が……

　もっと、頑張っちゃう？

「……え、ええと……」

　それは、具体的には……？

「頑張る、って、どういう感じで？」

「えと……今日は、その本を、自分で読もうかな、と！」

　俺おれの前で拳こぶしをグーにしながら意気込む朝あさ岡おかさん。彼女の大おお真ま面じ目めなその眼まな差ざしは、俺の手に握りしめた文庫へと向いている。それは一見すると慎つつましやかなブックカバーを被かぶせた何の変哲もない文庫本──ではあるが、その実態は艶なまめかしいタイトルと共に表現されるピンクの世界、即すなわち官能小説だ。ひとたびページをめくれば細かな字じ面づらの中に『彼女の胸元に埋まる僕の××××』だの『痺しびれるような快楽に僕の×××が……』と、実に妖よう艶えんな十八禁用語のオンパレード。本来ならとても健全な高校生にはお見せできない本であり、もちろん年とし頃ごろの女の子である朝岡さんが目を通すべき本でもない。

　それを……

　朝岡さんが。直接、読む？

「え、ええと」

　当然そんな事を、男の俺と一緒にされては。ましてや、

「でも、まだ上う手まくできる自信が無いので……高たか宮みや先生。すいません、い、一緒に、朗読してもらえると、嬉うれしいです。いつも読んでもらってばかりですし」

「っ……！」

　そんな風に一緒に読むなんてことになれば、色々まずい訳でして！

「う……えと。それは、ま、まだ早いかな、って思うよ俺は。だから今日までは、俺が読んであげようかなぁ、と……あ、朝岡さんには刺し激げきが強すぎると思うし！」

　焦あせって答える俺だがもちろん、こんな事態になっているのには理由が存在する。

　朝岡さんの持つドキドキ体質と呼ばれる特殊な体質。メカニズムは不明だが極度のストレスや不安に晒さらされると血圧低下を軸にくしゃみ、鼻水、頭痛が起きてしまう。さらに、朝岡さんはその体質のせいで過去に辛つらい経験をしたらしく……絶対に、体質の事を人に知られたくない。そんな彼女を秘密裏に支えるべく、こうして色々とアレな本を読んだりしてドキドキさせることで血圧を上昇させて、と頑張っているのだ。

　もちろん、いつまでもこんな状況が続いて良いとは思わない。そこで俺達も四苦八苦し、朝岡さんが転校してきた九月にクラスメイトとプール旅行を行って親しん睦ぼくを深め、教室内でのストレス軽減をと努力した。結果、色々あったが旅行の成果は上々、朝岡さんは転校当初よりクラスに大分馴な染じんだ訳なのだが──

　よくよく考えれば、体質が出た後の対処法は何も変わらない訳で。

　そして幾いくら治ち療りようという名目があっても、俺の恋焦こがれる朝岡さんの前で官能小説を読む、なんて行為に慣れるはずもなく。

　ましてや、それがパワーアップして一緒に読む、なんて事態は断じて……！

「でも、いつまでも高たか宮みや先生に頼ってばかりなのも……」

「だだ、大丈夫！　お、俺おれほら、朝あさ岡おかさんの主治医だし！　これくらい平気だし！」

　ってか朝岡さんがこの本を朗読したら俺の脳みそが溶ける！　マジで！　朝岡さんの口から××××なんて言葉が出るのも赤面ものだし、そもそも小説内に出てくる女の先せん輩ぱいが大変色っぽい。その彼女の台詞せりふを朝岡さんの声で……なんてことになると。

　もう……

　俺の理性は爆ばく発はつ、確実！

「で、でも先生」

「うぐっ」

　朝岡さんが迫る。

　大変、真ま面じ目めな顔で！　真剣に！

「先生に頼りっぱなしなのも……私、もっと頑張らないと、って思うんです。いつまでも高宮先生に迷惑をかける訳にも……いつかは一人で読めるようにならないと」

　きゅっと拳こぶしを握る朝岡さん。そのお姿がまた可愛かわいらしくてどうしよう。もちろん彼女に悪気は無い。患者として常に前向きに成長し、頑張ろうと努力している。医学は常に進歩の道、未来を見据えて次のステップに向かおうとするのは当然だ。

　……が。

　俺の煩ぼん悩のうが、まだそのレベルに達していない！

「わ、分かった、でも今日はとりあえず、俺に読ませて。ね？　えと、朝岡さんは、また今度。今日はまだドクターストップ。とりあえず、今はまだ俺が」

　今日は止やめよう、と彼女をなんとか押し留とどめる。朝岡さんの気持ちは超嬉うれしいが俺にも俺の限度がある。というか現時点でもうヤバイ。

　それでも朝岡さんのために、と本を開き、

「……今日の香かおりさんは一段と素敵だった。スーツの合間からはだけた胸元に手を伸ばせば、愛らしい桃のような柔らかさが指へと吸いつく。興奮が背筋を駆け抜けた直後、香さんに、くいっ、と顎あごを掴つかまれ顔を上げさせれられる。戸と惑まどう間もなく、彼女の唇が僕の……」

　読みながら、思う。

　これを。朝岡さんと、一緒に読む日が来る。

　……もう一歩、レベルアップ？

　もし本当にそんな事になったら。

　俺は今度こそ、ヤバイ事になるんじゃ──







　　　──カルテpage.04　スーパードクター、高たか宮みや先生──







　暦こよみは十月。残暑と蟬せみの鳴き声はいつの間にか姿を消し、窓を開ければ心地よい風が教室内に吹き抜ける。

　秋と言えば読書の秋、食欲の秋、スポーツの秋、と何でもかんでも秋を付ければ大丈夫な、逆に言えば一年のうちでもっとも過ごしやすい季節であり、学生として一番奮起すべき頃ころ合あいだ。春はる桜ざくら高校も活気ある季節を迎え、外からは軽快な朝練の声まで聞こえてくる。

　が、そんな秋空の下、俺おれは教室の机に頭を突っ伏しぬぼーっと朝を迎えていた。

　……正確に言えば早くも限界だったのだ。頭の中には、珍しく朝一番からドキドキ体質が出てしまい、朝あさ岡おかさんとトイレであれこれした際の妄想がぐるんぐるんと駆け巡る。理性と欲望の終わりなき戦いに限界寸前、朝岡さんが可愛かわいすぎて、その朝岡さんが俺の口にする官能小説の様子に顔を真っ赤にして瞼まぶたをきゅーっと閉じた様子が焼き付いて……

　そして今日は、朝岡さんから新たな提案があった。

　──次は、私と一緒に読んでください！

「う……うおおーっ！」

　思わず頭を掻かきむしる。登校してきた男子の山やま一いちがびくっ！　と肩をすくめたのが見えて申し訳なく思うが俺は現在重症なのだ。朝岡さんは純粋に頑張ろう、ドキドキ体質対策を頑張りたい、と思っている。その気持ちはとても嬉うれしい。が、俺とて一介の高校男児だ。あの可愛い朝岡さんと一緒に共同朗読会なんて事になれば……！

　何とかしないと。いや、そもそも緊きん急きゆう時の対処法がトイレで朗読会、というのが一番の問題だ。何な故ぜ今まで放置してたのか。朝岡さんが転校してきて約一ひと月つき、朝岡さんの体質を周囲に分かってもらうのも大事だが、発作時の対処法も何か──いや、その前に。

　せめて、ドキドキ体質の正体が少しでも分かれば。そうすれば、もっと何か……！

「おはよー仁じん。あ、そう言えばこの前のプール旅行の写真できたけど欲し……仁？」

「うぐぐ……対策……対策……！」

「おーい、仁ってば」

「あう？」

　声をかけられ顔を上げると、松まつ野のが首を傾かしげて俺を見下ろしている。髪の端はしがくりっと丸まり、口元を猫みたいにしてる松野は外見の印象通りお調子者な女の子だ。が、何かと話しやすい幼おさな馴な染じみでもあり、俺にとって珍しく気楽に会話できる女友達でもある。朝岡さんの事を相談するならまず松野、というのが鉄板ではあるが……

　そう簡単に相談できれば苦労はしない。

　朝あさ岡おかさんの秘密はドキドキ体質。緊きん張ちようすると血圧が下がって体調が悪くなる、だからトイレでエロ本を読み、彼女を健康にしてあげました──なんて話を素直に信じてもらえるはずがない。良くて作り話扱い、悪ければ変態扱いされてしまう。そんな事になれば俺おれも悲しいし、朝岡さんもショックを受けるだろうから簡単には相談できない……

　けど。

「あれ。仁じん、本気で困ってる？」

「……ま、まあ、ちょっと」

　だからと言って沈ちん黙もくを保ち続けられるほど、俺の理性も強くない訳で……！

「どしたの？　なんか深刻な顔してるじゃん、珍しく。話なら聞くよ？」

　松まつ野のが適当な椅い子すを持ってきて俺の前に腰掛け、にっ、と笑う。

　話してみなさい？　お姉さんが相談に乗ってあげるから、と。

　……でもこんな話、簡単に信じてくれるはずないし。今は何とか我慢して……いやでも限界はもう間近だ。このまま現状を放置すると、抑えきれなくなった本能が暴走し、いつか朝岡さんに過ちを犯してしまう可能性も……

　そんな事になれば当然、

『高たか宮みや先生ってケダモノだったんですね。失望しました。大だい嫌きらいです』

　なんて朝岡さんに言われ、俺の人生が破滅！

　それは嫌いやだ……俺は朝岡さんと、いつか男としてお付き合いしたい訳で。

　それまで、朝岡さんの前で失態は絶対に見せられない！

　……となるためには、どうしても相談が必要で……でも真実を話すのは厳げん禁きん。となると、やっぱり俺が我慢して何か対策を考えるしか……

　うん？

　いや。待てよ？　真実を話すのは厳禁？

　ということは……

　要は、遠回しに相談すれば良いんじゃないか？

　別に事情を全部話す必要は無いし。上う手まく誤ご魔ま化かしつつ遠回しに、かつ悩んでる部分のみを伝えることができれば。

　そう、例えば──

「……あのさ、松野。俺の……いや、俺の友達の話、なんだけど」

「ふむふむ。友達ねぇ」

　とりあえず、友達の話ということにしておけば。

「なんか、そいつが、その……とても大事な理由で、ある女の子をドキドキさせて元気づけなくちゃいけないんだ。でないと、女の子が辛つらいみたいでさ」

「ドキドキ？」

「まあ、その子はちょっと身体からだが弱くて、励ましたら元気が出て……それで俺おれの友達は、女の子をドキドキさせようと頑張るんだけど……でもその子に実は気があって、傍そばにいると緊きん張ちようして自分の方がドキドキしてこう、上う手まく彼女を励ませない、っていうか。励ましてる間に、元気づけるだけ、って思ってるのに、気持ちがもやもやしてきて、えと」

　くっ……駄目だ上手く説明できねえ。でも大体そういう感じ、だよな？

「よく分かんないけど……男が励ましてる女の子に気がある。で、励ますだけのつもりが、どうしても自分も緊張して上手くいかない、ってことだよね？」

　松まつ野のが簡かん潔けつにまとめる。大おお雑ざつ把ぱに言えば、うん。

「ならさぁ」

　頷うなずく俺の前で、松野が人差し指をぴんと立てて。

「告ればいいんじゃない？」

　爆ばく弾だんを返してきた。

「……は？」

　ぴしぃ、っと。俺の脳細胞に亀裂が走る。

　コクル。

　……コクル、って。

　何デスカ？

「だってそれ、男が女の子に告ってオーケー出れば解決でしょ？　今までみたいに励ますこともできるし、女の子と正式にお付き合いし始めたら意識しても問題ないし。彼女だし。それに女の子の方も彼氏の傍にいたら一緒にドキドキするし元気も出る。お、あたし完かん璧ぺき？」

「……いいいや、ちょっと待て松野！　そそそう簡単に言うけど……告白って、そもそも女の子からオッケーもらえるかも分かんないし」

　つーか俺が、朝あさ岡おかさんに告る？

　つまり、告白！

　いやそれこそ無理っつーかなんつーか、

「しーっ。仁じん、声が大きいって」

「すまん。でも……」

「んで、それでオッケーもらえたら完璧。大体さ、励まされてる女の子が嫌いやな気してないなら、その時点でもう脈ありでしょ」

「う……」

　満面の笑顔で答える松野だが実際の状況はもっと複雑だ。俺は主治医で彼女は患者。嫌な気とか脈の有無にかかわらずドキドキが必要で、それを脈アリと捉とらえるのは意味が違う。そんなんで脈が測れるなら血圧計も恋愛攻略本も必要ない。そこが難むずかしいところだし、それにほら。主治医と患者の恋って意外と問題あるし！

　例えば……えと、主治医と患者が恋人同士になると、具体的に……

　うん？

　あれ。問題って、何かあったっけ？

　患者さんとお医者さんがくっつきました──ドラマで時々見るシチュエーションだが問題は無い。むしろ告白して上う手まくいけば彼氏彼女として正式にイチャイチャできる。常に可愛かわいい彼女のお姿を拝おがめるうえ、将来的には奥さんの健康も守る現役医師の旦だん那なさん、という素敵な男スタイル。好きです。その一言を伝えることで、俺おれの朝あさ岡おかさんへの想おもいも、トイレの悩みも、彼女をドキドキさせることへの抵抗も全部解決できて万々歳……え、あ、あれ？

「どう？　なにか問題ある？」

「うぐ……な、無いかもしれない、けど」

　というか、その前に。

　俺が朝岡さんに告る、という史上最強の関門が……

「でも告白なんて、そんな簡単にはできないし……勇気とかタイミングとかあるし」

「ふぅん？　じゃあ、タイミングがあればできるの？」

「え？　ま、まあ……」

「ならさ」

　と、松まつ野のが含み笑いを見せる。嫌いやな予感を覚える前で彼女が自分の鞄かばんに手を伸ばし、するりと一枚のプリントを取り出した。一番上に、

「……文化祭？」

「そ。今月終わりの文化祭。告白には絶好のタイミングじゃん？」

　と言いながら、松野がそっと俺の耳に口を寄せる。小声で、

「ここだけの話だけど、今年の文化祭ってテーマが『恋』らしいよ？」

「え……？」

「ゆっきー情報なんだけどさ。今年の文化祭、うちの生徒会長が物もの凄すごく張り切ってるみたいでね？　田舎いなかでも大都会に負けないぐらい大きなイベントにする、って。そのスローガンは『ラブ＆ハッピー』恋は高校生活最高の幸せだ！　とか」

「……恋は、高校生活最高の幸せ」

「ゆっきーは恥ずかしいって言ってたけどあたしは今回の文化祭、カップル狙ねらいの人も結構いると思うんだ。うちらって中学からみんな顔見知りじゃん？　その分なかなか言いにくいところあるし、大きなイベントも少ないから、ここぞ！　って思ってる人多いと思うんだよ。それにさぁ、文化祭で恋人と一緒に回れるとやっぱ楽しいよね。喫茶店とかライブとか」

　そう言われて想像する。文化祭。朝岡さんと一緒に見て回る、一年に一回の大祭典。

　普段は味気ない教室が色彩豊かな恋の香りに彩いろどられ、キラキラ目を輝かせる朝岡さん。その彼女と一緒に視聴覚室で映画部の自作映画を観みて、喫茶店でお昼を共にしライブを楽しみ、最後にキャンプファイアーを遠目に二人きりで迎える文化祭……煌こう々こうと燃え上がる炎と紅くれないの夕日、その中で見つめ合う俺おれと彼女……

「それに彼女だって、誘われて悪くは思わないって」

「そ、そうかな……？」

「だってその男友達、普段頑張ってるんでしょ？　なら励ますだけじゃなくて、たまには自分の気持ちを伝えるのも悪くないよ。案外、彼女も待ってるかもしれないし。で、上う手まくいけば二人とも幸せ幸せ、文字通りラブ＆ハッピー」

　そんなに上手くいくだろうか。でも……

　考えてる合間に、女子トイレで一度別れた朝あさ岡おかさんが教室に入ってくる。朝一に起きたドキドキ体質の理由は、自宅で黒くテカテカ光る虫を見てしまったせいらしい……が、今は落ち着きを取り戻し、おはようございます、と実に自然に微ほほ笑えんでいる。周囲からも気楽におはよーと声を返される様子は転校当初と異なり、とても自然な笑顔だ。九月頭に比べて朝岡さんは格段に落ち着き、体質の出る回数も減っている……

　──告白して、上手くいけば幸せに。朝岡さんともお付き合いできて超幸せ。

　……主治医として頑張る、と俺は彼女に誓った。その志こころざしは今も確かに持っている。そして朝岡さんは実際に、体調も上向きだ。

　そんな彼女の治ち療りようは、治療としてきちんと行いながら。そのうえで、恋、を上手く並列できそうなら。

　この文化祭で。俺の気持ちを伝えるのもアリ、なんだろうか？

「大丈夫だって。仁じんって真ま面じ目めな性格だし、誠実さはあたしも凄すごく買ってるしさ。考えすぎも良くないよ？　たまにはどーんと！」

「お、おぅ……って松まつ野の、いまの俺の友達の話だぞ？　俺の話じゃなくて！」

「んー？」

　松野はにやりと笑って、自分の席に戻ってしまった。いかん、あれは完全にばれてる気がする……

　焦あせる俺の傍そばで松野と入れ替わるように朝岡さんが隣となりの席に腰掛ける。ふんわりと漂ただよう彼女の香りが鼻び腔こうをくすぐり、振り向くと目が合ってしまい思わずドキリ。ぱっちりした瞳ひとみが俺を見つめ、朝岡さんが少し恥ずかしそうに微笑む。今日も可愛かわいい朝岡さん。俺の受け持った初めての患者さんにして、今現在、俺の気持ちを盛大に揺さぶる女の子……

　主治医としては、もちろん頑張る。

　でも同時に、主治医を終えるまでに、彼女に気持ちを告げよう、とも思う。

　恋は、高校生活最高の──

「……どうかしましたか？」

「え!?　あ、いや何でも」

　思考を見透かされた気がしてぶんぶん頭を振ったところにチャイムが鳴り、先生が教室に入ってきた。平常心、平常心だ。どっちにしろ告白はまだ先、焦あせることはない。トイレの朗読会は鬼門だが、とにかく文化祭まで理性を保ってなんとか粘る！　その間に朝あさ岡おかさんと男として向き合い、朝岡さんがオッケーしてくれたら文化祭も一緒に回ったりして、それで、最後に……

　ちょっとぐらい、気持ちを伝えられたら良い、かな？

　告白まではいかないにしろ、小さな前進。でも、俺おれにとっては大きな一歩を──

「あー、今日の朝礼の前に連絡事項だ。実はつい最近、女子トイレに怪しい男が入り込んでいるという話が」

「ぶほぁっ」

　なんていう妄想を打ち砕く、見事な不意打ちが飛んできた。

　そう。女子トイレと言えば。

　どう考えても俺じゃないですか……！

　思わず声をあげたところで先生に首を傾かしげられ、

「なんだ高たか宮みや。犯人はお前か？」

「え!?　あ、いや、ち、違いますよまさか！」

　慌てて否定すると教室中から笑い声が聞こえてくる。もちろん冗談めいた苦笑だがまずい、実は本当に犯人は俺（と朝岡さん）なんですが……！

　いかん、いきなりすぎる。というか今朝の事だし！

「まあ今のは冗談だが、女子トイレで男の声を聞いたという話が複数の生徒から来ててな。もし見たという生徒がいるなら先生に連絡してほしい。無いとは思うが不審者という可能性もある。何かあったら必ず先生に言うように」

　先生の口調は思いのほか単調だ。そんなに真剣に考えてないのかもしれない……が、俺としては死活問題に直結する。

　実は、トイレの案件がばれていた！　うおお、主治医ピンチ！

　というか、朝岡さんがピンチ……！

　こっそり隣となりを窺うかがう。朝岡さんも俺に気づいて目め配くばせし、その頬ほおには冷や汗が流れている。どうしよう。とにかく先生の通達ということは、いまや全クラス共通の認識だ。今日から女子トイレは禁止！　危なすぎる！

　でもそしたら、今度は朝岡さんのドキドキ体質の対処法が……！

「で、次の一時間目は文化祭の話し合いだな。サボるなよ？　じゃあホームルームを終わり。委員長、挨あい拶さつ」

　先生の言葉に委員長の藤ふじ田たさんが号令をかける。その一礼の後、

「朝あさ岡おかさん、ちょっと」

「はい！」

　クラスメイト達の合間を速すみやかに抜け、二人揃そろって階段の踊り場で作戦会議だ。

「とりあえず、トイレは禁止にしよう。ここ一ひと月つきは運良く大丈夫だったけど、次も大丈夫っていう保証は無いし……それに見つかったら俺おれも朝岡さんも困るし」

「はい。でも高たか宮みや先生。私、もしドキドキ体質が出てしまったら」

「それは……えと、今から隠れる場所は考える。人が居なければ保健室でもいいし」

　そしてトイレの問題も大事だが、それ以上に大切なこと。

　まずは、落ち着く。

　ドキドキ体質への対策その一──焦あせらない。

「で、朝岡さんに意識してほしいのは、とにかくリラックスすること。緊きん張ちようしない、焦らない。隠れる場所が無い、どうしよう、って焦るのが一番駄目だからね。いい？　ドキドキ体質は緊張したり焦ったりするのに弱いから。……もしどうしても駄目なら、早退して高宮診しん療りよう所じよに行ってもいい。簡単な対処法が無いだけで、対策は幾いくつもあるから余裕を持って。気持ちを追い詰めないことが大事だよ」

　ドキドキ体質に対応できないなら予防策を打つしかない。患者本人へのストレスは体質に限らず万病の元だ。トイレ使用禁止のプレッシャーは俺以上に朝岡さんが感じているはず。まずは、その不安を和やわらげる。

「隠れ場所は俺が授業中に考える。朝岡さんは普段通りに授業を受ける。俺がついてるから大丈夫、何かあったらすぐ相談して」

　そう優しく頷うなずくと朝岡さんも、

「わ、分かりました……頑張ります！」

　と実に前向きな返事。その眩まぶしい素直さが相変わらず可愛かわいい……くそぅ、つーか俺、主治医としてなら話せるのに、男として朝岡さんに可愛いの一言も言えないのが……！

　でも文化祭まで主治医として頑張れば、ち、ちょっとは前に進める、はず……多分……

「じゃあ朝岡さん、また後で。困ったらポケットのナースコールを押してもらって良いから。ね？　今朝は出ちゃったけど最近はドキドキ体質の回数も減ってるし、普段通り過ごしてれば問題無いしさ。前より随ずい分ぶん良くなってるのは本当だから」

　後は授業中に何も起きなければいい。幸いにして一時間目は文化祭の出し物を決めるホームルームだ。担任の先生はいい加減なところもあるけど穏おだやかだし、朝岡さんが緊張するような展開にはならないはず。そう信じながら一時間目を迎え──







「……ねえ朝岡さん、文化祭のミスコンに出てみない？」

　そのヒソヒソ話が回ってきたのは、話し合い開始から二十分ほど経たった頃ころだった。

　黒板には文化祭の概要が書かれている。クラスの出し物は最大二つで、メインの展示や喫茶店などが一つと、少人数でできるステージ用の舞ぶ台たいが一つ。ステージ用は既すでに有志による『演奏会』で決定したがもう片方、メインの出し物が『喫茶店』か『お化け屋や敷しき』で割れている。

　そして俺おれはというと文化祭の様子を聞き流しつつ窓からグラウンドを見下ろし、朝あさ岡おかさんと二人きりになれる場所を考えていた。トイレ以外の安全地帯……学校で人ひと気けがない場所といえば、普段使っていない特別教室か……と悩んだところにひそひそと、その話が聞こえてきた。

　……ミスコン？

　隣となりを覗のぞくと、朝岡さんが前の女子にひっそり声をかけられている。

「一クラス二人か三人まで推すい薦せんできるんだけど、うちのクラスなら朝岡さんだよね、って噂うわさになってるの。どう？」

「……あの。み、ミスコン、って何でしょうか？」

「ミスコンはミスコンだよ朝岡さん。ミス可愛かわいい美少女コンテスト。可愛いものを愛する可愛い大会でしょ？」

「わ、私は、美少女では……」

「大丈夫だって。朝岡さん、超可愛いもん」

　にこっ、と笑う前方の女の子。確かに朝岡さんは可愛い。ミスコン大会に出場すれば多分ノーベル賞とアカデミー賞でも同時受賞できるだろう。が……

　普通、ミスコンって。

　舞台に上がって、それなりの服を着て、衆目の前に立つんだよね？

　となると緊きん張ちようやプレッシャーに弱い朝岡さんが出れば当然、ドキドキ体質が……それに衆目の前でドキドキ体質勃ぼつ発ぱつなんて事態になれば、朝岡さんが必死に隠してる秘密が……

「ご、ごめんなさい、私……舞台の上に立つのは、ちょっと」

「大丈夫だよ、何か発表する訳じゃないんだし。ね？　ね？」

「あ、あうぅ……」

　朝岡さんが顔を強こわ張ばらせ俺に流し目を送る。もちろん俺の返事は机の下で×マークだ。朝岡さんが大舞台に立つなんてもっての外、しかも今はトイレも使えない！　そこにミスコンなんてプレッシャーを受けた日には高たか宮みや診しん療りよう所じよまで救急搬送する事態になりかねない──

「ねぇ。そういえば今回のミスコンって、生徒会から出るクラス賞も関係するって本当？」

　と、そこに横から別の女子が顔を出す。

「え、そうなの？　クラス賞って、クラス全体の賞のことでしょ？　ミスコンは個人的なやつだし、個人賞の方に入るんじゃないの？」

「でもあたしそう聞いたよ？　ミスコン出ないとクラス優勝は絶対できないって」

　女子達が口にしている個人賞とクラス賞とは、今年の文化祭に向けて生徒会側が用意した賞のことだ。クラス賞とは文字通りクラスの出し物に与えられる優秀賞だ。クラスメイト達の結束と協力、アイディアが勝負所の賞だろう。それに対し個人賞は、クラスとは別に個人として頑張った人を表彰する賞だ。ミスコンやライブ、その他文化祭での活かつ躍やくに対する個人賞。どちらも景品付きで、生徒会からご褒ほう美びがもらえる。……なので、ミスコンはクラス賞には関係ない、と思うのだが……

　でも生徒会主催のミスコンだし、朝あさ岡おかさんが頑張ることはクラス全体が頑張ることに繋つながるから、クラス賞も実はこっそり……

　──じゃなくて。それ以前にミスコン出場させたら駄目だし！

「ご、ごめん。あのさ、朝岡さんはそういうの──」

「でもさ、でもさ。賞とか関係なしに朝岡さん可愛かわいいし、うちのクラスの自慢だよね！」

「うんうん！　朝岡さんなら、あたしも自信持っていけると思う！」

　横で女子達が盛り上がる。

　そして肝心の朝岡さんはというと。

「わ、私一人で……クラス賞にまで影えい響きようしてしまうのですか……？」

　まずい。可愛いかどうかより、クラス賞に関かかわる、という言葉に責任を感じ始めてる……？

　朝岡さんが硬直し、その向こうで「朝岡さんのミスコン、見てみたいな……」「ねえ、どんな服が似合うかな？　何着てもきっと似合うよ」「オマケで賞までもらえて完かん璧ぺきじゃん！」とヒートアップ。これはまずい、

「ご、ごめん。みんな、悪いけど朝岡さんはそういうの……」

「ねえ。高たか宮みや君も見てみたいと思わない？」

「え？」

「朝岡さんの。ミスコン。ウエディングドレスみたいなコスプレ。……ね？」

　聞かれた直後、一いつ瞬しゆんでも想像してしまった。

　朝岡さんが純白のお姫さまドレスを身に纏まとい、天使のような微ほほ笑えみと共に、手にしたブーケをそっと観客席に放る──

　そんな空想が入り込んだ隙すきに、

「朝岡さん！　……無理にとは言えないけど、もし良かったら、お願い！」

「あたしらのクラス代表になってください！」

　隣となりにいた女子が二名ほど、朝岡さんにお願いしてきた。

「あ、いや、えと」

　止めようとしたがもう遅い。

　そう力強く頼まれると、何かと人の好よい朝岡さんは期待を裏切る訳にはいかず。気づいた時には、朝岡さんは言葉に詰まりつつも、

「ぅ……か、考えて、みます……き、期待には、応こたえられないかもしれませんけど……」

　つい頷うなずいてしまった。

　女子達が喜び、お願いね！　と声をかけたその十秒後。朝あさ岡おかさんは申し訳なさそうにこちらを窺うかがってくる。いやまあ、普通あれだけ期待されたら仕方ないし！　っていうか、

「た、高たか宮みや先生……す、すいません……」

　と呟つぶやく朝岡さんが必要以上に焦あせっている。緊きん張ちようは厳げん禁きんなのに、このままではまたドキドキ体質が出てしまいかねない……！

「だ、大丈夫だって朝岡さん。正式に決まった訳じゃないから断ってもいいし。ね？　ま、まだぜんぜん問題ないと思うから！」

「はい……」

　少ししょんぼりする朝岡さんの傍そばで再び文化祭の話題が続く。文化祭の出し物は喫茶店にしませんか？　和風なら着物姿で、洋風ならメイドさんで……じゃあ次回までに喫茶店の内装で良い案があればみんな是非。え、できれば看板娘に朝岡さん？　そこまでお願いするのは……

　教卓の奥で委員長の藤ふじ田たさんが困ったように頬ほおを掻かいている。若じやつ干かん悩んだらしく眉み間けんにしわを寄せつつも、クラスメイトの意思は断れないと判断したのか。

「ねえ朝岡さん。今の話……もし良かったら、なんだけどね？　あ、無理にとは言わないから──」

　遠慮がちに声をかけてきた。

　可愛かわいらしい朝岡さんの、文化祭の受じゆ難なんは始まったばかり……




　　　　＊




　さすがにミスコンなんて話を受ければ朝岡さんでなくとも緊張する。さらにドキドキ体質をお持ちの彼女が、突然降って湧わいたこの緊張に耐たえられるはずもない……！

　と思ったが朝岡さんは奮ふん闘とうした。緊急回かい避ひのトイレが使えないなら、昼休みまで我慢します！　と彼女が踏ふん張ばったのだ。ま、まあ四時間目の終わり間ま際ぎわは鼻を押さえ、涙目なままくしゃみを我慢してる状態……しかも女子がノートの切きれ端はしを回して「朝岡さん、こんな衣装どう？」とさらにプレッシャーをかけられ瀕ひん死しの有あり様さまではあったが。

　それでも耐え抜いて迎えた昼休み。

「すいません高宮先生……本当、ご迷惑ばかりかけて」

「いや気にしなくていいよ朝岡さん！　俺おれ、お医者さんとして朝岡さんの力になるって決めたし、朝岡さんのは体質でしょ？　朝岡さんが悪い訳じゃないからさ」

「はい……」

　彼女の頑張り屋な性格は俺も知ってるし、そんな彼女だからこそ力になりたいと思うのだ。

　そして俺おれだって、午前中何も考えずぼさっとしていた訳じゃない。トイレに代わる案をきっちり考えていた。ミスコンや文化祭を迎え撃うつには、まずドキドキ体質を最小限に抑える場所の確保が最優先だ。

　ということで朝あさ岡おかさんと共に、お昼を迎えるなり階段を慌てて降りる。下げ駄た箱ばこを通って人ひと気けの無い校舎脇わきから渡り廊下へ。その先にある──

「ここなんか、どうかなって思って」

「……体育館、ですか？　でも……」

　若じやつ干かん不安げな朝岡さん。昼休み中の体育館は常時開放されており、昼食後に余った時間でバスケやバレーをする生徒もいる。が、

「分かってる。だから俺も考えたんだけどさ」

　と朝岡さんを案内したのは体育館の奥にある倉庫だ。ドアノブを捻ひねると鍵かぎはかかっておらず、重い扉を押し込むと倉庫特有の埃ほこり臭さに若干顔をしかめた。部屋の隅すみには簀す巻まきにされたマットが並び、室内には鉄てつ格ごう子しのはまった窓から太陽の光が差し込んでおり意外と明るい。

「ちょっと狭いけど、ここなら人も来ないと思うし……もし来ても、隠れる場所もある。とりあえず、あっちに」

　倉庫内の最奥、くるくる巻きにされたマットの裏側へ朝岡さんを連れていく。彼女を座らせ、俺もその隣となりにこっそり腰掛ければ完かん璧ぺきな死角……ではなく、マットの隙すき間まから頭が僅わずかに出てしまうが……それでも。

「どう？　少しは安全っていうか、もし誰だれか来ても伏せれば、ね」

「はい。ここなら……なんだか、秘密の場所みたいですね」

　朝岡さんが楽しそうに呟つぶやくのを見ると俺も嬉うれしい。ほっと一息つく俺の真横で彼女も体育座りをして身をかがめ、安あん堵どの微ほほ笑えみを浮かべ……

　ふと気づく。

　人気の無い倉庫。朝岡さんと、とても間近で二人きり。

　……ごくり、と唾つばを飲む。

　それは女子トイレ以上の密着感。倉庫の奥に隠れ、肩を並べての体育座り。意識し出すと途と端たんにこすれる肩の感触や、彼女の傍そばから漂ただよう花のような匂においに、ぴくり、と身体からだが反応する。思わず高鳴る胸を押さえて何となく隣を覗のぞき見れば、制服のスカートを押さえて、こちらを窺うかがう朝岡さんが間近に──

「……くしっ。あ、あの、高たか宮みや先生」

「う、ご、ごめん」

　余計なことを考えてる場合じゃない。朝岡さんは体質で困っている、その彼女を助けるんだ。何も考えず朝岡さんをドキドキさせる！　これも文化祭やミスコン対策のため！

「じゃ、じゃあ朝岡さん……始めようか」

「はい……」

　朝あさ岡おかさんが頷うなずいて自みずからのスカートへと手を伸ばし、白く綺き麗れいな指先がポケットへと滑すべり込んでいく。……駄目だ、余計なこと考えたら朝岡さんに伝わる。拳こぶしに力を込め、汗が頬ほおを伝う横で、朝岡さんはスカートからいつもの文庫を……

「あ、あれ……？」

　朝岡さんが焦あせる。うん？

　ぱたぱた、とポケットを叩たたく朝岡さん。

「……あ、た、高たか宮みや先生。あの……ごめん、なさい」

「え？」

「本を、教室に忘れてしまったようで……」

「あ……そ、そう。まあ忘れた物は仕方ないよ。じゃあ……俺おれ、取ってこようか？　朝岡さんの鞄かばんなら俺分かるし、ここで少し」

　と、立ち上がろうとした時。

　鈍にぶい音と共に、倉庫の扉が震えた。

「え!?」

「高宮先せ──」

「隠れて！」

　咄とつ嗟さにしゃがみ、マットの裏へと身を潜ひそめる。隙すき間まから窺うかがえば、入ってきたのは制服姿の女子生徒が三、四……五名ほど。風ふう貌ぼうからして上級生だろうか。鞄を片手に「美み由ゆ紀きちゃんってホント変なこと考えるよねー」「いいじゃんいいじゃん」と楽しげにどやどやと倉庫へ入り、手当たり次第に鞄を放っていく。マットが僅わずかに揺れ、警けい戒かいしつつ身体からだを縮めていると……

「でもさあ、誰だれか入ってきたりしないの？」

「んー……じゃああたし、着替え終わるまで外で見張ってよっか？　ってか鍵かぎ持ってきたのに最初から開いてたよね。職員室から取ってきたの無駄だったし」

　最後尾の女子が答え、物音を立てて外に出たのち扉が閉まる。それを合図に、

「んでも、体育にはまだ早いよ？」

　と一番前の胸元が大きな女子が、突然自らの制服のブラウスに手を伸ばし──

　ふおおっ、と口にしかけた悲ひ鳴めいを押し止とどめる目の前で、スレンダーな女子がマットに置いた鞄から純白の体たい操そう着ぎを出す。埃ほこりを払いつつ、自らのスカートに手を伸ばし……

「っ……！」

　こ、これはまずい！　大変目によろしくない、と視線を逸そらした直後、うぐあっ、と胸が絞られる。

　お隣となりには、朝岡さんがいるじゃないですか……！

　俺に気づいた朝岡さんの頬はピンク色に染まり戸と惑まどいの眼まな差ざしを返してくる。けどそんなの俺おれだって分かんない！　でも目の前では先せん輩ぱい方の楽しげな声と制服のずれ落ちる音が響ひびき、隣となりには肘ひじが触れそうなほど近い距離に朝あさ岡おかさんが座っていて、う、うわわっ、

（た、高たか宮みや先生、どどど、どうしましょう!?）

（……と、とにかく隠れてよう。ね？）

　最優先は朝岡さんの秘密だ。隠れてやり過ごすしか──

「ってか美み由ゆ紀きちゃん、また成長したんじゃない？　ほれほれぇ」

「や、ちょっと止やめてよぉ。やぁん」

「恥ずかしがらなくていいよぉ勿もつ体たいない。いいモン持ってるんだからさぁ～」

　って先輩方いきなり何を始めてらっしゃるんですかー!?　こ、ここ、ここには朝岡さんが一緒に隠れてる訳で、そのような事は自重してもらえると教育上良いと言いますか！

　目を閉じて朝岡さんと一緒に身を屈かがめる。気のせいか、倉庫に満ちていた埃ほこりの香りに香水のような甘味がとろりと混じり出す。そして傍そばからは朝岡さんの肌の、むにっ、とした柔らかい熱まで感じて……女性陣のむんむんとした熱気に押されて頭が眩くらみ、朝岡さんの肩がこちらに触れて……すりすり、と微かすかに擦こすれて……

　あれ？

　というか。朝岡さんが少し、傍に寄ってきてるよう、な？

　え？　え？

（た、高宮先生）

　朝岡さんが俺の袖そでを引く。見ると、何か言いたげに唇をむずむずさせている。でも待って、今は静かに……ってか、そんなに密着されると、お、俺が、あふぁっ。

（あ、あ、朝岡さん、今はじっと……）

（でも私……あ、あうぅ）

　苦く悶もんする朝岡さん。え？　何？

　何か問題が……

「……しっ！」

　答えは小さなくしゃみで返ってきた。まずい、ドキドキ体質の、くしゃみ！

　再度くしゃみの出かかった朝岡さんの口を塞ふさぎマットの合間から覗のぞく。先輩方は実に扇せん情じよう的な赤のブラジャー一枚、というあられもないお姿のまま「揉もめば大きくなるのか～！」「あ、ちょっと、やぁん……んあっ」と官能さ入り交じる嬌きよう声せいをあげている。気づかれてはいない、が……ドキドキ体質を抑えないと後がない！

（っ、あ、朝岡さん。が、頑張って……！）

　でも体質を抑えるための本も無い。一歩でも動けば先輩方の花園の坩る堝つぼ、そして気づかれた瞬しゆん間かん、俺と朝岡さんの人生は男女揃そろって覗き魔まとして認定される！

（た、高宮先生……あ、あうぅっ）

（う、あ、朝あさ岡おかさん、が、頑張って耐たえてー！）

　と言って耐えれるなら病院は要らない。涙顔の朝岡さんは申し訳なさそうな顔のまま鼻を手で押さえ、きゅーっ、と酸すっぱそうな顔と共に、

「……くしっ！」

　今度こそ小さな声で、くしゃみを起こした。

　その声に、先せん輩ぱいの一人が眉まゆを上げる。まずいーっ！

（っ……ごめん朝岡さん！）

　咄とつ嗟さの判断で、朝岡さんの身体からだを押し倒す！

　勢いで悲ひ鳴めいを零こぼしかけた朝岡さんの口元をもう一度押さえ、マットの奥に二人で倒れ込む。仰あお向むけに倒れた朝岡さんの胸元の柔らかい、ぷにっ、とした弾力ある感触が俺の胸板をくすぐるようになぞる。さらに間近に瞼まぶたを閉じて、ぎゅっと耐える朝岡さんのその顔に思考がくらりくらりと揺らされ、口元を押さえた掌てのひらに触れる唇のふっくらとした感触もまた生々しい。そして倒れた衝しよう撃げきで絡み合う下半身。俺おれの膝ひざ下したが彼女のスカートをめくるように、び、微妙に彼女の股またへ……生暖かい太もも辺りの素肌の感触に脳内を掻かき回されながら、どうしよう、どうしようと必死に知恵を絞る。正直、もう駄目かも──！

「美み香かちゃん、どうしたの？」

「ん？　……ううん、何でもない」

　マットを覗のぞき込もうとした先せん輩ぱいが友人に呼ばれて下がっていく。運がいい。でも次は無い。もう一度朝あさ岡おかさんがくしゃみをしたら終わり！

（あ、朝岡さん……俺おれ……！）

　もう駄目かも、と告げようとして……

　ふと、気づいた。

　朝岡さんは……口を塞ふさいだ俺の前で。

　その僅わずかに涙ぐんだ眼まな差ざしだけで……俺に『ごめんなさい』と、謝あやまっていた。

　眉まゆを辛つらそうに下ろし、心底から申し訳なさそうに、じーっと俺を見つめている……！
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（っ……！）

　……駄目だ。

　諦あきらめるな。ここで諦めたら、朝岡さんの人生が！

　第一、ミスコン対策のため、と彼女を倉庫に連れ込んだのは俺だ。何とかしないと。この状況からドキドキ体質を、どんな方法を使ってでも抑える。考えろ。考えるんだ、方法を。目の前には朝岡さんの身体からだ、傍そばでは先輩達の嬌きよう声せい、この状況でドキドキする方法──

（……嬌声……？）

　艶なまめかしいお声と、女の子の身体が傍に？

　……そうだ。

　ある！

　た、体育倉庫で、先輩達のお着替え中に。しかも朝岡さんを押し倒した、この状態で。

　彼女をドキドキさせる方法！

　目の前に朝岡さんの、制服に包まれた綺き麗れいな身体がある。くりっとした瞳ひとみには僅かに涙を溜ためて俺を見上げ、その眼差しからは可愛かわいさ以上に彼女の申し訳なさげな心の声が聞こえそう。傍では先輩達の「もう、早く着替えなさいよ」「え～勿もつ体たいないしぃ。もっと美み由ゆ紀きちゃんの身体を楽しみたいもん……」とのんびりお楽しみ中の歓喜と嬌声が響ひびき、可か憐れんなピンク色に染まってしまった体育倉庫だ。そう、このピンク一色の状況でこそ、できる方法が……！

（……朝岡さん。俺の話をよく聞いて。今から朝岡さんをドキドキさせる）

（え……で、でも）

（大丈夫。目を瞑つむって……任せて）

　言われた通りに瞼まぶたを閉じる朝岡さん。その耳元へそっと、唇が触れそうなほどに迫る。押し倒して仰あお向むけになった朝岡さんの胸が俺の胸元に、高ぶる鼓動すら聞こえそうなほどに距離が近づく。聞こえるのは朝岡さんの甘い吐と息いきと先輩方の愉快な嬌声と、とてもえっちな話し声。そう、これだけ、環かん境きようが揃そろえば。

　できる。

　素人しろうとの俺でも。

　この体育館に漂ただよう、濃のう密みつな甘い香りを取り込んで。

　妄想で物語を紡つむぐぐらいのことは、きっとできる……！

　顔を赤らめる朝あさ岡おかさんの耳元で、口を開く。たどたどしくも想像を目一杯膨ふくらませ、同時に朝岡さんを押しつぶさないよう、身体からだを支えつつ抱きしめ……う、ううっ。

（……体育倉庫の中で）

（え？）

（僕と彼女は、そっと唇を交えていた。いつ誰だれにとも見つかるかもしれない秘密の場所。だ、だからこそ僕と彼女の胸を高鳴らせる。こんな所で、と呟つぶやく彼女の恥ずかしそうな顔を見た時、僕は……）

　何度か読み続けた官能小説を引用しながら、自作の物語を口にする。その途と端たん、想像の中で羽ばたく僕と彼女の官能的なラブロマンス。狭い体育倉庫の中で身体を密着させあう男女は自然とその視線を絡め、身体を重ね……

（……感じるかい、と僕はほんの少し強がって声を返す。でも彼女にはあっさりと見透かされ、逆に挑発的な様子で唇を……そ、その、奪って、あうう）

　言葉を口にしながらも、理性だけはタイトロープを渡るように何とか耐たえる。意地でも冷静になろうと意識するものの、思考に反して心臓はどきどきと早はや鐘がねを打ち身体は熱く火ほ照てり、朝岡さんの身体を支える指先にも震えが走る。目の前には頬ほおを真っ赤に染めた朝岡さんの身体があり、密着するほど彼女を押し倒しその耳元で俺おれは口を開き……その傍そばでは、

「ねえねえ美み由ゆ紀きちゃん。美由紀ちゃんのおっぱいぼーん」

「何の真ま似ねしてるのーっ！」

　と、あられもない声をあげる先せん輩ぱい方！

　っていうか早く着替え終わってください先輩、もう俺限界です、本当に……

（冗談めいた口調で、甘い言葉を囁ささやく彼女。その仕草がまた可愛かわいく思え、我慢できずに手を伸ばす。触った瞬しゆん間かん、思わず指先がピリピリ来るような感触が色々凄すごくて、もう……う、あうっ）

　想像力と理性の限界がちりちりと訪れ言葉が拙つたなさを増す。想像の中で僕の彼女はたどたどしく言葉を重ね、そして身体を重ねていく。架空のスーツに手を伸ばし、するりと胸元に滑すべり込ませてその重い鎧よろいを脱がし、ブラジャー一枚になったところで再び唇を交える。そんな物語を口にしながら、目の前には俺の話をじっと聞く朝岡さんの感触……駄目だ、喋しやべりながら、想像しながら、その一方で意識を妄想の彼方かなたに落としては駄目だと必死に念じる。理性と欲望の綱渡り、何とかこの危機を乗り越えて、俺は、俺はできると何度も何度もただ祈り──







　……それから、どれくらい時間が経たったのか。

「……先生。高たか宮みや先生。大丈夫ですか？」

　ふと気づくと、朝あさ岡おかさんが心配げに俺おれの顔を見つめていた。耳を澄すませば騒さわがしく響ひびいていた先せん輩ぱい方の声も既すでに聞こえず、倉庫内はいつもの静寂を取り戻している。

　えと……あれ？

「先生。先輩方なら、さっき出て行かれました……」

　そう言われてようやく気づく。どうやら困こん難なんは去ったらしい。よ、良かった──

「あの。……大丈夫、ですか？　いま、とっても辛つらそうなお顔を」

「え？」

　見れば朝岡さんが心配そうに俺を見上げている。……辛そうな？

　いやまあ、ち、ちょっと朝岡さんが可愛かわいすぎて、あと妄想を抑えるのが辛くて……って、そんなことより。

「朝岡さん。体質の方は大丈夫？」

「はい、何とか……ありがとう、ございます」

　よし。とりあえず治まったなら一安心だ。

「っていうかごめん、朝岡さん。倉庫なら大丈夫だと思ったんだけど……」

　正直、見通しが甘かった。完全に俺の失敗だ──いや反省は後にしよう。とにかく、

「とりあえず出よう。また人が来たら今度こそまずいし！」

「あ、でも……」

　体質も治まったし早く出ないと、とマットを乗り越え倉庫のドアノブに飛びつく。しかし、

　──ガチャン、と。返ってきたのは、鈍にぶい手て応ごたえだけだった。

　あれ？

　何度か回転させるが、感じるのは手元に突っかかるような衝しよう撃げきのみ。

　……こ。これは、まさか。

「すいません、先生。さっき、最後の人が鍵かぎをかけてしまったみたいで」

　朝岡さんの、しょんぼりした声が続く。つまり……

　閉じ込められた？




　　　　＊




　なんということだ。なんということだろう……

　耳鳴りすら聞こえそうな静寂のなか、刻々と時間だけが過ぎていく。

　甘い花園のような香りは時間と共に薄うすれていき、目の前では差し込む陽光に照らされた埃ほこりがくるくる宙を舞まっている。……沈ちん黙もくの落ちた倉庫の傍かたわらを見れば、じっと何かを考えている朝岡さん。時折こちらを見ては心配げに口を開き、でも上う手まく言葉にできないのか躊躇ためらいがちに視線を落とす。そんな様子を見ながら……

「あう……」

　……もうちょっと、隠れ場所をきちんと考えれば良かった……と。

　今さらながら、つい思ってしまうのであった。

　倉庫なら人ひと気けも無いし声も響ひびかない。誰だれか来ても倉庫の奥に隠れられる。そう思ったのに、いざ来てみれば先せん輩ぱいの女子に見つかりかけ、着替えまで始める始末だ。さらにドキドキ体質のためとはいえ先輩達が下着一枚で揉もみ合うなか、朝あさ岡おかさんを押し倒した挙あげ句くに妄想シチュエーションで唇を交かわし身体からだをあれこれして……

　最後には、閉じ込められた！

　正直、最近は俺おれもちょっと主治医らしくなってきたかな、なんて思っていたのだ。朝岡さんの体調は上向きだったし、ピンチはあったが一ひと月つき何とか耐たえてきた、と。

　……そう思ってた矢先に、この体たらく。

　何というかもう、駄目すぎる！

「うおおっ……！」

「高たか宮みや先生？」

「……ホント、ごめん。本当ごめん、朝岡さん。俺、もっと上う手まくやるつもりだったのに」

「先生が落ち込むことでは……」

「いや、もっとやり方とかあったと思うし」

　不可抗力ではあった。運の悪さも実際、あったんだろうと思う。

　でも、少し調子に乗っていたのも確かだ。これで主治医だなんて言えない。未み熟じゆくにも程がある。まだまだ全然、足りてない……

「……あの、先生」

　落ち込む俺の耳元に、朝岡さんの躊躇ためらいがちな声が続く。そのトーンは低く、随ずい分ぶんと元気が無く……

　分かってる。いつまでも俺が落ち込んでる訳にもいかない。

　たとえ気分がへこんでいても、今はこの場を打開する方法を考えないと──

「あのさ」

「あの、高宮先生」

　顔を上げた途と端たん、口を開きかけた彼女とバッチリ視線が合った。

　……え、とお互い言葉に詰まり。

　何となく、どうしよう、と焦あせる。

　まずは、

「高宮先生、先にどうぞ」

「いや、朝岡さん先でいいよ」

「そうですか？」

「うん」

「……で、では私から……」

　朝あさ岡おかさんが頷うなずき、もじもじと指先を弄いじって恥ずかしそうにしていた。頷いた割にはすぐに口にせず、ちょっと迷ってる様子が可愛かわいらしい。

「えと、えと……た、高たか宮みや先生は……」

　少し口ごもり、躊躇ためらった後。彼女は小さく首肯して──

　凜りんとした声で、口にした。

「と、とっても凄すごい、と思います！」

「……へ？」

「私思うんです。高宮先生はやっぱり凄いな、って……」

　随ずい分ぶんと唐突で、一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からない。

　……凄い？

　なにが？

　朝岡さんが胸に手を当て、改めて続ける。

「トイレが使えなくなったその日に隠れ場所まで考えて、先せん輩ぱい方が入ってきた時も、見つかりそうになった時もすぐマットの裏に隠れました。凄い、早はや業わざです！」

「うっ」

　それはもしや、暗に俺おれに対する皮肉──

　じゃないよな。朝岡さんは、そんなこと言うタイプじゃない。

　……なら、あれ？

「それに、さっきもドキドキ体質が出た時……本も無いのに先生はあっという間に話まで考えて、私のドキドキ体質を治めてくれました。本当に凄いと思います」

「……え？　え？」

　ひょっとして。本気で、褒ほめてる？

　驚おどろく俺の前で朝岡さんの興奮した声が続く。ぱたぱたと手を動かし、全力で盛り上げよう、俺を励まそうとジェスチャーまで交えて。

「あの時、高宮先生が助けてくれなかったら私、きっと見つかってました。明日から学校に来るのも辛つらかったかもしれないのに、それを助けてくれた高宮先生はスーパードクターです。私、本当に凄いって思います」

「……すーぱー？」

「天才です！　凄い！　ち、超、素敵です！」

「……超？」

「はい！」

「……いや、それは違うと」

「だから、あのっ」

　朝あさ岡おかさんが、ぐっと俺おれに迫る。その綺き麗れいな眼まな差ざしで俺の顔を、瞳どう孔こうの奥まで見つめるようにじ～っと覗のぞき込んで……

「お願いですから。あんまり、落ち込まないで、ください……」

「あ……」

　その僅わずかに陰りを帯びた、小さな声に。

　ようやく──朝岡さんの真意を掴つかみ取った。

　朝岡さんはそっと唇の端はしを落とし、冷たい床へとその眼差しを落としながら、続ける。

「これは私の体質のせいですし、私もこんなことにならないよう、もっと頑張ろう、って思います。……でも高宮先生が悩むことでも、落ち込むことでもないと思いますし、助けてくださったことは本当です。今のは、運が悪かっただけです。だから……お、落ち込まないでくれると、嬉うれしいなぁ……って。それより、私こそ何とかしなきゃ、って思いますし、だから」

　そこまで口にして、続きの言葉が思いつかないのか朝岡さんが身体からだで表現する。手を伸ばしては俺を持ちあげるような仕草を見せ、高宮先生の落ち込むことではありません、と──

　そんな、一いつ生しよう懸けん命めいな様子に。

　……俺は……

「……えと。ごめん、朝岡さん」

「ですから謝あやまらなくても──」

「あと、ありがとう。朝岡さん」

「え？」

　謝しや罪ざいの気持ちも確かにある。失敗したのはもちろん俺だ。……けど。

　朝岡さんにはきちんと俺の努力が伝わっていて。俺が悲しむことじゃない、と励ましてもらえたことが……

　とても嬉うれしく思えたのだ。

　こんな大失敗をしでかして。それでも支えてくれる朝岡さんが……

「なんか、お礼を言いたくなって。励ましてもらったお礼、っていうか」

　朝岡さんが首を傾かしげる。何にお礼を言われてるのか分からないのかもしれない。でも、やっぱり嬉しい。

　ごく自然な気持ちで、大丈夫ですよと励ましてくれるその気持ちが。朝岡さんの優しさが……ほんわりと、身に染みる。

　だから感謝の言葉を、まず一つ。そして──

「朝岡さん」

「は、はいっ」

「俺さ。次はもっと頑張るから」

　優しい彼女の前で、いつまでも落ち込んでる訳にはいかない、とも思う。

「トイレが使えない分だけ新しい方法考えるし、ドキドキ体質の対処法も、もう一回しっかり考えてみる」

　この気持ちは、いまは上う手まく言葉にできないけれど。彼女にもらった優しい心意気は、次こそ形として返したい。この反省は必ず生かしたいし、朝あさ岡おかさんのために、もっと努力したい。

　主治医としても、一介の人間としても。

「だから次は期待してて、朝岡さん。頑張るから、俺おれ」

「は……はい」

　朝岡さんが頷うなずく。その小さな仕草にまた胸がときめき、

「……でも」

「え？」

「私も、いつまでも高たか宮みや先生頼りじゃなくて……やっぱり私も、もっと頑張らないといけない、って思います」

　朝岡さんの口調が力強さを増す。

　宝石のような眼まな差ざしの奥で、深い決意を固めるように。

「いや、でも朝岡さん……」

　その気持ちは嬉うれしい。その一方で、焦あせることもないよ、と。

　そう口にしようとして──

　言葉の続きは不意に聞こえた扉の向こうの物音に遮さえぎられた。二人で顔を上げると、その目の前で倉庫の扉が開き……

「誰だれかいるの？」

　と、不思議そうに顔を覗のぞかせてきたのは眼鏡めがねの似合う女の子、うちのクラス委員長である藤ふじ田たさんだ。その戸と惑まどった、けどいつもの冷静な顔に……

　無事に出られたことに、朝岡さんと二人揃そろってほっと息をついたのだった。




　　　　＊




　聞けば、藤田さんは文化祭の下準備のために体育館を覗いたらしい。その藤田さんに発見されたのは幸運だった。倉庫を開けてくれたことはもちろん、仲の良い彼女が第一発見者だったことも大きい。もし無関係な生徒に鍵かぎのかかった倉庫で男女が一組、なんて場面を見られた日にはどんな噂うわさが立つか。

　俺達の事情に詳しい藤田さんは、訳あって体育倉庫で朝岡さんの体調を診みてたと告げれば頷いてくれたし、この事は秘密にと言えばあっさり了解してくれた。その点に関してはもう感かん謝しやしてもしきれない。

　そうして無事に脱出できたことを喜び、今日の授業を何とか終えた後──

　改めて、誓う。

　今後はこんな事が起きないよう、朝あさ岡おかさんのために頑張る、と！

「……決めた。俺おれは決めたぞー！　うおおーっ！」

　学校を終え、いつも通り診しん療りよう所じよの仕事も手伝った後のこと。自分の部屋に戻るなりＡ４レポート用紙にマジックペンで大きく文字を描く。セロハンテープで壁かべに貼はったそこには、四字熟じゆく語ごのようにでかでかと。




『恋心封印！』




　の、大きな文字！

「文化祭まで、恋心は封印する！」

　自うぬ惚ぼれ厳げん禁きん、主治医として俺はまだまだ未熟！　男として告白がどうのと浮かれている場合じゃない。まず徹てつ底てい的てきに朝岡さんの体質改善。俺の煩ぼん悩のうはあくまで俺個人の欲望であり、理性で封じれば何とかなる！

　そしてまず考えるべきは文化祭の対策だ。一番の危険はやはりミスコンで、これはもう彼女を出場させない方向へと話を持っていくしかない。それが無理なら、少しでも朝岡さんの負担を減らす方向で考える。それ以外にも文化祭、恋の祭りとなれば可愛かわいい朝岡さんは自然と目立つ。対策法であったトイレも使えない以上、何か少しでもドキドキ体質の改善法が必要だ。

　そのために、できる事から少しでも考える！

　……気き遣づかってくれた、彼女のために。

「よし……！」

　そうと決まれば、と机の引き出しに手をかける。本来なら持ち出し厳禁だが、唯一俺が持つことを許された『朝岡ひより』と書かれた患者用カルテを開き、今までの記録をふり返る。

　──もう一度、見直そうと思ったのだ。このドキドキ体質について、何か見逃しが無いか。可能な限り朝岡さんに負担をかけず、あとできればえっちな事にかかわらず、彼女の体質を良くする方法が無いか。かれこれ一ひと月つき分の経過観察はまとめたのだ。そこから何か法則性や、気になる点は無いだろうか？

　そう思い、まず最初にチェックしたのは、来院時に定期的に測定した朝岡さんの血圧だ。ドキドキ体質発症の時間帯、回数、その時の状況。今朝は家でちょっと厄やつ介かいな生物を見た焦あせりで、体質が出たとか……で、今日の二度目はミスコン出場の話があったから。用紙にまとめ、今一度考える。

　そこから遡さかのぼること一月分の記録を目で追い、一時間ほどかけて総点検して──

「……うーん……！」

　ばさっ、とカルテを閉じて一息つく。

　──気合いだけで分かれば、苦労はしない。

　正直、医学的な治ち療りように関しては俺おれも既すでに手を打ってきた。抗ヒスタミン剤は試したし、点鼻薬も実践した。朝あさ岡おかさんの症状が本当にアレルギー性のものなら花粉症の治療法で使われる減感作療法やレーザー治療も……とも思ったが、朝岡さんの症状は花粉とか、アレルギー性の鼻炎とは違う。第一、鼻炎で血圧は下がらない。

　その低血圧に関しても現状ではよく分からない。朝岡さんは血圧が下がって……と表現するけれど、まず普段の血圧は測定しても低血圧と言えるほど低くない。まあドキドキ体質が出た直後に計ったことが無いし、元より低血圧の研究が高血圧ほどメジャーじゃなく資料が少ない、という問題もあるが……

　一度、体質が出た時にきちんと計ってみる必要がある。これはチャンスがあれば考えたい。

　あとは……

「ドキドキの方法、なんだよなぁ」

　アレな本をどう読むか、の話ではなく。

　もし本当に血圧が下がってドキドキさせる必要があるにしても、実際のところストレスを感じれば大抵の人間は血圧が上昇する、という矛む盾じゆんだ。第一ドキドキするだけなら恐怖でも不安でもエロでも短距離走でも心拍数が早くなる点では同じ。なのに何な故ぜ、エロい事とかアトラクション的なことでのみ朝岡さんの体質が良くなり、運動では駄目なのか。

　心理的なものの可能性ももちろんある。が、根拠なくそうだと決め付ける訳にもいかないし、第一そうだとするなら解決策が──

「な、何か無いか……？　せっかく頑張るって決めたんだ、なんか発見しないと……！」

　何も発見が無いままじゃ倉庫事件の二にの舞まいだ。トイレが危うい今、新しい発見でも、新しいドキドキ貯蓄方法でもいい、少しでも探さないと……！

　一度カルテを諦あきらめ、情報は無いかと親おや父じの部屋に行き医学書が並んだ本棚を漁あさる。と、

「おぅ、何してんだ仁じん。俺の本棚探して。エロ本そこじゃねーぞ？」

「んなもん探してねーよ！」

　ぬがー、と怒りながらふり返れば、そこに立っていたのは高たか宮みや診療所の院長にして俺の親父の高宮修しゆう司じだ。一応は経験豊富なベテラン医……なのだが外見だけを見れば怪しさ満点、白衣を時々パジャマ代わりに使い、俺を医療の現場にリアルで立たせる辺りでその性格が見て取れる。ちなみに白衣は寝ね間ま着き専用で、仕事用とはきちんと区別されているのだが、見た目がへぼいのは変わらない。

「んで、どうした？」

「いや……朝岡さんのドキドキ体質に、何かできる事は無いかなって……」

　僅わずかな期待を寄せて親父に相談する。仮にも本職の医者だ、こういう時こそ親父が頼りに、

「いや、そんな簡単な解決方法がありゃ俺おれだって教えてるし」

「ぐはっ」

　なりませんでした。

「つーか仁じん、お前朝あさ岡おかちゃんのドキドキ体質止める方法、試したんだろ？　主治医として力不足とか言ってるけど、俺からすれば他ほかに頑張ることないと思うぞ、それ」

「いや、親おや父じなら何か知ってるかと思って……主治医の力不足を承知で相談を……多少のエロは仕方ないにしても、もっと良くする方法があれば、と……」

「ん？　それならてっとり早い方法があるだろ」

「へ？」

「ほれ。お前が持ってきたプリント。文化祭」

　親父が人差し指でピン、と弾はじいて俺に飛ばした。松まつ野のが俺に見せたのと同じものだ。

「朝岡ちゃんをドキドキさせれば良いんだろ？　学校イベントでドキドキできるなら、別にエロでも嘘うそ検査でもないんだし、使えるもんは使うべきだろ？」

「あ……」

　そうか。確かにミスコンは天敵だが、普通に楽しめばイベントの一つだ。上う手まく参加できれば一時的にでも、朝岡さんの体質抑制に……

　毒も薬も使いよう。文化祭は決して警けい戒かいすべき敵とは限らない。

　顔を上げるその目の前で、親父が親指を立てる。さ、さすがは親父──

「これで朝岡ちゃんと公式デートだな！　ホテル代わりにうち使っていいぞ？」

「要るかボケーっ！」







　でも要は薬でも手術でも学校行事でも患者さんが良くなればいい。

　ドキドキ体質改善の基本は朝岡さんをドキドキさせること。何かとエロい事に頼りがちだが、朝岡さんも都会に住んでた頃ころは派手なアクション映画でドキドキしてたし、プールでも絶叫系のスライダーが好きなのだ。彼女は意外とアグレッシブだし、お祭り事は好みのはず。

　つまり恋心はさておき、文化祭の成功は朝岡さんの一時的な体質改善に繋つながる。トイレが使えない今、学校行事は是が非でも押さえておきたいところだ。なので、

「藤ふじ田たさんっ！」

　次の日、教室に入って藤田さんを発見するなり駆け寄った。昨日俺達を助けてくれた、眼鏡めがねがよく似合うクラス委員長の女の子だ。倉庫の件以外でもとにかく頼りになるし真ま面じ目めだし、朝岡さんのことも気き遣づかってくれるというある種のパーフェクト人間と言ってもいい彼女は文化祭の実行委員というか、生徒会のメンバーも兼ねているので──

「俺、文化祭めっちゃ手伝います！　という訳で協力させてください！」

「ど、どうしたの高たか宮みや君。気持ちは、嬉うれしいけど……」

　眼鏡めがねの奥でびっくりした目をする藤ふじ田たさん。が、すぐに思い至ったのか眼鏡を上げて、

「……あ。そういえば、まっつーが話してたわね。高宮君が文化祭に告白もごっ」

「しませんから！　ってかその話を教室で堂々としないでください！　俺おれが朝あさ岡おかさん好きなのは秘密です……！」

「そうなの？　でも見てたら誰だれでも分か……ち、ちょっと」

　何か言いたげな藤田さんを連れて教室の隅すみへ。

「告白はしませんけど、朝岡さんに楽しんでもらいたいって気持ちはあるんです。それで文化祭を盛り上げられるなら沢たく山さん盛り上げようかと思いまして」

　今は朝岡さんに、沢山ドキドキしてもらう。そのために文化祭を頑張る！　これ大事！

　……恋は後回し！

「まあ張り切ってもらえる分には私も嬉しいし、朝岡さんが喜ぶなら私も、うん」

「ですよね!?　あと藤田さん、もう一つ聞きたいんですけど、先日言ってた個人賞とかクラス賞とかあるんですよね？」

「ええ。生徒会長と先生の話だと結構な予算が出てるみたいだから、私も頑張りたいなって思うんだけど──」

「頑張りましょう！　クラス賞ゲットです！」

「……高宮君。言っておくけどクラス賞はクラスの物だから、朝岡さん個人にプレゼントはできないわよ？」

「わ、分かってますって。でもやっぱ、何か賞がもらえるなら嬉しいじゃないですか」

　何かを成し遂とげた的な喜び。賞よりも皆と一緒に何かを成した、というドキドキこそが文化祭の輝きを増す。クラス全体で協力してクラス賞までもらえたら、朝岡さんもきっと喜んでくれるはず！

「分かったわ。あ、じゃあ早さつ速そくだけど高宮君。その文化祭で、ちょっと困ってた事があって……後でみんなと相談するけれど、喫茶店のアイディアで何かあったら教えてほしいの」

「分かりました。俺にできる事なら」

　そう頷うなずくと藤田さんはくすっと微笑を残して傍そばから離れる。俺も席へと戻って一息つき、そこに丁度登校してきた朝岡さんと目が合った。

　何気ない挨あい拶さつを交かわしつつ、彼女が席についたところで「えっと」と趣旨の説明。

「朝岡さん。文化祭なんだけど……もちろん文化祭って大変だし、難むずかしいところもあるけどさ。でもみんなで頑張るイベントだし、楽しいところもあるから……もし良ければ、まずはクラスのみんなと一緒に頑張ってさ。あと当日とか、できれば、その……」

　ミスコンとか、怖い事もあるけれど。

　遊べるところはめいっぱい遊べば、それだけで朝岡さんは元気になれる。

　それに──

「よ……良ければ一緒に、どこか回りませんか？」

　俺おれだって、朝あさ岡おかさんと見て回る文化祭は、きっと楽しい。

　そうやってお互いに文化祭を盛り上げ、沢たく山さんドキドキできれば、体質を少しでも良くすることができるはず……

「あ、もちろん体質改善のために楽しめれば、っていう意味で。……どう、かな？」

　そう告げると朝岡さんもにこりと笑い、

「はい。では、よろしくお願いします」

　と華やかな返事を頂けた。

　……良かった、これで少しは朝岡さんの力になれて、しかも楽しい文化祭に。

「あの、高たか宮みや先生。私からも一つ、ご相談がありまして」

「ん？」

「以前ご相談を受けた、ミスコンの話なんですけど……」

「あ、うん。分かってる」

　その一方で危険要素はきちんと取り除く。楽しみたいとは言ったが、朝岡さんが緊きん張ちように晒さらされるようなイベントは却下だ。クラス優勝は目指すけれど、ミスコンは断りを……

「私、出てみようと思うんです」

「大丈夫。みんなには悪いけどミスコンは……って」

　え。出る？

　朝岡さんが？

　彼女を見ると、唇を噛かみしめ、拳こぶしに力を込める朝岡さん。

「た、確かに私、舞ぶ台たいの上に出たり、皆さんの前に立つのは、も、物もの凄すごく苦にが手てなんですけれど……でも……慣れなきゃいけない、って思うんです」

「慣れる？」

「はい。……いつまでも、ドキドキ体質で怖おじ気けづいてるのも駄目かなって。それに、高宮先生も色々と頑張ってくださるのに、私だけ受け身でいるのもいけない、って。……ですから、私も一緒に頑張ろう、って思うんです」

　俺の前で、こくり、とその首を小さく縦たてに振る朝岡さん。

　気づけば、その瞳ひとみから眩まぶしいほどに、彼女の決意が見て取れる。

「それに私だって、この前の倉庫のことは反省しなきゃって思いますし……」

「反省？」

「高宮先生に頼ってばかりでも、いけませんから」

　朝岡さんはこう見えて、意外と頑かたくななところがある。俺と同じように朝岡さんも、体質改善を頑張ろうと意気込んでいるのだ。

　そのために目指すは文化祭の大おお舞ぶ台たい、ミスコン──緊きん張ちように強くなるために。

　……もちろん一抹の不安はある。舞台の上で体質が出てしまえば大ピンチだ。もしばれたら、という不安はあるし、止やめるのも間違いではないと思う。

　ただ……

　一方で、せっかく振り絞った彼女のやる気を殺そぐのも、勿もつ体たいない。

「……うん。分かった。じゃあ俺おれも協力する」

　ここは朝あさ岡おかさんの勇気を買おう。プールの時だって最後は朝岡さんが皆にしっかり体質について告げたし、今度も何とかなるかもしれない。それに……

　朝岡さんの前向きな勇気に水をさすのも良くない、と思った。

　──少なくとも、この時は。

「あ……そ、それで、あの、高たか宮みや先生」

「うん？」

「出る、というお話を皆さんにしましたら、先ほど、その……」

　今度は逆に、声が霞かすむ朝岡さん。

　耳を傾かたむけると、彼女は消え入りそうな声で……

「……衣装、が……」

「え？」

「……洋服が、必要なのですが……もし、高宮先生から、お薦すすめがあれば、と……」

　衣装？　そうか、ミスコンの……

　って、

「い、衣装？」

　朝岡さんの、舞台の上でのお洋服。

　……舞台の上、スポットライトを浴びての美しいお姿……

　ぼふん、と再びウエディングドレスの妄想が炸さく裂れつする。ミスコンと言えば衆目の集まる体育館のステージ中央、まさにメインヒロインとして立つべき場所だ。輝く純白のホワイトドレスに身を包み、朝岡さんは眩まぶしいまでの輝きと共に舞台の上……そこでのお洋服……

「朝岡さんのドレス。い、いやでも」

　ドレスは少々ファンタジックすぎではないか。もう少し現実に即すとどうだろう。社会人ＯＬ風、スーツに眼鏡めがねの真ま面じ目めでキリッとした女上司、朝岡さん……うおお。

　怒られたい！　めっ、ってされたい！

　つーかいかん、そのＯＬ姿はどうしても、あの官能小説の女先せん輩ぱいを思い起こす。

　他ほかに無いか？　そうだ、考えてみれば定番のメイド服も捨てがたいじゃないか。ひらひらのフリル姿で丁てい寧ねいに俺を迎えてくれる姿も……いや待て。意表をついてチャイナ服なんかどうだろう？　情熱的なレッドカラーに、きゅっと閉じられた胸元。深いスリットがめくれて彼女の足元が露あらわになり、ステージ上でくるりと回った瞬しゆん間かん、ひらりと、

「ぶほぉっ」

「た、高たか宮みや先生!?　さ、さっきからお顔が真っ赤ですよ!?　熱があるんじゃ」

「な、無いですスイマセンごめんなさい！」

「？」

「あ、いや、その」

　チャイナ服！　チャイナ服はグッジョブ！　うおおーっ！

　……いや落ち着け俺おれ。冷静に考えろ。チャイナ服は良い。チャイナ服に罪はない。が、舞ぶ台たいはミスコンだ。皆に見られる舞台の上だ。そこで朝あさ岡おかさんに、あまり色気のある姿は好ましくない。というか……

　俺は見たいけど、他の人には見せたくない！

「ごめん、ちょっと考えさせて朝岡さん」

「は、はい……高宮先生？　お顔がたこみたいに赤く──」

「だ、大丈夫です……病気じゃないんで……」

　強しいて言えば恋の病、まさに不治の病だ。いかん、恋心封印するって誓ったのに！

　一度両手で頬ほおを叩たたいて仕切り直し。朝岡さんの衣装。いや、朝岡さんは何を着ても似合うが扇せん情じよう的てきすぎたり、服の下まで見えてしまいそうな衣装を衆目の前で、というのは避さけたい。でもせっかくの朝岡さんのステージだし、可愛かわいい服を考えたい気持ちも……！

　悩む前では担任の先生が一時間目の授業、というか文化祭の二度目の話し合いを開始している。藤ふじ田たさんが前回に引き続き黒板前に現れ、皆を見渡しつつ喋しやべっている。うーん、うーん、朝岡さんの服、朝岡さんの衣装……！

「前回決まった喫茶店なんだけど、実は二年生や三年生と被かぶってるところが出てて……喫茶店をするのは許可が出たんだけれど、丸被りは避けたいから和風喫茶やメイド喫茶は禁止にしてほしい、って頼まれたの。仕方ないかな、って受けたんだけど……」

　えー、とクラスの一部から声があがる。和風やメイドは禁止。喫茶店も、メインはコスプレで……

　確かにミスコンでも衣装被りは避けたいところだ。となると？

「藤田さん、それメイド服系全部禁止で、浴衣ゆかたとかも禁止？」

「うん。だから、新しいアイディアが欲しいんだけど……ちょっと困ってるのよね」

　確かに浴衣も捨てがたい。浴衣姿は先日の旅行でも拝見させて頂いたが大変良いものだ。けど今は時期的に肌寒くなり始めている。朝岡さんが風か邪ぜでも引いたら大変だし、他ほかに……

「じゃあ、ジャングル風喫茶店とか？」

「喫茶店バナナだらけじゃん」

「宇宙喫茶店とか？　宇宙服着てさ」

「いやダサすぎるし」

「ハワイ風喫茶！」

「それアロハチックなやつ？　ちょっと寒いかも……」

　男子が適当な意見を口にしては女子がバシバシ却下していく。極きよく端たんな露ろ出しゆつもやはり避さけたい。そして肌寒くもなく健康的で、かつ学校で人目を引いて魅力的で、他ほかのクラスともネタが被かぶらないステージ衣装……

　ん。待てよ？

　健康的で。

　露出も少なく。

　被らず、でも学校では目立つもの。

　……はっ！

　ある。俺おれが物もの凄すごく見慣れた、でもみんなには縁えん遠どおいもの。

「もう。みんな真ま面じ目めに考えてよね。他に──」

「ナース服なんかどうでしょうかっ！」

　そう、診しん療りよう所じよと言えばナース服！

　思い浮かぶのは高たか宮みや診療所に勤める小さ枝え子こさんだ。ふわふわロングに白衣をまとった大人な魅力たっぷりの看かん護ご師しさん。ナース服なら露出も少なく生地もしっかりしてるし肌寒くもない。なおかつ健康的で女性の魅力を引き立て、他のクラスと被ることも無い！　ミスコンでも視線を引くのは間違いないし。いける、これはいける──

「高宮君。つまりナース喫茶、ということ？」

「え？」

　藤ふじ田たさんに聞かれ、はたと周囲を見渡すとクラスメイト達の視線が刺さる。しまった、衣装のことだけしか考えてなかった、つーか今は喫茶店のコンセプトの話だったっけ？

　……まずい。相談に乗る、と言いつつ服のことしか考えてなかったけど……

　でも。意外といけるか？

　ナース喫茶。

　もう口に出しちゃったし、アイディアとしては悪くない。何より人目を引く。クラス優勝には他のクラスとの差別化も大事だし。

「う、うん。そういうのもアリかな、って。ナース服ならうち診療所だから借りてこれるし、メイド喫茶も和風の浴衣ゆかたとも被らないから、オリジナリティが出ると思うし……どう？」

　物珍しさ、という点で見ても悪くないと思う。

　それに、うちのクラスにはナース服が似合う可愛かわいい子も、多いから……

　と、ちらりと隣となりの朝あさ岡おかさんに視線を向けたところに、

「……いいんじゃね？　つーか、むしろナース服とか男のロマンだし！　うおお、高宮お前超ナイスアイディア！」

　えらくハイテンションで突っ込んできた、と思ったら男子の山やま一いちだ。その分かりやすい発言に一部男子が「ナース服！　ナース服！」と目を輝かせる。そりゃあ誰だれだって一度は憧あこがれる白衣の天使だし、衣装が調達できるなら悪くない。

「そうね。ナース服、というより病院をコンセプトにすれば上級生とも被かぶらないし……ナース服なら露ろ出しゆつも少ないから抵抗も無いかもね。男子にも白衣があるから、コスプレとしては十分だけど……でも高たか宮みや君」

　藤ふじ田たさんが一度間を置いて、

「ナース喫茶は良いけど、他ほかにどういう店みせ構がまえにしたら良いとか……アイディア、ある？」

「え？　って言うと？」

「あのね？」

　と、藤田さんは眼鏡めがねを直しつつ。

「診しん療りよう所じよ勤めの高宮君には悪いと思うんだけど、病院って普通の人にとって積極的に行きたい、って感じる場所じゃないと思うの。ナース服は可愛かわいいけど、もし喫茶店全体を病院風に仕立てるようになった時に、教室の内装が待合室みたいな雰囲気だとお客さんも来ないんじゃないかなって」

「う……」

「だから衣装をナース服だけにするのか、教室全体のレイアウトを病院風にするか、まで決めた方がいいと思うんだけど……どう？」

　厳きびしい指摘だ。看かん護ご師しを指して白衣の天使とはよく言うが、病院は娯楽を楽しむ喫茶店のコンセプトとは正反対だし、あと看護師さんって現実的には気の強い人も多くて何かと……

　まあ、それは現実の話であって。それに病院なら俺おれの得意ジャンルだ。

「えと、その辺は工夫次第だと思う。文化祭だから大おお真ま面じ目めに病院みたいな内装にする必要も無いと思うし……それに病院の待合室って、診療所とか各病院によって結構違うんだ。アルコール消毒薬の香りがするイメージが強いと思うけど、患者さんにリラックスしてもらうためにアロマテラピーみたいに良い香りのするところもあるし。漫画置いてるところとか、ちょっとピンクがかったリラックス空間みたいな感じのところもあるし」

　大学病院や大規模施設では効率上似通う箇所も多いが、個人のクリニック程度なら細かな工夫や特徴も出せる。それに、今回は本場の病院ではなく文化祭の出し物だ。

「本当の病院を真ま似ねしなくてもいいんだから、何なら大きいハートマークとかでもいいし、健康的で清せい潔けつな雰囲気を出してもいいと思う。清潔感があればお客さんも安心できるし、逆に玩具おもちやの病院っぽい、コミカルな感じを出しても良いと思うし……みんなのイメージ次第じゃないかな？」

「コミカルな病院……うん。なんか、面おも白しろそうな気がするけど、どう？」

　藤ふじ田たさんが頷うなずき、他ほかに意見があれば、と尋たずねる。病院だって悪いイメージばかりじゃない。

「ど、どうかな、朝あさ岡おかさん」

　こそっと隣となりを見ると、朝岡さんも感心したように俺おれを見上げて、

「はい。楽しそうな気がします。みんなで笑顔と健康を守りましょう」

　その一言が教室の空気を変えた。とても良いコンセプトじゃないか。みんなの笑顔と健康を守りましょう、とは。

「うん。じゃあ、うちのクラスのコンセプトは病院風、ね。細かい役割分担とかレイアウトは今から考えるけど……あ、高たか宮みや君。悪いけど一番病院に詳しいから色々協力してもらっていい？　衣装もそうだけど、できれば高宮君の診しん療りよう所じよも一度見学してみたいんだけど……」

「うん。俺にできる事で良ければ」

　元より発案者として、そのつもりだ。それに、文化祭に協力する、とも決めたし。

　頷く俺の傍そばで、早くも教室の内装に関するアイディアが出始める。病院風だと喫茶店のメニュー表はどうするのか。でかでかと十字マークを張るよりは、道路標識のようなコミカルな注射器マークをデザインして……

「病院風。お客さんが来やすい病院……」

　改めて考える。

　医療技術の向上や患者さんに対する接し方講座なら、親おや父じや看かん護ご師しの小さ枝え子こさんから聞いたこともある。でも、お客さんが来やすい病院、なんて考えたことも無かった。

　病院とは元々困っている人が向こうから探して訪れる場所だ。嗜し好こうやエンタメ性を刺し激げきする建物ではなく、お客さんへの吸引力は弱いかもしれないけど……

　相手を笑顔にする、という意味では病院だって負けないはず。

　それに俺の最も得意な医療のジャンル。凡人の俺にはこれくらいしかできない以上、得意武器を持って攻めるしかない。後は──

　アイディア。

「どう？　高宮君」

「うん。病院のレイアウトとかは藤田さんにも一度見学しに来てもらって、それから考えようとは思うけど。ただ……やっぱり病院そのものは真ま似ねしない方がいいと思う。できるだけ可愛かわいくして、でも一部本物っぽい感じでさ。例えば点滴棒を持ってきて看板代わりにするとか、そういうところで出せればいいかも」

　考えれば、きっと必ず何かあるはず。そう思えるならやりがいもあるし、何より朝岡さんに喜んでもらえるなら何でもしたい。

　今回は、純粋にドキドキしてもらって朝岡さんを喜ばせる！

　その沢たく山さんのドキドキを文化祭で抱えてミスコンを乗り切り、また一歩成長する。そういう、文化祭にできれば。

　どうかな、と隣となりを見ると、朝あさ岡おかさんも小さく頷うなずいて。

「頑張りましょう、高たか宮みやさん」

　そう言われたのが何とも嬉うれしい。いける。これはいける、と内心思う。

　まずはナース喫茶で頑張って。ミスコンでも、そのナース服で挑戦できればクラスの宣伝にもなるし、衣装としての真新しさも十分出せる。そうして全すべてが上う手まくいけば──きっと朝岡さんも自信が付くし、体質改善にも繋つながるはず。

　沢たく山さんの思いを詰め込んで、頑張ろう。そう、まずは一歩ずつ確実に。

　それがドキドキ体質の治療へ繋がる、きっと最善の道だから。







　　　──カルテpage.05　高たか宮みや先生と危険なドキドキナース服──







　原点に戻ろう。

　文化祭に向けて奮ふん闘とうするのは、朝あさ岡おかさんのドキドキ体質を改善するため。それは回り回って、俺おれの理性を守ることにも繋つながっている。文化祭のようなイベントでドキドキできれば俺と一緒に官能小説を読む必要もなくなり、彼女の負担も減少する。ミスコンを通じて彼女がより自信を持てば、さらに体質も抑えられる、かもしれない。

　よって文化祭を頑張ることと朝岡さんをドキドキさせる例の……いわゆるアレな行為の頻ひん度どは本来、反比例すると思われた。

　というのに。

「ん……こ、これでよろしいでしょうか、高たか宮みや先生」
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　とベッドの上で呟つぶやく朝岡さんはその額ひたいに一筋の汗を流し、色っぽい息いき遣づかいで喘あえいでいる。その上着は少し着き崩くずれ、乱れたナース服。その様子を見つめ、ガチガチに緊きん張ちようしながら俺は「そ、それで大丈夫……」と呟き……

　おそるおそる、朝あさ岡おかさんのナース服へと手を伸ばす。

　もちろんこれも、ドキドキ体質改善の一いつ環かん、なのだが……

　どうしてこんな事になったのかと言うと。

　それはやっぱり文化祭が原因だったりする訳でして。




　　　　＊




　高たか宮みや診しん療りよう所じよの責任者といえば誰だれか。

　もちろん俺おれの親おや父じであり診療所の院長、高宮修しゆう司じだ。診療所が小さいとはいえ事務員や看かん護ご師しさん、検査技師に薬剤師と職務は一通り揃そろっている。そんな彼ら彼女らを仕切る人こそ、普段は適当そうに見えても仕事はきちんとこなす院長、つまり俺の親父──

　……なのだが高宮診療所にはもう一人、色々な意味で親父に匹敵する裏ボスがいる。

「小さ枝え子こさん。ちょっと相談したい事があるんですけど……」

「あら。どうしたの？　仁じん君。そんなに改まって」

　家に帰って声をかけると、診察室で仕事をしていた小枝子さんが軽い口調で応こたえてくれた。おっとりしたお嬢じよう様風な雰囲気に加え、ウェーブ状の髪をふわふわさせた姿は不思議とのんびり屋な印象を受ける。が、小枝子さんは診療所を仕切るナンバー２であり、看護師の仕事をしてるが実は医師免許も持っていて、俺の第二の師匠でもあり……記憶が確かなら、小枝子さんは以前大きな病院に勤めており人脈も広い。なので。

「今度俺の高校で文化祭があるんですけど、ナース服を使いたいな、って話になったんです。で、もし良かったら小枝子さんのを貸してもらえないかな、って」

　そして小枝子さんの分だけでは足りないので、もし良ければ他ほかの看護師さんの分も数着、都合を付けてもらえれば嬉うれしいのだけど──

「あら、いいわね文化祭。やっぱり仁君もナース服好き？」

「そういう訳じゃ……そ、そういう訳でもあるような、ないような」

「いいのよ隠さなくて。男の子だもの、仁君も。……でも」

　ふふっ、と小枝子さんが笑みを深くし、

「ナース服だけでいいの？」

　だけ？

　首を傾かしげると、小枝子さんは俺を診察室に待たせて携帯を持って来た。綺き麗れいな人差し指でスマートフォンをひょいと弄いじり、写真を開く。

「これ、私の大学病院時代の写真なんだけどね？」

　画面を覗のぞき込むと、小枝子さんの退職記念らしい写真が出てくる。ナースステーション手前に並び、にこやかに微ほほ笑えむ小枝子さん。その左右には看護師さん……うん？

　服装が違う。

　正面に立つ小さ枝え子こさんは襟えりのついた白のジャケットにズボンと標準的ナース服だが、その二つ隣となりに立っている人は水色の、肩にボタンが付いた上着だ。他ほかにもドクターらしき女性は淡いブルーの半はん袖そでに、銀の丸ボタンが付いたオペ用の服を着ている。

「そっちは仲が良かった理り学がく療りよう法ほう士しの人。あとこっちは検査科の人ね。仁じん君はナース服って私のタイプしか見たこと無いかもしれないけど、結構種類あるのよ？　仕事してると汗かくから生地とか通気性とか……検査の徳とく田ださんも違う服でしょ？　……で、知り合いに声かければ種類も結構都合してもらえると思うけど、仁君どんなのが好み？」

「う、うーん」

　正直、そこまで考えていなかったというか……あと、どれが似合うか、俺おれ一人では──

「じゃあさ、仁君」

　悩んでいる俺の前で、小枝子さんは軽い口調で言った。

「今度の日曜日に女の子連れてきて、実際に着てみたらどう？」

　と。




　　　　＊




　そう言われて呼ぶべき女の子は一人しかいない。いま現在、ミスコンの衣装を探している彼女こと──

「おはようございます、高たか宮みや先生」

　休日は診療所の自動ドアが閉じているため、裏口から現れた朝あさ岡おかさんが頭を下げる。秋に入り若じやつ干かん肌寒くなった季節に伴い、朝岡さんの衣服も長袖のブラウスに膝ひざ丈たけ程度のスカート、と一段と可愛かわいらしさを増している。休日の診療所は物静かで人ひと気けもなく、昼前にもかかわらずがらんとしている中……

　彼女に。今から、ナース服を、着て頂く。

　……なんという光栄！　あ、いや、あくまで文化祭のためですけど。

「今日はよろしくお願いします、高宮先生」

「こっちこそよろしくね、朝岡さん。っていうか休みの日に無理言ってごめん。でも文化祭の衣装だし、ミスコンの話もあるからまずは朝岡さんかな、って思って……それに、後で藤ふじ田たさんと松まつ野のも来る予定だから丁度いいかなって」

　偶然にも朝岡さんに声をかけた後、藤田さんからも文化祭のために診療所の見学をしたいと連絡が来た。という訳で業務の邪じや魔まにならない休診日の今日、松まつ野のと一緒に来ることになっている。朝あさ岡おかさんと予定を重ねた方が、クラスで使う衣装合わせもできて便利だと思うし。

　……でもまあ、せっかく先に来てもらったから、ミスコンはミスコンで……

「あの、高たか宮みや先生」

「あ、もう着替える？　少しゆっくりしてからでもいいかな、って思ったけど」

「いえ。着替えは、大丈夫なんですが……今日は藤ふじ田たさんも来られるんですよね？　でしたら皆さんが来る前に、一つお願いがありまして」

　うん？　と首を傾かしげると、朝岡さんは指先をもじもじさせて……

「ミスコンや文化祭に向けて、少しドキドキをもらえれば、と。私、今回は本当に、しっかり頑張ろうと思いますので」

「あ。……う、うん」

　朝岡さんのお願い──ドキドキをもらう、とは、ドキドキ体質克服法の一つだ。

　ドキドキチャージとでも名付けるべきその手法は、簡かん潔けつに言えば事前に沢たく山さんドキドキしておき、いざ体質が出そうになった際に昔のドキドキ体験を思い出すことで克服する斬ざん新しんな方法！

　……なのだが、本当に効果があるか実は不明だ。前回のプール旅行の時はなんだかんだで実践不足なところがあった……ので、改めて試してみるのも良いと思う。

「じゃあ朝岡さん。今日は朝岡さんの検査とドキドキと、両方兼ね備えた検査が一つあるんだ。それをやってみる？」

「え。そんなものがあるんですか？」

「まあ検査結果の方は、ドキドキ体質を調べる意味ではあまり参考にならないかもだけど……一度試してみたい検査でもあったし」

「分かりました。それでお願いします」

「うん。でも小さ枝え子こさん待たせてるし、先に着替えようか」

　検査も大事だがまずは衣装、と朝岡さんと一緒に患者さん休きゆう憩けい用の観察室に入る。ベッドの並ぶ室内で準備をしていた小枝子さんが俺おれに気づき、薄うすく微ほほ笑えんだ。その前のベッドにはナース服一式が並び、ふわぁ、と朝岡さんが感かん嘆たんの声をあげる。

「こんにちは、朝岡さん。……さ、どれにする？」

「こ、こんにちは。今日はお休みのところありがとうございます。……えと、では……」

　穏おだやかな挨あい拶さつをお互いに交かわした後、朝岡さんがベッドに近寄る。

　それを見て小枝子さんがにっこり微笑み、

「仁じん君？　仁君は紳士よね？」

「……どういう意味ですか……？」

　俺の質問に答えず小枝子さんがカーテンを閉じた。

　手近なベッドに腰かけて待つと、グリーン色のカーテンの向こうで影かげが揺れる。昼前の眩まぶしい日差しがその陰いん影えいを鮮明に捕らえ、朝あさ岡おかさんの影かげが、恥じらいの混じった動作で自みずからの衣服に手をかけ……

　紳士、の意味を悟って背を向けた。そういうのは、多分良くない……と壁かべを向くものの、カーテンの向こうから僅わずかに衣服の擦こすれる音が聞こえて逆に想像力を掻かき立てる。朝岡さんのナース服。背中の向こうで女の子が着替えている、という実に甘あま酸ずっぱい、背筋を這はうようなむずがゆさ……

「た、高たか宮みや先生……できました」

　朝岡さんの遠慮がちな声が聞こえて、若じやつ干かんの緊きん張ちようを覚えながら振り返る。

　──想像はしていたけれど。それでも、軽く息を飲んだ。

「高宮先生？　どう、ですか？」

　と上うわ目め遣づかいに聞いてくる朝岡さんは、いまや白衣の天使と呼ぶに相応ふさわしいお姿をされている。膝ひざ丈たけほどまである長めのスカートに清せい潔けつ感かん漂ただようナースシューズ、胸元は脇わきをファスナーで留めるタイプの白一色の上着。ナース服として特に風変わりという訳ではないのだが、穢けがれ一つない純白の衣服にミルクのような素肌と、それに絡む長い黒髪が鮮烈なコントラストとなって輝いている。普段から可愛かわいいお姿の朝岡さんが、そのような現実の天使になってしまうと……

「うぐ……い、や、その」

「あら仁じん君、朝岡さんがあんまりに可愛いから照れてるの？」

「～～っ！」

　火ほ照てった顔は、隠しきれなかったと思う。

　向かい合う朝岡さんも軽く頬ほおを染めて「えと、あの……」と慌てて、

「小さ枝え子こさん。ナースキャップは、無いんでしょうか？」

　そうか。看かん護ご服ふくと言えばナースキャップという時代もあった。が、

「ナースキャップは殆ほとんどの病院で廃止されてるのよ。帽子が院内感染を広める原因になる、って問題になってね。オペの時には使い捨ての帽子があるし……でも文化祭のコスチュームとしてなら、あった方が良い？　あ、他ほかの服も試してみようかしら。……仁君も、やっぱり他のナース服も見てみたいでしょう？」

　そう言われて断れるはずもなく素直に頷うなずくと、再び二人がカーテンの向こうに消えた。

　ふぅ、と一息ついて再び背を向ける。……でも正直なところ、朝岡さんはどんなナース服を着ても似合う気がして逆に悩ましい。そもそもファッションセンスが皆無な自分に、本当に朝岡さんの衣装が選べるのか……

　と悩んでいると、後ろから何やら声が。

「え……これ、ですか……？」

「ええ。どう？　朝岡さん」

「……で、でも……あの、これ」

「大丈夫。仁じん君、きっと喜んでくれるわよ？」

「……そう、ですか？　それなら……」

　ゴソゴソ、と再び衣類の擦こすれる音が続く。期待に胸ふくらませて待つと、暫しばらくして「ど、どうぞ」と弱々しい朝あさ岡おかさんの声が聞こえた。ではいざ、と振り返り、

「ぶふぉっ！」

　危うく天使に天国行きにされかけた。

「た、高たか宮みや先生!?　や、やっぱり変、ですか……？」

　朝岡さんの声は消え入りそうなほど小さく、その表情は熟うれたリンゴのように真っ赤っか。そんな彼女が身に纏まとったものは、簡かん潔けつに言うならワンピースタイプのナース服とナースキャップ。上下一体型のエプロンに近く……その……

　どういう訳か、朝岡さんの健康的な太ももが半分以上も見えている。というかスカート型になった下の方は、本来しっかり隠すべき所まで危うく見えそうなほど、チラリ、チラリと掠かすれるほどに際きわどい。際どすぎる短さだ。

　さらに特徴的なのは胸元についた長いジッパーだろう。今はきゅっと閉しめられているが、解禁すれば胸元の下辺りまで降ろせる大変危うい気配が漂ただよっており、さらに閉じたジッパーの締め付けがきついのか、朝岡さんの胸元がいつも以上に、むにっ、と強調されて前に押し出ている。全体的に色気があるというかセクシーというか……本来のナース服とは随ずい分ぶん意図が……

「……あの。小さ枝え子こさん……それ、普通のナース服じゃなくて、それ用の趣味の人のコスプレ、ですよね……？」

「あら、詳しいわね仁君」

「いや詳しくなくても普通におかしいって分かりますし！」

　そんな服で仕事されたら憤ふん死しします！　というか何着せてるんですか小枝子さん！

「朝岡さんも、そ、そそ、その服はちょっと恥ずかしいよね!?」

　いくら朝岡さんでも、こんな衣装を俺おれの前で披ひ露ろうするのは困るに決まって──

「そ、そう思いましたけど……でも、あのっ」

　もじもじ、と指先を弄いじる朝岡さん。焦あせる視線を上うわ目め遣づかい気味におそるおそる上げて、

「……い、いつもお世話になってますし……これなら高宮先生が喜ぶから、って」

「ぐはぁっ」

　そんな色気ある衣装を着た理由が、朝岡さんが頑張る理由が……

　俺が、喜ぶから！

　健けな気げな朝岡さんが愛らしくてどうしよう。駄目だ死ぬ。悶もだえ死ぬ。これが萌もえというやつか。いかん胸が苦しい。抑えがたい胸痛が。誰だれかニトログリセリンを俺の舌ぜつ下かに早く、でないと胸が……いやニトロの前に冷静さだ。確かに嬉しかったし白衣の天使は素敵だけど、朝岡さんにいつまでも、あ、あ、あのような破は廉れん恥ちな格好をさせるのは紳士としてけしからん！

「小さ枝え子こさん、うちの親おや父じみたいなことしないでください！　その服禁止です！」

「そう？　仁じん君、喜ぶと思ったのに……こういうの、嫌きらい？」

「そ、そ、それはっ」

　どっちかと言えば大変好きなのですけど、それを認めてしまっては……！

「でも文化祭なんだし、普通のナース服よりはコスプレ系の方がいいと思うのは本当よ？　あ、もちろんこの服は仁君専用だけど」

「専用!?」

「ほらほら。可愛かわいい朝あさ岡おかさん、主治医の仁君がしっかり診みてあげないと。……ね？」

　どこか艶つやっぽい声で囁ささやく小枝子さんが朝岡さんの肩を掴つかみ、ふりふりと身体からだを揺らす。ぷるんぷるんと揺れ動く朝岡さんの胸元とあまりに短すぎるスカート。照れながら俺おれを見つめる朝岡さん。……こ、このお姿の彼女を、みみみ、診る？

　……無理っ！　絶対無理！

「小枝子さんもう分かりました降参です、分かりましたから他ほかの服も試してもらえると！」

「あら、もういいの？　残念。じゃあ、コスプレ用だけど本命の……あら？　ごめん仁君。ちょっと忘れてきた服があるから取ってくるわね？　車で戻れば時間もかからないし、他の子も来るみたいだからまだ時間はあるわよね？」

　そう口にして小枝子さんが微ほほ笑えみ、鼻歌交じりに観察室を出て行ってしまった。というか、まだ衣装があるの？　ここに五着ぐらいあるけど……ま、まあ沢たく山さんあるに越したことはないけど、でも──

「あの、高たか宮みや先生」

「え？　あ、あうっ」

　朝岡さんに声をかけられ、眩まぶしい衣装を前に顔を逸そらす。が、視線を下に向けるだけで健康的な太ももが見えそうになり視線の置き場に困る。……いかん、慌てるな。落ち着け俺……！

「えと、何かな、朝岡さん」

「すいません。できれば藤ふじ田たさん達が来る前に……検査の方も……」

「え？　あ、そっか」

　確かに検査中の様子を二人に見られたら余計な心配をさせかねない。時間もそんなにかからない検査だし、小枝子さんが帰ってくるまでに終わらせた方が。

「分かった。じゃあ検査室で。小枝子さんや藤田さんが来る前にやろうか」

「はい。……でも、高宮先生。私、この服のままで大丈夫でしょうか」

「うぐっ」

　囁く朝岡さんの衣服は限りなく際きわどいラインを辿たどっている。ギリギリナースという新単語すらできてしまいそうなほどに──こ、これは確かに、

「えと、やっぱり恥ずかしいし、朝岡さんも着替えた方が良いよね!?」

　と当然のことを聞くと、朝あさ岡おかさんは少し迷って。

「あの……」

　と、ちょっと照れて。

「……高たか宮みや先生は、私服と、この服と、どっちがお好みですか？」

「はうっ」

　死んだ。

「先生!?」

　めまいを起こした俺おれに朝岡さんが駆け寄り、ナース服がお傍そばに迫って辛つらい。待ってください朝岡さん、その質問は禁断の二択と言いますか、もちろん朝岡さんは恥ずかしいから私服が良いと思うしそちらの方が健全だけど、でも、でも。

　俺の好みは？　と聞かれると。

　それは。

　そ、それはもう、なんていうか……

「……と、とりあえず検査しようか！」

　曖あい昧まいな返事で誤ご魔ま化かし、朝岡さんを連れて観察室を出る。診しん療りよう所じよは休日で親おや父じも外出しているため朝岡さんがどんな格好で院内を歩いても問題無い。逆に言えば、俺と朝岡さんの二人きりなプライベート空間……隣となりにちょっと……いや、とってもえっちなナース服の彼女を連れて歩く主治医……これ、結構アレな場面なんじゃ……？

　ドキドキ、と激はげしく高鳴る胸を抑えながら向かう先はもうお馴な染じみになった検査室だ。使い古された感のあるカーテンの隣には腹部エコーや心電計、呼吸器の検査器具と一式揃そろった雑多な装置が並び、奥には検査用の小さなベッドが置かれている。

　そのベッド前に朝岡さんを案内し、外から見えないようカーテンを閉じて、まずは説明。

「えと、今日は心電図の検査をしようと思う」

「心電図ですか？　でも、以前も心電図は取りましたよね？　……もう一度ですか？」

「まあ定期フォローも大事だけど、今回は負荷心電図を試してみようと思うんだ」

　負荷心電図検査とは──安静時は正常だが、運動中や仕事中などに胸痛などの症状を起こす人のための検査だ。運動による負荷で心臓の血流が増加した際、狭い血管があると血液が届かず苦しくなる。狭心症などの検査に使うものだ。

　もちろん〝負荷〟と名のつく通り、検査時は意図的に運動による負荷をかけ、その際の心電図を測定するという、場合によっては危険も伴う検査だ。が、もちろん年齢的に若い朝岡さんには不安も無い。

「で、この負荷心電図ってのは言葉通り、朝岡さんの心臓に負荷をかけてから心電図を取るんだけど……よいしょ、と」

　説明しながら、検査室脇わきより木箱の階段を取り出す。テトリスに例えると凸とつ字型のタイプになっている。

「今日やるのはマスター法っていうもので、要領は踏ふみ台昇降と同じなんだけど、機械の音声に合わせて階段を昇って、前に降りて、戻ってを繰くり返してほしいんだ。こんな感じでね」

　説明の後、一度実践してみせる。メトロノームのような規則正しい機械音に合わせて段差を昇り降り。こうして運動して心臓に負荷をかけた後に心電図検査をする。

「じゃあ、やってみようか朝あさ岡おかさん。あ、緊きん張ちようしなくて大丈夫だから」

「は、はい」

　返事が若じやつ干かん上ずる朝岡さんを台の前に立たせ、機械音声をスタートさせる。音に合わせて朝岡さんが階段へと足を伸ばして一段、二段。昇って、前方に降りて。振り向いて、また昇って降りる。その単調な動作の繰り返し……

「……ぅ」

　ピッ、ピッ、ポーン。

　継続的に響ひびく機械音と、朝岡さんの階段を踏む足音。淡々と続く踏み台昇降の繰り返し。その様子を見ながら……

「……こ、これは……！」

　どうしよう。つい、視線を逸そらしたくなる。

　……本当は、負荷をかけてドキドキさせた後の検査、という意味合いと……あと単に心電図では前回と同じで芸が無いし、というオマケ程度のつもりだったが……

　無意識のうちにナース服コスプレを選択したことが、悲ひ劇げきを生んだ。

　思わず目を覆おおいたくなるその前で、朝岡さんが先ほどのナース服のまま階段を上下している。一歩足を上げる度たびに元より危ういスカートがさらにめくれ、その……僅わずかながらに、着込んだナース服と同じ純白のアレがちらちらと視界を過よぎる。その圧倒的チラリズム感！

　見ては駄目だと視線を上げれば、今度は階段を昇り降りする度にぷるぷると揺れる朝岡さんの胸元が迫る。ジッパーにきつく閉じられた衣服が彼女の、決して大きくも小さくもないなだらかなそれを圧迫して……今さらながらこのナース服がそういう類たぐいの服だと思い知らされる。どうしよう。これは……け、検査とはいえ、直視して良いのか。でもマスター法の踏み台昇降は転倒の危険もあり、患者さんの状態には常に気を配りなさいって検査の徳とく田ださんが言ってたような……
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　ごくり、と唾つばを飲み込む前で続く、コトッ、コトッ、と響ひびく足音。繰り返すことで段々息があがり始める朝岡さん。額ひたいに浮かぶ汗に、彼女の身体からだが続ける規則的な上下運動。朝岡さんは真ま面じ目めな顔で一いつ生しよう懸けん命めい繰り返し、その度に身体がぽよんぽよんと上下する様子が何というか、その。大変艶なまめかしいと言いますか、上下運動という行為自体が怪しいと言いますか……！

　響く足音が俺おれのドキドキと重なり、次第に心臓の拍動音と区別がつかなくなる。どうしよう。朝岡さんが、朝岡さんが……と焦あせり出す俺の目の前で、彼女の汗が頬ほおを伝い、ナース服に滴しずくとなって伝っていく。水滴が生地に広がり、じんわりと彼女の肌を……あ、あううっ、も、もう──

「……あの、高たか宮みや先生。これは、いつ頃ごろまで、続ければ、良いのでしょうか」

　朝あさ岡おかさんが息をつきながら尋たずね……って、し、しまった。

「あ、ご、ごめん朝岡さん、時間過ぎてた！　もう大丈夫だよ！」

　慌てて朝岡さんを階段から降ろしてベッドへと案内する。息が荒い彼女を横たわらせつつ、これは検査、と頭を振る。嘘うそとはいえ検査に手抜きは厳げん禁きん、真ま面じ目めにしなければ！

「じゃあ朝岡さん、この状態で心電図を取るからね」

「は、はい。ん……こ、これでよろしいでしょうか、高宮先生」

　ゆっくり横になる朝岡さん。それで大丈夫、と応こたえつつまずはバンドを手と足に巻き、慌てて心電図用の吸きゆう盤ばんを手に取り朝岡さんに近づいて……

「……っ！」

　己おのれの犯した致命的失敗──その結果を突きつけられた。

　ベッド上で汗を流し、横たわる朝岡さんの姿は相変わらず麗うるわしい。丈がギリギリなスカートも、汗で貼はりつき若じやつ干かん透けかけたナース服にも凄すさまじい危うさを覚えるが、真の問題は……

　朝岡さんのナース服が、ワンピース型という事だ。

　心電図の電極は、大体胸の下辺りに付ける。前回はお恥ずかしながら上着をまくり、彼女のお腹なかにぺたりと付けた訳だが……

　今回はその上着と、スカートが一体型なので。

　方法が。

　スカートから丸々めくり上げて、真っ白なパンツを全開露あらわなまま電極を付けるか。

　上着のジッパーを胸元辺りまで開いて、ブラジャーの上から手を滑すべり込ませて付けるか。

　この、二択！

　……こ、これは……！

「先生？」

「う、え、うぐっ……」

　こ、ここ、これは流石さすがに駄目だ。改めて着替えてもらう──でもマスター法は運動後の波形を測定しないといけない。負荷がかかっている状態での検査なのだ。迷ってる間にも時間が……う、うおおっ！

「あ、朝あさ岡おかさん。その……」

「はい」

「……電極を、付けて、今から取りたいんだけど……」

　震える声で朝岡さんに告げると、彼女も意図を理解したんだろう。自分の服を見下ろし、ぽっ、と火が点ついたかのように頬ほおが熱を持つ。伝う汗は運動のせいなのか、緊きん張ちようが理由なのかも分からない中、朝岡さんはその柔らかな唇を開いて、

「高たか宮みや先生」

「あ、いやごめん、やっぱ止やめよう、か？」

　さすがにこれは。というか本当に必要な検査でもないし、やり直しを──

「いえ。せっかく、お忙しい中で検査をしてもらってるんですし……それに……」

　朝岡さんが、その口から小さく、呟つぶやくように。

「今度の文化祭、が、頑張りたいので……」

「あ……」

「少しでもできる事は、しておきたい、です。……ドキドキ、できますから」

　その意気込みに、思わずはっとさせられる。

　恥ずかしいのは朝岡さんも承知のうえ。それでもお願いしてくるのは、元々文化祭に向けての下準備、ひいては体質の克服という目的があって……そのために。この程度の事など構かまわないという覚悟のうえ！

　それを前にして俺が、煩ぼん悩のうやらエロい事で動揺してるのは……逆に失礼なのか？

　改めて朝岡さんの身体からだを見下ろす。ふるふると震える指先と、それでも向けられる信頼の眼まな差ざし。その眩まぶしさにドキリと胸を貫つらぬかれる感触を覚え、唾つばを飲み……

　決めた。これは検査！　これは治ち療りよう！

　俺おれだって恋心禁止という誓いを立てたばかりだ。それならこの程度の困こん難なん、朝あさ岡おかさんの恥ずかしさに比べれば大したことない。むしろ積極的に頑張らないと！　そう、これはもはや俺の使命！

　……と意気込んでも、結局脱がすんですが！

　気合いは込めてもやっぱり恥ずかしい。朝岡さんも自覚があるらしく、

「で、でも……あんまり、見ないで頂けると……！」

　そう呟つぶやいて……俯うつむきがちに、横を向くのであった。

　若じやつ干かん上を向いて、好きにしてください、とばかりに身体からだを差し出す朝岡さんの姿はもう色々と覚悟を決めてるようにしか見えない。その意気込みをふいにする方が失礼なのは分かるし、彼女にはドキドキが必要だ。でも……

　上か。

　下か。

　……さすがに、下から潜もぐり込ませるのは変態すぎる。なら……！

　唾つばを飲んで迷った末に、上着のジッパーに手をかける。最低限の、何とか電極を貼はれそうな程度にまで下げた後、失礼して上着の合間から手を滑すべり込ませた。指先が温かいぬくもりの中を通り抜け、推測で彼女の肋ろつ骨こつ辺りを捉とらえたと思った途と端たん、

「ひゃぁん！」

「あ、えと」

「ご、ごめんなさい、大丈夫です！　頑張ります！」

　いやこれ以上何を頑張るんですか朝岡さん!?

　っていかん、落ち着け。冷静に……！

　なんて幾ら念じても気持ちは焦あせり、指先がブラジャーを僅わずかにかする。朝岡さんが小さく呻うめく度たびに心臓が抑えられないほど拍動を繰くり返す。ごめんなさい朝岡さん、もう少し考えてやれば良かった、ここまでドキドキする予定では──そんな申し訳なさすら感じる中、指先の感覚だけで彼女の身体に吸きゆう盤ばんを貼り付けていく。

「……はうぅ……」

　耐たえがたいほどの沈ちん黙もくと、心電計の計測音だけが流れていく。どうしよう、一番大きいのは俺のドキドキする心音ではないだろうか。聞こえたらどうしよう、なんて考えながら黙々と、ただ二人で見つめ合い、身体をまさぐっていく──




　　　　＊




「お待たせ、仁じん君。朝岡さん。……あら？　二人とも顔が真っ赤だけど、どうかしたの？」

「いえ、何でも！　ね、朝岡さん？」

「は、はい！　何でもありませんでした！」

　もはやこれ以上このギリギリナース服は危険だと慌てて着替えてもらい、小さ枝え子こさんが戻ってきた時には何事も無かったかのように振る舞まう。ほぼ同時刻に診しん療りよう所じよの裏口が開き、やほー、と顔を覗のぞかせたのは松まつ野の、続いて藤ふじ田たさんだ。

　例のプール以降では私服で会うのも初めてで、二人とも揃そろって学校にいる時よりラフな印象を受けた。松野は長なが袖そでのＴシャツにジーパンといかにもスポーティな私服で、藤ふじ田たさんも真ま面じ目めそうな長袖のブラウスだ。

　その制服以外の姿を新鮮に眺めていると、松野が、

「仁じん、熱でもあるの？　なんか顔赤いけど」

「うぐっ……だ、大丈夫、今日ちょっと暑くて」

「そう？　ふ～ん？」

　猫っぽく口元を歪ゆがめる松野から顔を逸そらすその隣となりで、藤田さんが小枝子さんに頭を下げる。今日はナース服の試着と同時に院内見学も兼ねており、休日のところ申し訳ないが小枝子さんには案内もしてもらうことにしたのだ。

「じゃあ、案内は高たか宮みや君と……永なが井いさん、でよろしいですか？」

「小枝子さんでいいわよ。仁君にもそう呼ばれてるし。じゃあ早さつ速そく、見てみましょうか」

　そう伝えて小枝子さんと俺おれを先頭に、高宮診療所を簡単に紹介する。

　高宮診療所は二階建ての建物だが、診察業務に使うのは一階部分のみだ。入口の自動ドアをくぐって右手に受付カウンターがあり、その脇わきに四角い窓枠から患者さんへ薬を手渡しする薬局コーナーが続いている。職員用の頑丈な鉄製ドアをくぐれば直通で薬局に繋つながり、その棚には錠剤型の薬やカプセル型の薬が所狭しと並べられている。

「大分前からのことだけど、いまの病院は医薬分業って言って、病院と薬局が分かれてることが多いの。だから病院内で薬を出すケースは減ってきてるんだけど……この辺は薬局も無いから、高宮先生がわざわざ遠出しなくても良いように、って揃えてるのよ。コストが結構かかるんだけどね」

　そう話しながら薬局を抜ければ、高宮診療所にある二つの診察室へと続く。ドクター用の革張りの椅い子すに簡素な机が添えられ、無骨なシャウカステンや聴診器がぶら下がり、ぱっと見は雑な印象だ。机の反対側にはシーツを敷いた簡易ベッドがあり、普段はそこに患者さんを寝かせて診察や処置をする。

「……診察室って、後ろ側が開いてるんですね」

「看かん護ご師しさんが出入りしたり、他ほかと繋がってると便利だからね。あと」

　と小枝子さんが、くすりと笑い、

「いつでも逃げられるように、後ろは空けておかないと」

「へ？」

　それは、まあ……たまに、怖い患者さんもいることはいる。冗談抜きで……

　返答に困る俺おれの前で小さ枝え子こさんが診察室のドアを開き、ソファーが並ぶ待合室、そして検査室、レントゲン撮さつ影えい室と順次部屋を巡っていく。最後に二階へ上がり病室へ入れば、四点柵さくが刺されたままのベッドがぽつんと置かれ、幽ゆう霊れいでも出そうな雰囲気が漂ただよっていた。

　……ちなみにこの病室は天候不良等の理由で他院へ移送できない場合の非常用であり、高たか宮みや診しん療りよう所じよは元々入院を受け付けていない。正確には病室でなく空き部屋だ。まあ色々問題があるんだが、万が一にも対応できなければ稲いな子こ村の人々が困るんだろう、と俺は思っている。

「うーん……やっぱり、病院の様子を直接レイアウトとして持ってくるのは難むずかしいわね……」

　一通り見学が終わり、藤ふじ田たさんが唸うなる。仰おつしやる通り、病院の内装をそのまま再現しても面おも白しろくない。そこは俺も悩んでるんだが、まずは……

「でもナース服のコスプレは悪くないわよ？　藤田さんも松まつ野のさんも、先に着てみる？」

　小枝子さんに誘われて二人を案内し、さらに先ほど持ってきたナース服も加えて朝あさ岡おかさんも一緒に観察室へと戻ることにした。仁じん君は外で待っててね？　と追い出されて再び廊下で待つ。

　……期待が無かった、と言えば嘘うそになるけれど。

　五分ほど経たって室内に入ると、色とりどりな服に着替えた女性方が待っていらっしゃった。

「おおー……！」

　装よそおい新たに、朝岡さんと藤田さんが微ほほ笑えんでいる。

　今日になって三度目の衣装チェンジをした朝岡さんだが、今度はごく一般的なコスプレ風ナース服だ。白地の半はん袖そでに膝ひざ丈たけほどのスカート、ボタンで留められた胸元には赤い十字マークがデザインされている。頭には飾り物のナースキャップを載のせたいわゆる『一般人が思い浮かべそうな』ナース姿と言って良い。無ぶ難なんで、文化祭の衣装には申し分ないと思う。

「……朝岡さん、よく似合う」

　ありがとうございます、と少し照れる朝岡さん。続いて隣となりの藤田さんだが──

「どう？　高宮君。朝岡さんとは違うけど……」

　と尋たずねるその最大の特徴は、やはり羽は織おった白衣だろう。膝元辺りまですらりと伸び、風にはためく白衣はまさに一般的な医師の風格だ。白衣の内側はブルーのシャツにズボンを穿はいたオペ着風で、藤田さんの普段から見せる真ま面じ目めな表情と眼鏡めがねが物もの凄すごくマッチしている。いわゆる知的な女医さんスタイルだろう。

「……藤田さん、本物の医者みたいですね」

　と言われて藤田さんも悪い気はしないらしく、ちょっと照れたように頬ほおを掻かき、

「後で診察ごっこしてみてもいい？　あ、もちろん、文化祭のネタ探しで……」

　なんて珍しく藤田さんが呟つぶやいたのが可愛かわいらしい。

　……で、松まつ野のは？

　最後の一人を探すと、カーテンの向こうで二人分の人ひと影かげが揺れた。あの中か、と納得したところでカーテンが開き、
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「ふおおっ！」

　飛んだ。いろんな意味で。

　全身を火ほ照てらせ俺おれを睨にらんでくる松まつ野のは、朝あさ岡おかさんと同じくナース服……確かに胸元は朝岡さんと同じ赤の十字マークが縫ぬわれ、小さなボタンで留められているのだが……

　妙に上着の丈が短い、と言いますか。俗に言うヘソ出しスタイルというか、彼女のウェストラインが綺き麗れいに出ている。そしてさらに危ないのが彼女の胸元だ。松野の胸が大きいせいか衣装の問題かは分からないが……胸元がぱっつんぱっつん、赤い十字マークをぐっと押し出して主張するプリンのような胸！　い、いや、松野が胸大きいのは知ってるけど、一段と強調する衣装とのコラボレーションが抜群というか……一応ナース服だけど、これまた……

「つーか松野、お前そんな衣装が好きなのか……？」

「違うわよ！　小さ枝え子こさんが、これ一度でいいから、一度でいいから着てって！」

「だって、あんまりにもいい物を持ってるから……素材は活いかさないと、って思って」

　やばい。小枝子さんがやばい。朝岡さんの時からおかしいと思ったが今はっきり分かった。彼女はコスプレさせたいのだ。妙に服の種類も多いと思っていたがきっと趣味だ。というか小枝子さんだって松野に負けず大きいのだから、あれを着たら大人の、

「がふっ」

「高たか宮みやさん？」

「な、何でも……大丈夫です……」

　いかん朝あさ岡おかさんの前で不ふ埒らちな想像は御ご法はつ度と、と小さ枝え子こさんと松まつ野のをカーテンの向こうに押し返す。真ま面じ目めなものにしてください！　とお願いする隣となりで藤ふじ田たさんが自分の胸元を見下ろし、

「……私には縁えんが無い衣装ね」

　何がどういう意味で縁が無いのか、と思う横から今度は朝岡さんが、

「あの、藤田さん。こ、これを付けてみてください！」

　と差し出してきたのは小枝子さんがベッド脇わきに置いていた聴診器だ。ナース服と女医さんで揃そろえているせいかテンションが高い。でも俺おれとしても朝岡さんが楽しげなら幸せ！　そして本日限定、高宮診しん療りよう所じよの新人研修医・藤田雪ゆきが朝岡看かん護ご師しに聴診器を手渡され、照れながら耳にそっと装着して先せん端たんのチェストピースを握りしめる。遠慮がちに俺を見て、

「高宮君。試してみていい？」

「どうぞどうぞ。聴診器も一度は聞いてみないとね」

「えと、じゃあ…………脱いで？」

「う……は、はい」

　女子にそんな事を言われたのは初めてなんですけど……

　何とも表現しがたい心ここ地ちのままベッドに座って上着に手をかけ、そっとまくりつつ。

「だいたい剣状突起……この真ん中の骨が途切れてる所の下に当てると聞こえると思う」

　藤田さんが頷うなずいて屈かがみ、覗のぞき込みつつ手を伸ばす。ぺたり、と肌に冷たい感触が当たり、藤田さんの目が小さく見開かれ、

「……聞こえる。わぁ……」

　と、楽しげに呟つぶやき若じやつ干かん上うわ目め遣づかいに見つめてくる藤田さん。

　……うぐっ、とその姿勢に固まる。

　姿勢的な都合で、股またを開いたズボンの合間に彼女が屈んでいるように見え、その前で上着をまくり肌を晒さらす俺……というか藤田さん、別に聴診器って屈み込んで当てる必要は無いです。あと女医さんスタイルの同級生に自分の胸元を触れられ、さらに下から見上げられるこの状況は……逆に何というか、

「わ、私も聞いてみていいですか？」

　朝岡さんが横から出てきて藤田さんと代わり、同じくぺたりと当てて、

「あ……私も、聞こえます。高宮さんの心臓の音。どくん、どくん、って脈打ってる……」

　いかん。朝岡さんの声にも不思議な色香が……う、うおおっ。

「あれ？　高宮さん、なんだか心臓の音が早く……」

　い、いや、これはそのっ、

「朝岡さん。それは心の病気だと思うわ」

「え？　高たか宮みやさんが心臓の病気？」

「ええ。きっと恋の病っていう難なん病びようなの」

「ぶほぁっ！」

　なななななな何言ってるんですか藤ふじ田たさん！　いや確かにその病にはかかってますけど、そ、それを本人の前で暴ばく露ろされてしまうと病状が悪化してしまうんですけど!?

「恋の、病？　……た、高宮さん……もしかして、好きな人がいるんですか？」

　って、朝あさ岡おかさんも不安げに尋たずねてくるし！

　いやごめん、さすがに相手が貴女あなたですなんて言う勇気は俺おれには無くてですね！

「高宮さんの、好きな人……あ、あれ？　高宮さん、また心臓が早く……」

「お、終わりにしよう！　ね？　俺もずっと肌見せてるの恥ずかしいし！」

　朝岡さんの手を掴つかんでそっと離し、一息つく目の前で藤田さんが「遠慮しなくていいのに」とこっそり口にする。つーか藤田さん絶対わざとやってるだろ！

「高宮さんの、好きな、人……だ、誰だれかいらっしゃるんでしょうか」

「いや朝岡さん、今のは藤田さんの冗談だから。ね？　ね？」

「そうなんですか？　でも……」

　さらにしゅんと考え込んでしまう彼女。って、なんか微妙に焦あせってません!?

　今のはただの冗談でして、決して深い意味は無くて……

　と思うのに、朝岡さんは何やら考え込んでしまう。そして、

「やっぱり私……もっと頑張らないと」

「頑張るって何を!?」

「み、ミスコンを、もっと」

　何な故ぜそんな話に！　というかこれ以上何を頑張るの──

　と焦る俺の傍そばで藤田さんが、ふむ、と頷うなずき、

「でも、考えてみたら恋の病って……悪くないアイディアかもね」

「いや問題ありますって藤田さん！　つーか俺は恋の病なんて」

「あ、ごめん高宮君。そうじゃなくて、真ま面じ目めな文化祭の話。……病院をモチーフにして、恋の病をテーマにしたらどうかな、と思ったの」

「え……」

　テーマ？

　聞き返す俺の前で、眼鏡めがねを真面目に押し上げる藤田さん。

「あのね、高宮君。……普通に病院として構かまえるよりは、恋みたいに分かりやすいテーマを前面に出しつつレイアウトを作った方が取っつきやすくなるかも、って思ったの。文化祭のテーマも恋だから、デザインも可愛かわいいハートマークとか、キューピッドの矢を注射針に見立てたりして恋愛カラーを出して……それなら、みんなにも受けがいいかなって」

　女医姿の藤ふじ田たさんの瞳ひとみに、理知的な色が宿る。

　……なるほど。恋の病の専門病院、というコンセプトかな？

「カップルの方を割引にして、あとレイアウトも白とピンクカラーで可愛かわいくして、デフォルメした注射針と白衣の天使の可愛いイラストとか……そういうのを作れば、来てくれた人に見た目で楽しんでもらえると思うんだけど、どう？」

「なるほど……」

　意外と真ま面じ目めな案に頷うなずく。確かにリアルな病院よりは喜ばれそうだ。──あなたの抱えた恋の病、彼女と一緒に喫茶店で治しませんか？　恋によく効きく薬を是非……なんて感じで。

　つーか、俺おれが欲しいですその薬……

「悪くないと思います。とても、素敵だと思います！」

　朝あさ岡おかさんもうんうん頷く。

「高たか宮みや君はどう？」

「え？　あ、うん、いいと思う」

「じゃあ、明日クラスで提案してみるわね。……上う手まくいくといいんだけど。朝岡さんも、明日からよろしくね」

「はい。私も頑張ります！」

「後は教室のレイアウトを考えるついでに何か使えるものが無いか探してみてもいい？　せっかく診しん療りよう所じよまで来たんだし、病院で使う注射針とかも見てみたいの」

「うん。俺も何か使えそうなもの提案してみる。小物なら少し教室に持ってってもいいからさ」

　注射針程度の消耗品なら多少持ち出しても大丈夫なはずだ。他ほかにも点滴棒にステンレスワゴン、救急カートと病院の備品は沢たく山さんある──

　よし、と拳こぶしを握った時、後ろからカーテンの開く音がした。

　ふり返ると、松まつ野のはさっき朝岡さんが着ていたギリギリナース服になっていた。小さ枝え子こさんは松野が気に入ったのかニコニコしており、当の松野はと言うとほっぺを膨ふくらませて俺を睨にらみ、

「あ、あんまり見ないでーっ！」

　と、顔を真っ赤にさせながら叫ぶのだった……







　そんな感じでコンセプトも決まれば話はトントン進む。

「高宮さん。注射針が沢山ありますけど、どう違うんですか？」

「裏に『20Ｇ』とか『22Ｇ』って書いてあるでしょ？　それで針の太さが違うんだ。ちなみに数字の小さい方が、針が太くなるんだよ」

「……高宮君。それ、太い針の方がやっぱり痛い？」

「うん。だから必要なければ細い針で注射するんだけど、細いと困る事もあるから使い分けてるんだ。痛くないに越したことはないし……」

「ねえ仁じん、このオロナミンＣみたいな薬なに？　美お味いしい？」

「松まつ野の、お前だけ何で全然違う所を見てるんだ……つーかそれクソ不ま味ずいし下剤作用あるぞ？」

　下剤、と言われて松野がじ～っと何か考え込む。その間に藤ふじ田たさんと朝岡さんがアイディアを閃ひらめかせ、使用済みの薬瓶びんを洗ってテーブルの小物として飾るだの、メニュー表をカルテ風にしてみるだの、とメモを積み上げていく。薬瓶なんかは開封後すぐ捨ててしまうので、こっそり取っておいて水洗いすればいい。後は学校に戻ってクラスメイトに実際見てもらい、飾り付けをどうするかの話し合いだ。

「高たか宮みやさん。今日はありがとうございました、色々と」

「……小さ枝え子こさんも、今日はお世話になりました。ありがとうございます」

「また明日ね、仁」

　そうして三人揃そろって見学を終え、裏口から診しん療りよう所じよを後にした。その姿を見送り一息ついてドアを閉じ、今日のメインイベントは終了。とりあえず俺おれも一休みして、あとは小枝子さんのナース服の片付けを手伝わないと──

　なんて思っていると。

　トントン、とドアから音がしてふり返る。裏口が開き、顔を覗のぞかせたのは藤田さんだった。……忘れ物？

「ごめん、高宮君。忘れてたんだけど……さっき見せてもらった衣装、ナース喫茶以外でも使って良いかどうか、小枝子さんにお願いしてもいい？」

「え？　あ、いいけど……何かに使うの？」

「ほら。クラスの演奏会、あるでしょ？」

　演奏会、と言われて一いつ瞬しゆん考える。……思い出した。クラスの出し物は二つあり、メインがナース喫茶、もう一つが少人数による体育館での演奏会だったはず。

「あっちの演奏会でも衣装で迷ってて、せっかくなら自分達のクラスで使う白衣でも悪くないかな、って話があったの。だから当日、そっちでも衣装を借りるかもしれないんだけど……」

「ええ、もちろん」

　全然構かまいませんよと告げると、藤田さんはありがとう、と小声で返す。

「高宮君も楽しみよね、演奏会」

「え？　あ……えと。ごめん、俺そっちの方は誰だれが出るか知らなくて……」

　演奏会はナース喫茶と独立して練習が進んでいるため、実は誰が出るかもよく知らない。確か藤田さんが個人的に演奏できる人を探してたはず──

「え、知らないの？　高宮君。演奏会」

「ええ。すいません、そっちは全然」

「朝あさ岡おかさんも出る予定だけど……」

「はい？」

　朝岡さんが、演奏会？

　……それ、初耳なんだけど……？

　戸と惑まどう俺おれの前で、てっきり俺が知ってたものと勘かん違ちがいしてたらしい藤ふじ田たさんが困惑気味に、

「朝岡さん、前にピアノ習ってたそうだから私できますって」

「自分から？」

「うん。舞ぶ台たいの上で度胸を付けたい、って。まだ正式決定じゃないんだけどね」

「あー……」

「私もちょっと、大丈夫かな、とは思ったんだけど……」

　藤田さんが心配げな顔をするが……そうか。朝岡さんはミスコンに留とどまらず、密ひそかに演奏会まで手を伸ばしていたのだ。そういえば今日の検査も随ずい分ぶん気合い入っているな、とは思っていたけど……対演奏会用のドキドキも兼ねていたんだろう、多分。

　あれ？　でもそうすると、

「じゃあ朝岡さん、ナース喫茶の方は出ないんですか？」

「掛け持ちするって言ってたわよ？　みんなから喫茶店の看板娘頼まれて、午前中は入口に立って頑張るって」

「マジで!?」

　看板娘までやるの!?

「私は、それだと朝岡さんが文化祭で大変すぎるから、どれか断った方がいいって言ったんだけど……朝岡さんが頑張る、って言って」

　確かに朝岡さんは今回の文化祭、猛烈に気合いを入れている。

　でも流石さすがに多すぎない……？

　それに、あまりイベントに参加しすぎると、一緒に文化祭を回る時間が少なくなる。それだと肝心のドキドキ体質対策もできなくなってしまうし……

「ねえ高たか宮みや君。朝岡さん、イベント重なっちゃうけど大丈夫なの？」

　言葉に詰まる俺の前で、気づけば藤田さんが不安げに眉まゆを寄せている。

「私、てっきり高宮君と相談して決めたなら大丈夫かな、って思ってたんだけど……ほら、朝岡さん、前に言ってたけど緊きん張ちようするとくしゃみが出ちゃうんでしょう？　なのに、沢たく山さん舞台に上がって大丈夫かな、って気にはなってたのよ」

「う……」

「頑張って度胸をつけるって言ってたから、緊張しないようにする練習を高宮君としてるのかな、って思ってたけど。違うの？」

　違わない。体質改善という目的は俺にも分かる。が、演奏会の話は聞いてないし、幾いくらなんでもアグレッシブすぎる気がする。俺おれならそこまで無理はさせない──

　というのを朝あさ岡おかさんも分かって、相談してこなかった、とか……？

　駄目だ、朝岡さんの真意がいまいち分からない。

「ねえ高たか宮みや君。……その辺、さりげなく朝岡さんに聞いてもらってもいい？」

「う、うん、分かった。教えてくれて助かった、藤ふじ田たさん」

「ううん。こっちこそ。……いつも朝岡さんのこと、気き遣づかってくれてありがとうね」

　委員長らしい台詞せりふを残して藤田さんが小さく笑い、最後にオマケで、

「ところで高宮君。文化祭、告白するの？　まっつーから聞いたけど」

「しませんってば！」




　　　　＊




　──という話を藤田さんとしたのだが、朝岡さん本人にその事を直接問いただすのも躊躇ためらわれる。主治医とはいえ俺は朝岡さんの親じゃない。朝岡さんから切り出してこない話を、勝手に知ってる俺から切り出すのも……まあ演奏会の方もまだ正式決定ではないらしいし……

　なんて考えてる間にも月日は進み、ようやく話題に上ったのは文化祭二日前の事だった。

「高宮先生。……えっと、私、実は演奏会にも出ることになりまして」

「あ……う、うん」

　知ってました、とも、知りませんでしたとも言えず曖あい昧まいに口ごもってしまう。

　その微妙な空気を察してか、朝岡さんもちょっと顔を俯うつむけながら……

「私、文化祭でもっと頑張らないと、と思いまして。それで演奏会にも挑戦してみようかな、と……すいません、私も迷ってしまって、高宮先生になかなか相談できなくて」

「う、うん。それはいいけど……でも喫茶店も出るんだよね？　無理してない？」

「大丈夫です。私、頑張りますから」

　ぐっ、と拳こぶしを握る朝岡さんは予想以上に頑かたくなだ。まあ俺としても積極的に体質改善を目指すのは良い事だと思うけど、ちょっと心配……

「ごめんなさい。勝手に決めてしまって」

「あ、いや。ただちょっと気になって」

「すいません。でも大丈夫ですので」

　そうは言うけど、そこまで焦あせらなくとも。

　……それとも、

「何か理由があるの？」

　勢いで尋たずねた直後、朝岡さんが気まずそうな顔をしたのを見た。

　それは、ほんの一いつ瞬しゆん。けど確かに感じた、嘘うその苦にが手てな朝岡さんの……

　初めて見せた、隠し事の気配だ。

「ちょっと、頑張らないといけないな、って──」

「朝あさ岡おかさーん。演奏会の練習始めるってー」

　朝岡さんの名前が教室の端はしから呼ばれ、彼女は俺おれに「すいません」と頭を下げてから去っていく。長い髪を揺らして教室を後にする姿はいつも通りの彼女で、緊きん張ちようした様子は特に無い。見る限り、大丈夫そうにも思える。

　……まあ朝岡さんだって立派な高校生。一人で考えて行動もする。

　俺にも迷惑をあまりかけたくないと言っていたし、一人立ちして頑張ろう、と思ってるのかもしれない。

　……でも。相談が無いのは、主治医としてちょっと寂しい気も……

　小さく溜ため息いきをつきつつ窓からグラウンドを見下ろすと、文化祭の準備が着々と整えられている。本番は翌々日だが、先生の計らいにより今日と明日は半日授業だ。グラウンドの外周では文化祭用のアーチが立ち始め、廊下は他ほかのクラスの生徒がごった煮のように混じっててんやわんや。秋の昼下がりとは思えない熱気が学校中に漂ただよっているのが窺うかがえる。

　それは、もちろん俺達の教室も同じだ。点滴棒を飾り付け、メニュー表をカルテ仕様に変更し、教室の脇わきでは俺が持って来た例のナース服やら白衣を着たクラスメイト達が和わ気き藹あい々あいと準備を進めている。藤ふじ田たさんの出した恋の病院案は好評でコンセプト通りに進み、俺の前では白衣を着た山やま一いちの奴やつが「うおー、かっけぇー！　つーか高たか宮みやお前毎日これ着てるわけ!?」とハイテンションで無駄に回転していた。ナース服の方も好評で、明後日あさつてに向けて着替えた女子達が「うわ可愛かわいい！」と声をあげている。俺としても準備のし甲が斐いがあって実に嬉うれしい。

　……っと、あんまりサボる訳にもいかん。俺も手伝おうと思って教室内を見渡し──

「ねえ高宮君。朝岡さん知らない？」

「え？」

　ひょっこりと顔を覗のぞかせたのは藤田さんだ。随ずい分ぶんと気に入ったのか、本番前なのに制服の上から白衣を羽は織おったまま教室を見渡して、

「ちょっと看板役のことで相談したかったんだけど……」

「あ、さっき音楽室に行きましたよ。演奏会の練習で。……用事なら呼んできましょうか？」

「うん。お願いしていい？　練習の邪じや魔まにならなかったら、でいいから」

　了解、と藤田さんに応こたえて音楽室に向かう。文化祭の準備に右往左往する生徒達の合間を抜けて階段を上る。三階の一番端はしに位置する重厚感あるドアの向こうが音楽室だ。

　……朝岡さん、頑張ってるのかなと思いつつ、開きっぱなしのドアから顔を覗かせ、

「朝岡さ」

　と声をかけ……

　──つい反射的に、頭を引っ込めてしまった。

　まだ練習が始まる前なのか、階段状になった床に腰掛けた男子がギターを弄いじっている。隣となりの男子と談笑しながらあくびをかみ殺す、何とものんびりした室内の奥に、朝あさ岡おかさんの姿が見えた。キーボード代わりのピアノに手をかけ、指で優しくタッチしながら……

　別の男子と、楽しげに談笑していた。

　朝岡さんの方が音楽の心得があるのか、楽譜を開いてクラスの男子に丁てい寧ねいに教えている。その男子が朝岡さんを時折見つつ、顔を若じやつ干かん赤くしているように見えるのは気のせいだろうか。

　朝岡さんが小さく笑い、また丁寧に指先で鍵けん盤ばんを押す。乱れのないメロディラインが室内に響ひびき、その指先がかろやかに動いていく……

　……ま、まあそりゃあ。練習だから当然と言えば当然だ。

　俺おれが演奏会のことを知る前から、朝岡さんは練習に励んでる訳だし。クラスメイトの演奏会仲間なら、知らないところでメンバー同士仲良くしてるのも当たり前。別に俺が知らなかったからってどうという訳でもない。これは演奏会の練習だ。

　……けど。

　何だか胸の内がもやもやと……

「高たか宮みやさん？　……どうかしたんですか？」

　不意に朝岡さんに気づかれた。隣の男子から視線を逸そらし、俺がいると気づくとピアノ前からこちらに向かってくる。えっと、その。

「朝岡さん。藤ふじ田たさんがちょっと呼んでて。練習、まだ時間ある？」

「はい。少しなら」

「じゃあ一度教室にお願い」

　朝岡さんに声をかけ、急いで階段を降りていくその背中を見送り、一息つく。

　そんな俺の耳元に音楽室から、

「朝岡さん、本当によく頑張るよね文化祭。なんか嬉うれしい」

「うん。助かるよ本当。教え方も丁寧だし……」

　なんていう、至し極ごく真ま面じ目めな声が聞こえてきた。

　……その言葉通り、朝岡さんは真面目に頑張っているだけだ。ドキドキ体質改善を目指して。そのために演奏会にも顔を出してるし、ミスコンも、ナース喫茶もこうして……

　そうだよな。うん。

　そう、これは治ち療りようのため。朝岡さんの体質改善のため。

　恋心を封印して頑張ると俺も決めた。自分はあくまで主治医であり、朝岡さんの体質が良くなるならそれでいい。朝岡さんもその目的で頑張ってるはずで、俺はきっちり応援すべき──

　そう気持ちを改めつつ教室に戻ると、朝岡さんは藤田さんとの用事を手早く済ませ、再び入れ違いで音楽室に戻ってしまった。その背中をまたも見送りながら、とりあえず藤田さんと合流して文化祭の準備の続きに取りかかる。

　一時間後に、朝あさ岡おかさんは再び教室に顔を出した。演奏会メンバーの男女と雑談しながら戻ってきたところで俺おれと顔を合わせ、何気なく簡単な挨あい拶さつをしようと口を開き、

「朝岡さーん」

　また教室の外から呼ばれる朝岡さん。今度はミスコンのリハーサルらしく、朝岡さんはまたも「すいません、また行ってきますね」と一声残して出て行く。

　教室内では藤ふじ田たさんが調理班の様子を確認し、部屋の隅すみでは教室用の張り紙の準備に追われている。その作業は慌て気味で落ち着きがなく、でも、みんなやっぱり楽しげで……

「ほらぁ、仁じん。もうちょっと頑張らないとぉ」

　背中から突然声をかけられ、振り向けば松まつ野のがニヤニヤしながら立っていた。

　不意を突かれて驚おどろいたが、

「が、頑張るって何だよ。文化祭なら」

「じゃなくて朝岡さんだよ朝岡さん。仁ったら、さっきからぼけーっとしてるんだもん」

「はい？」

「もっと朝岡さんにアピールしないと。告って解決するってこの前話したじゃん？」

　どうやら見ていたらしい。

　まあ確かに、松野とはそういう話もした。……けど、

「いや、でも俺は今回の文化祭は告らないって決めたし！」

「へ？」

　俺の恋心は現在、絶賛封印中だ。そう頑かたくなに決めた！

「俺は恋より先に朝岡さんのために頑張るって決めた。だから松野、その辺は心配しなくていいぞ。……朝岡さんも同じ気持ちだと思うし」

「そうなの？」

「おぅ」

　これは覚悟のうえのことだ。今は恋心より体質改善。っていうか大体、恋はあくまで俺の片思いだし……今は恋のお祭りなんかに浮かれず全力で──

「でも朝岡さん、この前聞いたら文化祭は仁のために頑張るって言ってたけど？」

「へ？」

「文化祭で朝岡さん、色々出るじゃん？　ミスコンとか演奏会とか。やっぱりそれ、仁が何か関係してるのかなーってさりげなく聞いたら『はい』って」

「お、俺に……？」

「だから朝岡さん、文化祭は仁を喜ばせようとしてるんじゃない？　それこそクラス賞か個人賞を本気で狙ねらって、手に入れたら仁にプレゼントしよう！　ぐらいの勢いで。……違うの？」

　プレゼント？　朝岡さんが？

　……もし、それが本当なら。

　俺おれとしては、物もの凄すごく嬉うれしい──

　けど、違う気がする。

　朝あさ岡おかさんはあくまで体質改善のために頑張ってるはずだ。だから俺個人へのプレゼント、なんていう考えはないはずで……

　でも。朝岡さんは松まつ野のに、俺のために文化祭を頑張ってる、と応こたえた……？

　どういうことだろう。変だ。何か話が噛かみ合ってないような──

「あれ、高たか宮みや君。朝岡さんさっき戻ってきてなかった？」

　そう考えていると、藤ふじ田たさんがその松野の横からひょっこり顔を覗のぞかせた。

「え？　あ、朝岡さんなら今度はミスコンの準備に」

「もう行っちゃった？」

「はい。……どうかしました？」

「ううん。朝岡さん、ナース服の衣装要らなかったのかなって思って。ミスコンのリハーサルするなら、って思ったんだけど……説明だけなら要らないのかな」

　そう呟つぶやく彼女の手に握られていたのは、元は朝岡さん用にと準備したコスプレナース服だ。先ほどまで女子達に貸していたため、朝岡さんの手元には無かったのだが……

「あー……」

　まあ大丈夫だろう。単なる説明だし、と俺も思う。

　けど、

「俺、一応届けてきます」

「そう？　さっきからごめんね、何度も」

「いえいえ」

　軽く応えながらナース服を受け取る。これも朝岡さんのため。

　朝岡さんの考えてる事はよく分からないし、確かに秘密なところはある。でも、俺のやるべき事は変わらない。頑張ってる朝岡さんを応援するのが俺の役目であり、その朝岡さんが衣装の忘れ物なんかで困るのも可哀かわい想そうだ。だから念のために、彼女へ衣装を届けに行く──

　そのついでに、彼女の様子も見てみたい、と思った。

　俺の知らない所で頑張る朝岡さんを。俺だって、彼女の知らない陰から支えたい、なんて少しぐらいは思うのだ。







　体育館をこっそり覗くと館内の前方、ステージ側で生徒会の役員さんらしきツインテールの女子が説明会を開いていた。その前で朝岡さんや他ほかの女子が並び、丁てい寧ねいに話を聞いている。様子を見る限り、みんな制服のまま話を聞いているので衣装自体は必要無さそうだ。

　それを、まずは確認しつつ……

　そういえばミスコンって、本番は何をするんだろう、実際。

　もし内容が分かれば、朝あさ岡おかさんが本番で感じるプレッシャーを軽減するアドバイスができるかもしれない……

　そう思い、見つからないよう体育館の裏手口から入り、ステージ脇わきの階段からこっそり暗幕の裏側に潜もぐり込む。完全に覗のぞき見だけど……でも頑張ってる朝岡さんの力に、少しでもなれれば。

　心の中で若じやつ干かんの罪悪感を覚えつつ聞き耳を立てると、ミスコンの概要が聞こえてきた。本番時の集合時間、舞ぶ台たい上での持ち時間は一人三分ですと説明が終わり、舞台の感覚を掴つかむために女子達がステージへ上ってきて……しまった、と思った時にはもう遅い。俺おれの隠れた暗幕の前を女子達が次々と通り、目の前のステージに並んでいく。完全に逃げ場をなくしてしまった。

　見つかりませんように、とドキドキしながら朝岡さんの様子も覗く。彼女はステージの端はし、俺に一番近い所に立っていた。その彼女はもちろん、体質改善に向けて意気込み十分なまま説明を聞いて……

　うん？

　えと。説明を……あんまり聞いていない？

　まあ正しく言えば、説明を聞いてはいるのだが、その眼まな差ざしが普段より随ずい分ぶん、硬い。

　確かにミスコンは緊きん張ちようするイベントだし、朝岡さんの硬い面おも持もちも分かる。けど、演奏会もナース喫茶も頑張ります！　という朝岡さんならこう……もっと前向きに頑張ろう！　という気迫を持ってても良い気がする。

　……なんか、印象と違うような……？

「で、先ほども説明しましたが、本番の時は舞台の上で三分ほどＰＲタイムがあります。簡単なスピーチでも歌でもダンスでも、応援よろしくねー！　きゃるるーん♪　でもいいので皆さん考えておいてくださいね！　ステージの上で固まらないようにだけ気をつけてください！」

　三分。短いようで長い時間を思い浮かべながら朝岡さんを窺うかがうと、唇の端を噛かみしめ手元のプリントに力を込めている。意気込みは分かるが、同時にひりつくような緊張も見て取れ、傍はた目めから見ても不安が伝わる。

　や……やっぱり、頑張りすぎなんじゃ……？

「あと生徒会としても注意はしますけど、万が一野次とか飛んできても無視してください！　皆さん超可愛かわいいから大丈夫です。クレームややっかみは生徒会が全力で潰つぶしますので！」

　という説明を挟んだ時、ついに、

「くちっ」

　小さく、くしゃみの音が聞こえた。

　驚おどろく俺の目の前で、他ほかの女子が心配そうに朝岡さんへ顔を向ける。

　朝あさ岡おかさんはさらりと笑顔を浮かべて返したが、今のは……

「では、以上で説明を終わります。本番、頑張ってくださ──」

「くしゅん！」

　はっきり聞こえた。朝岡さんが冷や汗を流し、鼻を押さえる……って。

　体質!?　明後日あさつての本番を前に、早くも朝岡さんの緊きん張ちようが……いやでも、まだ本番始まってないのに？　というかこの前、一緒にドキドキしたばっかりなのに？

「す、すいません……ちょっと鼻炎が」

　皆の視線を集めてしまい、朝岡さんが一言謝あやまる前でミスコンの説明が終わり解散する。しまった、と気づいた時にはもう朝岡さんは足早にステージを降り、体育館から出て行ってしまった。カーテン裏から出て俺おれも追いつつ──一方で、どうにも話が繋つながらない。

　朝岡さんは、体質改善のためにミスコンや演奏会を受けたんじゃないの？

　いや本当にそうだとしても、ミスコンの準備だけでテンパってるのはまずい。その彼女が演奏会や、看板娘まで全部やるのは無理が過ぎる。体質改善と言っても逆効果だ。

　……やっぱり、俺に一言ぐらい相談してくれても──

　朝岡さんを探して見回すグラウンドでは明後日への準備が着々と進む。校門は買い物に向かった生徒が出入りし、教室や廊下の窓にもちらほらと生徒の影かげが見える。まずい。文化祭直前の学校内に安全な場所なんか無く、一度体質を起こした朝岡さんは危険地帯に放り込まれたウサギ状態だ。主治医を頼まれた身として放置する訳にも……とにかく探さないと。

　まずは、と念のために心当たりのある女子トイレを軽く覗のぞいた後、教室にもいないことを確認してから、他ほかは何ど処こかと校舎裏に回る。朝岡さんは──

　いた。木陰に隠れて鼻を押さえている彼女の背中が見え、安あん堵どしたところに小さなくしゃみの音が響ひびく。これは、やっぱり間違いなく……

「朝岡さん、大丈夫？」

「ひゃっ」

「あ、だ、大丈夫、俺おれだよ俺」

「た、高たか宮みや先生……ううっ」

「うん。もう大丈夫だから」

「……い、いえ、駄目です、私、頑張りますって決めて」

「いやそんなに頑張らなくていいから。っていうか無理したら余計悪くなるし！」

　意気込みは分かるけど、努力や気合いで治るなら病気じゃない。そして病気に無理は厳げん禁きんだ。

　……理由は分かんないけど。

　ここは、びしっと！

「いい？　朝岡さん。頑張るのと、無理するのは違うんだからね？　前にも言ったかもしれないけど、こういうのは地道に一歩ずつ進めてくしかないんだから」

　涙目の朝あさ岡おかさんを説得する。彼女が幾いくら頑張ると意気込んでも、ミスコンも何もかも全部やるのは無理だ。体質改善どころか逆に悪化させてしまう。何か手を打たないと──

　いや、それより先に、

「朝岡さん、まずドキドキ体質を抑えよう」

「は、はい。でも」

　今は文化祭準備の真まっ只ただ中なか、あらゆる所で明後日あさつてへの準備にせっせと働き、学校の外に買い出しへと出ている生徒すらいる。倉庫も駄目、トイレも駄目、となると、このドキドキ体質を何ど処こで抑えれば良いのか──

　いや、待て。生徒が自由気ままにうろうろしている、ということは……

　そもそも今日は半日授業だ。どこに行っても一応は自由な訳で、それなら──







「ご、ごめん。ここでも、良いかな……？」

　と、体質を抑えるべく慌てて戻って来たのは高たか宮みや診しん療りよう所じよの二階。つまり俺おれの部屋であった。

　文化祭の準備期間とはいえ授業自体は午前中に終了している。準備を放り出してきたのはバツが悪いが校内は人目があるし、学校の近所にも文化祭の資材を買いに出ている生徒がいる。そこで高校生にとって最も縁えん遠どおい場所、高宮診療所という訳だ。

　とはいえ診療所は午後の通常業務があるので検査室や他ほかの部屋も使えず、最後の砦とりでが俺の部屋。ここで彼女をドキドキさせて何とか挽ばん回かい──

　という発想が短絡的すぎた、と気づいたのは連れ込んだ後のことだ。

　いやだって。緊きん急きゆう事態とはいえ、なんせ男のマイルームに自分から連れ込んだ訳で……

　しかも。今から彼女をドキドキさせる？

　……俺の部屋で？

「ど……どうしよう……！」

　途と端たんに焦あせる。彼女の体調を改善したい、その気持ちは重々あるが、ぶっちゃけ俺の部屋で朝岡さんをドキドキさせる方法が……いやドキドキさせたいんだけど、もはや検査とかお医者さん的に遠回しな手法もなく、本当にダイレクトなものしかここには……

　えと、とりあえず、

「朝岡さん、体調どう？　変わらない？」

「……今は、少し落ち着いてきました」

「そ、そう!?　良かっ……」

「くしっ」

「ふおぉっ!?」

　駄目だ、何とかしないと。でも、でも、

「あの、高たか宮みや先生」

「はいっ！　あ、ドキドキだね!?　ちち、ちょっと待って、今なんとか……！」

　咄とつ嗟さに室内の本棚へと視線を走らせる。その最下層に並んだ医学事典の奥には俺おれ専用の……

　あるには、あるのだ。年とし頃ごろの男には相応の、大変欲情するアレが。

　ただ朝あさ岡おかさんの小説のようにロマンチックではなく表現が非常にストレートと言いますか、実写的に生の女性が絡み合うと言いますか……！

「あ、朝岡さん。あのね？　ドキドキする方法、あるにはあるんだけど……ちょっと、刺し激げきが強いかも。だから俺なりに上う手まくこう、ジェスチャーかボディランゲージで表現……あ、いや」

　ボディランゲージって何だよ直接手を出すってことじゃねーか！　それは駄目だ。けど、

「う、うぐぐっ……！」

　脂汗が頬ほおを伝う。俺の部屋で、というのが普段以上に緊きん張ちようを高めてしまい手を出すのが怖い。上手く朝岡さんの妄想を掻かき立てる言葉でフォローを、何か──

「……ごめんなさい……」

　それは、小さな声だった。

　えっ、と聞き返す俺の前で朝岡さんの、消えるような声が続く。

「……いつも、ご迷惑ばかりおかけして。私、ミスコンでもっと頑張って、度胸をつけてドキドキ体質、克服しようって思ったのに……まだ、始まってもないのに」

　ぽつりと呟つぶやいた彼女の顔を窺うかがうと……

　朝岡さんは今にも消えそうなほどに肩を落とし、目を伏せて申し訳なさそうに俯うつむいている。その長い髪も艶つややかさを失い、罪悪感のような影かげすら感じる落ち込み方……

　いかん。

　これは、いけない。

「朝岡さん」

　彼女の名前を呼び……一度大きく息をつく。落ち着け、俺。朝岡さんは頑張りすぎて、ちょっと無理をしたから体質が出てるんだ。頑張るのは悪いことじゃないし、これは仕方がない。

　……よし。ドキドキさせる前に。

「朝岡さん。ミスコンも、演奏会もナース喫茶も、頑張るのは凄すごく良いことだと思うけどさ。そんなに無理しなくていいんじゃない？」

　まずは、彼女の思い込みから正そう。

　朝岡さんのやる気は凄いと思うけど、俺は彼女がフラフラになってまで体質改善に励んでほしいとは思わない。そんな治ち療りようじゃ後が持たない。

「朝岡さん。前にも言ったかもしれないけどさ。ドキドキ体質の改善は、焦あせることはない、って俺は思う。病気っていうのは簡単には治らないし、粘り強く治していかないと」

「でもそれだと……私、高宮先生にずっとご迷惑をかけることに……だから」

「いやそんなことないよ！　っていうか俺おれ全然迷惑してないし！」

　これは本当だ。俺は今まで、朝あさ岡おかさんと関かかわって迷惑だなんて思ったことがない。むしろ楽しい事の連続だし！

「もちろんばれそうな時とか危うい時もあるけど、俺はいままで本気で迷惑だとか思ったことないよ！　俺なりに凄すごく楽しい事も沢たく山さんあるし！　あ、いやドキドキするのが楽しい事って意味じゃなくて、まあ体質だから治した方がいいんだけど朝岡さんと一緒に居られるのが嬉うれしいっていうか。だから朝岡さんが謝あやまることもないし、それに俺、朝岡さんの主治医になるって決めたから！」

　そこに後悔も苦労も無い。慌てたり悩んだりはするけれど、朝岡さんが迷惑だなんて思ったことは、今まで一度もありません！

　これは嘘うそ偽いつわりのない、正しよう真しん正しよう銘めいの事実として！

「……本当、ですか？」

「本当！　誓って！」

「……で、でも」

　目線を左右におろおろさせる朝岡さん。

　そして、

「でもやっぱり……高たか宮みや先生にご迷惑、かけてると思います」

「はい？　いや、そんなことはなくて──」

「だって私……見たんです」

　もじもじと、朝岡さんが人差し指を弄いじる。

　顔を上げて、その瞳ひとみに僅わずかに涙をにじませて……

　俺をじ～っと見つめて、

「高宮先生が、とても辛つらそうな顔してるの……」

　え？

「お、俺が？」

「はい」

「……朝岡さんの、ドキドキ体質のことで？」

　こくり、と頷うなずく朝岡さん。

　辛そうって、一体いつ──

「この前の、体育倉庫に閉じ込められた時に……」

「倉庫？」

「高宮先生、私の耳元で、空想のお話をしてる時……見たんです。先生、凄く大変そうでした」

「へ？」

　朝岡さんが、その唇を小さく尖とがらせる。

「私、最初は恥ずかしくて目を閉じてたんです。けれど、こっそり高宮先生のお顔を見たら……窒ちつ息そくしそうなぐらい、頬ほおを真っ赤にして、すごく大変そうで……それにお話が終わった後も、高たか宮みや先生はぼんやりしてました。それで考えてみたら、高宮先生って時々そういうお顔をされてた気がして……」

　絞り出すような朝あさ岡おかさんの声が、耳を打つ。

　……俺おれが辛つらくて、苦しい顔をしてたから……？

「私、今まで高宮先生にドキドキさせてもらいましたけど……実は高宮先生に大変な苦労をさせてるんだ、って気がついたんです。それでも、高宮先生は私のために凄すごく頑張ってくれて……だから凄いなって思いましたし、あと、私も頑張って強くならなきゃ、って思ったんです。先生に、あんまり迷惑かけるのも……ほ、本当は舞ぶ台たいなんか凄く苦にが手てで、逃げ出したいくらいだったんですけど、それでも、それでも頑張ろう、って。だってそうしないと、いつまでも高宮先生に……！」

　朝岡さんの声が上ずり、辛そうに喉のどを詰まらせるその叫びに……汗が、頬を伝う。

　俺が……ドキドキさせる時に、苦しい顔をして。

　大変そうで、辛そうにしてたから。

　だから朝岡さんは俺の迷惑になるまいと、一いつ生しよう懸けん命めい頑張り──

　って。

　いやいや。

　それ、別に。

　辛いんじゃなくて。

　……単に、朝岡さんの前で話をするのが、恥ずかしかったからでございましてーっ！

「あ、いや、あの」

　確かに苦く悶もんの表情を浮かべてたとは思う。それは認める。あの時は理性を業ごう火かに焼かれんばかりの状況であり、荒れ狂う本能を留とどめるべく苦しんでいたのは事実だ。

　でもそれは……

　朝岡さんが可愛かわいいから、悶絶していただけで！

「だから私、少しでもドキドキ体質を改善しようと思ったんです！　それに高たか宮みや先生だって、私のお傍そばでああいう本を読むのは、お、男の方ですから抵抗があると思いますし！」

「抵抗!?」

「今もちょっと困ってましたし、普通に考えたらそうですよね。だって、だって」

　朝岡さんが目線を伏せ、薄うすい唇を開く。

「お、お付き合いもしてない人のお傍で、ああいう本を読むのは、やっぱり辛いかもって私、この前まで全然気づかなくて。それに高宮先生、この前お好きな方がどうの、って言ってたから私、もしかしたら高宮先生にとんでもないことをさせてたんだ、って、だから──」

「ちちち、ちょっと待った、ストーップ！」

　それは違うんだ。単なる誤解で、そんなことはぜんぜんなくて！

「そ、それは違うんだ、朝あさ岡おかさんの──」

　単なる勘かん違ちがいで、と告げようとした俺おれの前で、

「でも！」

　朝岡さんが声を荒げ、

「やっぱり、高たか宮みや先生のご迷惑にはなりたくない、って思って……！」

「っ……！」

　その真剣な言葉と、鋭するどい眼まな差ざしに……開きかけた口が、固まる。

　朝岡さんはその瞳ひとみに小さく涙を溜ため、じりじりと焼け付くほどの力強さで俺を睨にらむ。

　そう。彼女は、……本気で悩んでいた。

　俺に迷惑をかけたくない、と。真剣に、一いつ生しよう懸けん命めい、俺のために頑張っていた。

　制服のスカートの上で小さく握りしめる拳こぶしは、どこか不思議と悔しそうに。いまも小さく震えるその肩には、何か少しでもドキドキ体質の負担を減らそうと、悩み、考え、それでも上う手まくいかなかったことへの罪悪感を、含んでいた。

　朝岡さんが可愛かわいくて直視できない、なんて思っている俺とは裏腹に。彼女はとても、真剣に……

　ごくり、と唾つばを飲む。元を辿たどれば、俺と朝岡さんの単なる誤解だ。

　今思えば、朝岡さんがミスコンに出ると言い出したのは閉じ込められた後だ。俺が恋愛禁止という誓いを立てた頃ころ、彼女もまた決意を固めて体質改善を目指し始めた。それは、俺が恥ずかしがってる様子を、俺が困っていると思い。それから始まった、小さなすれ違い……

　──これは。

　正直なところ、恥ずかしい、なんて言ってられない話だ。

　朝岡さんに見み惚とれて辛つらそうな顔をしてたのは、裏を返せば俺の主治医としての不ふ甲が斐いなさにも繋つながる。もし彼女の体質改善をきちんとできて、変に動揺したり、朝岡さんの前で男としてドキドキしたり、興奮することがなければ……朝岡さんに心配させることも、悲しませることもなかった。だとすれば……

　恥ずかしがってる場合じゃない。この誤解をきちんと解かないと……！

「あ……あのね、朝岡さん。俺……本当に辛かった訳でも苦しかった訳でもないんだ。いや確かに朝岡さんの前で辛そうな顔はしたけど、あれは……実は、違うんだ」

　直接口にするのはとても恥ずかしいし辛い、けど。

　……言わなきゃいけない。逃げることは許されない。

　朝岡さんが可愛いから見惚れてました。そう、きちんと伝えないといけない。男としての至らなさを朝岡さんに知られるのは正直辛いし、苦しいし、もしかしたら軽けい蔑べつの眼差しで見られるかもしれない。

　それでも……

「……実は俺おれ、辛つらくても苦しい訳でもなくて……」

「はい」

　誓ったはずだ。俺は男ではなく、まず主治医であるべきだと。

　それなら、朝あさ岡おかさんに無理をさせた原因を、個人的理由で隠すなんてできないから──

「あ……朝岡さんが、あんまりにも可愛かわいくて。ちょっと、照れてただけなんです……！」

「えっ」

「だから辛いとか、全然そんなことはないんです！」

　正直に白状して、朝岡さんの目の前で手を合わせて謝あやまる。

　男として、馬ば鹿かの極きわみだと言われても仕方がないけど！

　誤解の原因は。朝岡さんが、あまりにも可愛かったからなんです！

「俺さ、朝岡さんの前でああいうこと言ったりするの、男だから、やっぱ恥ずかしくて……治ち療りようのためだって分かってるし、主治医を任されたなら、ちゃんとやらなきゃ駄目って思ったんだけど、それでも朝岡さんやっぱ女の子だし凄すごく可愛いくて、だから俺、どうしても意識してドキドキして。駄目だってことは分かってたんだけど！」

　お医者様を装よそおっても、本能は抑えられなかった。傍そばに感じる朝岡さんの吐と息いきも、身体からだに触れる熱も。

「それで……でも、主治医としてそういうのを見せたら駄目かなって思って！　が、頑張ろうとしたんだけど……頑張りきれなかった、っていうか……」

　ぱくぱくと口が開く。呼吸が辛い。本音を言うのが恥ずかしい。

　それでも、伝えないと。

「ほ、本当はその事も、きちんと言わないといけなかったのかもしれないけど。どうしても、言えなくて……そういう事考えてるって朝岡さんに知られるのが、なんか嫌いやで……！」

　だって、あなたに恋をしているから、どうしても──

　という、その本当の言葉だけは、なんとか飲み込んで。

「……でも、それで朝岡さんに誤解されて、頑張らせすぎたなら、ごめん。……朝岡さんがそう思ってるなら俺もきちんと話をすれば……あ、あううっ」

　あまりの恥ずかしさに脳細胞が沸ふつ騰とうし、熱い蒸気が身体から吹き出す。嘘うそはついていないし朝岡さんが可愛いことも全すべて本当。それを抑えきれなくて苦しい顔を見せてしまい、朝岡さんを思い詰めさせてしまったのなら、本当に。

　もう本当に、申し訳ありませんでした！

「だから……ごめん！」

　最後に謝しや罪ざいの言葉を付け加える。

　許してほしい、とは言わない。俺おれはやっぱり一人の男として、お医者様にはなりきれなかった。怒られても怒ど鳴なられても、見捨てられても仕方がない──

　そう全部を口にした後、僅わずかな沈ちん黙もくが落ちる。

　……もう一度、頭を下げて謝あやまった。

　無言のままベッドに腰掛けていた朝あさ岡おかさんは、その綺き麗れいな瞳ひとみをぱちぱちと瞬またたかせて……

「えと」

「……はい」

「……か」

「？」

「かわ、いい……？」

　朝岡さんが小さく口にし、

「だから、言えなかった……んです、か？」

「う……う、ん」

　途切れるような声に頷うなずくと、朝岡さんは一いつ瞬しゆん、ネジが切れたように静止する。

　そして、

「……～～っ！」

　唐突に、ぼんっ、と火山が大爆ばく発はつした。

　湯気が出そうなほど顔を火ほ照てらせ、両手を頬ほおに当て顔を隠してしまう朝岡さん。その小さな肩幅をきゅっと縮め、さらに顔を隠すように伏せて……って、え？　え？

　ってか、

「あ、朝岡さん!?　どうしたの!?　また体調悪くなったの？」

　いけない、もしかしたら今の俺の告白で朝岡さんがショックを受けて、ドキドキ体質を──

「ち、違うんです、その」

　朝岡さんが、ちらっ、と顔を隠した指の間からこちらを覗のぞく。

　まるで小鳥が巣穴から様子を見てるような。恥ずかしそうな眼まな差ざしを合間から見せつつ……

「………………あのぉ」

「はいっ」

「……ご迷惑、ではなかった、でしょうか？」

　囀さえずるような声が愛らしい。

　ぶんぶんと首を左右に振ってお答えする。朝岡さんが可愛かわいい、ただそれだけなんです本当に。

「辛つらかったり、苦しい、とか……」

　首を左右に振る。

「私のせいで辛かった、とか……ではなく、あの、かか、かわ、いい？」

　今度は全力で首を縦たてに振る俺。そんなことは断じてありません！

　これだけは、本当！

「そ、そう、ですか……」

　朝あさ岡おかさんが呟つぶやき……あぅ、とまた呟く朝岡さん。頭から煙でも出そうなほどに顔が火ほ照てり、再び室内に沈ちん黙もくが落ちる。

　それは決して、嫌いやな沈黙ではなく。

　たぶん、柔らかい、優しげな沈黙で……

　えと。これは、ええと？

　明確な返事をもらった訳ではない。けれど、何となく雰囲気で察する。

　……嫌きらわれてる訳ではない、のかな？

　っていうか朝岡さん。あの……

　何で、そんなにお顔を赤くしてらっしゃるので……？

「……」

「……」

　言葉が途切れる。どうしよう。よく分からないけれど恥ずかしい──と思わず頬ほおを掻かくと、朝岡さんも真ま似ねして掻く。その動作が猫のように可愛かわいくて……どど、どうしよう。話が完全に詰まってしまった。何か喋しやべらないと後が続かない。ええと、

「そ、それより朝岡さん、体質の方は大丈夫？」

「え？　あ……大丈夫、です……いま、大変ドキドキしてて」

「へ？　でも俺おれ、まだ何もしてないけど」

「秘密です！　もう大丈夫ですから……」

「あ、あぅ？」

　再び沈黙。朝岡さんが顔の前からそっと手を降ろし、未いまだ紅葉もみじのように赤い顔を、それでも隠さず向けてくる。

「……あの」

「はい！」

「私、勘かん違ちがいしてたみたい、です。……高たか宮みや先生に、ドキドキ体質は焦あせらなくて良いよ、って言われてたのに……」

「う……うん」

「だから、そ、それは、私もごめんなさい。ちょっと無理しすぎたみたいで」

「それは仕方ないよ。……ってか、その辺は、今から何とかしよう！　うん！」

　そうだ、あまり長々と恥ずかしがってる訳にもいかない。誤解は何とか解けたようだが、本題は文化祭なのだ。

「朝岡さん。とにかく俺は困ってないから、ドキドキ体質の改善はゆっくりやっていこう？　ね？　ミスコンも演奏会もナース喫茶も、全部は頑張らなくていいと思うし。俺のせいでなんか焦あせらせちゃったみたいだけど、そういうのは気にしなくて……俺おれも医者としてもっとその辺、朝あさ岡おかさんに誤解されないよう頑張るからさ」

「……はい」

　と告げる朝岡さんの顔は、何とも晴れやかな笑顔で。

　そして、

「高たか宮みや先生」

「はい」

「えと……お、お困りでないのなら……これからも、頼りにして、良いですか？」

　と。

　なんとも可愛かわいい笑顔で頼まれた。

「っ……！」

　胸にぶすりと刺さるその笑顔に今度こそ理性が揺らぐ。緊きん張ちようがほぐれて太陽のように眩まぶしい笑顔で、目元をにっこりさせる朝岡さん。誤解とはいえ俺のために頑張ろうとした朝岡さん。そんな彼女の笑顔を前に、心の中で、再びぼんと花咲く恋心……

　い、いや、駄目だ。

　俺はこの文化祭、恋心は封印すると誓ったのだ。恋にうつつを抜かす前に彼女の体質改善、文化祭は朝岡さんのために尽くすと決めた。誤解を解いた今こそ、彼女に対してできることを探す時だ。ここは恥を忍んででもやるべきことがある。そう、例えば──




　　　　＊




「え、ミスコンの出場辞退？」

　朝岡さんと学校に戻った俺は、まず藤ふじ田たさんに話を切り出した。いきなりのことに目を丸くする藤田さんには申し訳ないと思うし、無茶なお願いだとも分かっている。が、それでも。

「あと演奏会と喫茶店も、もし代理の人が居るなら誰だれかに代わってもらえると……」

「あの。高宮さん、そこまでして頂かなくても……受けたのは私ですし、何とか」

「ううん。本当に何とかできるならミスコンの下準備だけでああもならないし。……もちろん全部は無理だと思うけど、できる限り負担を減らしたい。藤田さんもごめん、朝岡さんが少し頑張りすぎたかな、って思うところがあってさ」

　でないと、このままじゃ当日の朝岡さんの身が持たない。もちろん全部キャンセルは無理だろうが、妥協点が少しでもあれば。藤田さんなら少しは分かってくれるはず。

　……が、彼女もクラスの責任者だけあって渋い顔をする。

「う～ん……まず演奏会は、今から変更するのは難むずかしいわ。今から外れると他ほかの子が困るし、練習もあるから。だからミスコンと、ナース喫茶の方だけど……ミスコンの方は生徒会に問い合わせてみる。ナース喫茶の方は、朝あさ岡おかさんが手伝う時間を減らすぐらいなら……でも朝岡さん目当ての人も多いと思うから、えっと……時間帯を朝の九時から十時だけにして、後はフリーにして他ほかの子にお願いして……」

「そのナース喫茶の方なんですけど。俺おれも手伝ったら駄目ですか？」

　ナース喫茶はもちろんナース服着用で女子専門だ。でも、俺にも協力して手伝える事があれば。朝岡さんの傍そばに付くというだけで、多少でも彼女のプレッシャーを軽減できる。

「そうねぇ……」

　と、藤ふじ田たさんは顎あごに手を運んで暫しばし考えた後。何を閃ひらめいたのか「あ」と呟つぶやいて。

「高たか宮みや君。方法が、ない訳ではないけど……」

　と顔を寄せて来た。

　何だろう、と耳を寄せると、彼女が小さく耳打ち。

　──。

「……え？」

「どう？」

「い、いや、そ、それはっ……というかそれは」

　流石さすがにまずいんじゃ。というか、俺の尊そん厳げんとかプライド的に問題が……！　こう、お医者さん的にでなく、男として──

　……いや、でもこの際、手段を選べる状況でもないし……ぐ、ぐぬぬっ。

「高宮さん？」

「うぐっ」

　躊躇ためらう俺の傍から朝岡さんの声が聞こえる。

　見れば彼女が心配そうに俺を見つめて……俺は彼女のためなら、何でもすると誓いを……！

「わ……分かりました。受けます！」

「さすが高宮君。じゃあナース喫茶の方はそれで準備しておくから。ミスコンの方はいま確認してみるわ」

　といって藤田さんが教室を出て、すぐに確認に向かってくれた。

　……演奏会は仕方ない。ナース喫茶は何とかなる、というか何とかできる目め処どが立った。最さい難なん関かんはやはりミスコンだ。朝岡さんの一番のプレッシャー要素さえなくなれば、あとは、

「高宮先生。藤田さんと何の相談されたんですか？」

「え!?　いや……それは文化祭当日のお楽しみということで……」

　と誤ご魔ま化かしてる間に藤田さんはすぐに教室に戻って来た。が、その表情は芳かんばしくない。

「聞いて来たけど、生徒会としては病欠とかの理由以外で欠席してほしくない、って。出場人数が増える分には何とかなるそうだけど……」

「そこを何とか……演奏会とかは仕方ないにしても、やっぱミスコンって目立ちますし。何なら直接俺おれが生徒会長に頼みに行きますけど」

「うーん……頼むのはいいと思うけど、でも高たか宮みや君、朝あさ岡おかさん」

　藤ふじ田たさんが真ま面じ目めに眼鏡めがねを押し上げ俺達を見る。

「朝岡さんがミスコンに出る話は校内でも有名だから、今から欠場になると、その方が後で色々言われる気もするわよ？　ブーイングも含めて。それに、ナース喫茶や演奏会に出てるのにミスコンだけ出ない、っていうのは他ほかの人から見て筋が通りにくいし」

「そ、そうか……うーん……！」

　今から出場を辞退すると、それはそれで風評的な問題が出るのか。朝岡さんにとってそれは良くない。かといって病欠にしてしまうと、せっかくの文化祭をずる休みしたような気分になる。

「あの、高宮さん。やっぱりミスコンは何とかします。ですから」

　いや、それでもステージ上に朝岡さんを単独で出すのは……ん？

　待てよ？

　朝岡さん一人で舞ぶ台たいの上？

　……例えばの話。それがもし、一人でなければ？

「藤田さん。さっき参加者が増えるのは問題ありません、って言いましたよね」

「うん。増える分には大丈夫だけど……」

「それ、二人一緒に出ても問題ないですか？」

「ええ。上級生で、双子で出たいって子もいるけど……な、なに？」

　ずい、と自然に一歩前へ出る俺。眼鏡をかけた端たん整せいな顔つきの藤田さんを見てずばり、

「朝岡さんと一緒に出ようと思いませんか」

「は……？」

「一人で怖いなら二人です。大丈夫です、藤田さんならいけます！」

　ステージ上で朝岡さんの隣となりに誰だれかがついてくれれば、きちんとカバーできるはず。気の利きく藤田さんなら打ってつけ！　しかも藤田さん可愛かわいいし！

「わ、私は無理よ高宮君。大体私そんなに魅力無いし、まっつーや朝岡さんみたいに胸も無いし……」

「そんなことありません！　大丈夫です、藤田さんには藤田さんの魅力があります！」

「そ、そう……？」

　と一いつ瞬しゆん顔を赤くする藤田さんだが、ぶんぶんと首を振り、

「じゃなくて違うのよ高宮君。私、他にも出れない理由があるの。実は私、ミスコンの司会進行を会長から頼まれてて……それで本当は困ってるの」

「そうなんですか？」

　頷うなずく藤田さん。……そうか、それだと流石さすがに無理だ。

　じゃあどうしよう、と朝あさ岡おかさんと顔を見合わせたところに教室の扉がガラガラと開き、ただいまー、と現れたのは松まつ野のだった。咄とつ嗟さに振り向く俺おれと朝岡さんと藤ふじ田たさん。その松野は飾り用のアクセサリーを買ってきたのか、手元にビニール袋を持ったまま俺達と目が合い「ん？」と首を傾かたむける。

　今日も元気そうな軽快な声に、制服の上からでも分かる、女の子らしさをとてもよく表現した、たわわで実に魅力的な……

「松野。話がある。ちょっとこっちに」

「え、なに？」

　困った時の松野様だ。まずは彼女を引っ張り朝岡さん達から聞こえないぐらい距離を取って、耳元に呟つぶやく。

「松野。今から言う話を受けてくれたら俺、松野の言うこと一つだけ何でも聞く」

「え、嘘うそ。どしたの仁じん。本気？　ついに文化祭で本気出した？」

「おぅ、本気だ。松野の命令、どんな恥ずかしい事でも一つ聞くから、代わりに俺の頼みを聞いてくれ」

　先に条件を出したのは、それくらいしないと松野は了解してくれないはず……と思ったからだ。松野はこう見えて猛烈な恥ずかしがり屋で内うち弁べん慶けいなところがある。そこをごり押しするには多少無茶をしないと……

「分かった。何でも聞くよ！　で、なに仁。朝岡さんのこと？」

　まだ何も言ってないのに了承して目をキラキラさせる松野。そこで簡単に事情を説明する。ミスコンに出てほしい、朝岡さんの傍そばについてもらえれば彼女の緊きん張ちようも解けてとても嬉うれしい、だから頼む松野、と──

「……そ、それは……！」

　終わった頃ころにはキラキラの眼まな差ざしが真っ暗になっていた。

「ごめん仁、さすがに無理！　ってか、あたしそういうの苦にが手てって仁も知って」

「知ってるうえで頼む、松野。朝岡さんのために頼む！　一肌脱いでくれ！」

「ででででも、ああ、あたしにステージなんて」

「大丈夫だって松野、小さ枝え子こさんの言葉じゃないけど良いもの持ってるし！」

「それが恥ずかしいって言ってんでしょーがっ！」

　慌てる松野だがここで諦あきらめたら駄目だ！　お願い！

　つーか朝岡さんの事情に一番詳しくて仲が良いの、藤田さんと松野しかいないし！　その藤田さんが出れないなら松野が一番の適任なんだ！

「頼む、朝岡さんの緊張する体質のためだ。松野なら事情も知ってるし、一緒にいてくれると朝岡さんも安心するからさ。藤田さんは司会で出れないし、他ほかに頼めそうなの本気で松野しかいなくて……だから頼む！　お願い！」

「う、うぐぅ……！」

　代われるなら代わりたいが残念ながら俺おれは男だ。それに朝あさ岡おかさんの頑張り具合は松まつ野のもよく知ってる。良心に縋すがるようで申し訳ないがお願いだ、これを聞いてくれたら何でもする。だから！

「っ……わ……分か、った。で、出る……」

「すまん、松野！　お前マジ格好いい」

「それ褒ほめ言葉じゃないし！　ってか、その代わり！」

　びしっ、と代わりに松野から指を突きつけられる。

「一つ、あたしの言う事を聞く。これは約束だからね仁じん！」

「分かった、男に二言は無い──」

「じゃあ早さつ速そく聞いてもらうけど」

「もうかよ！」

「そうよ！　あ、あたしが代わりに出るんだし……まあ朝岡さんが緊きん張ちようすると駄目なのはあたしも分かるから、で、出るけど！　それなら……！」

　と松野がぎりぎり歯を食いしばって俺を絞め殺す勢いで睨にらみ、

「よし決めた」

　頷うなずいた。

　で、何を言い出すかと思えば──

「文化祭で朝岡さんに告れ」

「は!?」

　再び放り込まれる爆ばく弾だん。

　しかも今度は、導どう火か線せんに火が点ついた状態で。

　松野はぶすっと頬ほおを膨ふくらませて俺を見上げ、

「あたしに男気があるって言うなら、仁だってもっと男気見せてって話よ。せっかくの文化祭でしょ？　それで許してあげる。あたしと朝岡さんが頑張ってミスコンに出るんだし、なら仁だってそれくらいしないとあたしの気が済まない！」

「いや待て松野、何でそういう話に」

「理由は無い！　単なる腹いせ！」

「腹いせって、んな大事なことを腹いせなんかで」

「男に二言は？」

「ありません……」

　単なる当てつけなのか本気なのか、よく分からない眼まな差ざしで松野が俺を睨んでくる。

　が、これが交換条件と言うなら飲まなきゃいけない。男に二言は無いし松野に無理強じいをした以上、俺の返事はハイかイエスだ。文化祭は恋のお祭り、ラブ＆ハッピー。その名に相応ふさわしいお祭りに……

　で、でも俺おれは今回の文化祭、恋は禁じて朝あさ岡おかさんに尽くすと……いやでも、これは回り回って朝岡さんのためだ。松まつ野のに協力してもらうのは朝岡さんにとって一番いい事で、それの代だい償しようとして告白するのが条件だと言うなら──

　……いや、でも。告白って、こんなに煽あおられて決めて良いものなのか？

　俺の恋心を、松野に約束させられたから、なんて理由で……

　と頭を抱えていると、松野がぼそっと、

「……まあ、仁じん。別に本気で告白しなくてもいいから、朝岡さんと良い感じになったら、それで許してあげる。告るまではいいから」

「え？」

「大体さ、仁。あたしなんかに言われたからって理由で好きな子に告白なんかしたくないでしょ。そういうのは自分で決める。ね？」

「う……そ、そうだな」

　実にごもっともな言葉に頭が下がる。そうだ、こういう大事な事は俺自身で決めなければ。

　でも松野にそう言われた以上、俺も少しは何か男らしさを見せて……そう、朝岡さんのサポートという気持ちは忘れず、でも文化祭で少しは頑張ろう、と！

「じゃあ仁、文化祭……ま、まあ、頑張ろうか」

「お、おぅ……」

　とはいえ松野もテンパっているらしく、冷や汗を流しながらの返事をする。遠目ではそんな俺達の事情を知らない朝岡さんが「？」と首を傾かしげて見つめている。それはもう、お互い後には引けない文化祭一本勝負──喫茶店と演奏会、ミスコン、そして恋心。ちりちりと燃えるような思いを抱いて、文化祭はついに目前。

　全部、なんとか上う手まくいきますように──







　　　──カルテpage.06　高たか宮みや先生、一世一代の大告白──







　そうして迎えた、文化祭当日。

　天気は雨雲の兆きざし一つ見えない見事な晴天で、秋の太陽が燦さん々さんと輝いている。親おや父じに「行ってくるぜ！」と告げて玄関口の自動ドアを抜けると、涼しい秋風が鼻をくすぐり心地ここちよい。

　よし、と覚悟を決めて空を見上げ、気合いを入れて、

「俺おれはやるぜー！　負けるものかー！」

　文化祭当日の誓いを叫ぶ！

　……いや、実はあれからよくよく考えてみたんだけどさ。

　文化祭の成功、特にミスコンに関しては、もはや義務と言ってもいいぐらいに重要だと気づいたのだ。

　松まつ野のと約束した通り、朝あさ岡おかさんに気持ちを伝える……いや伝えないにしてもお近づきになるのであれば、文化祭の成功は絶対に必要な条件だ。朝岡さんがミスコンで失敗し、文化祭の思い出が苦にがいもの……なんてことになって楽しいはずがない。体質的にももちろんだし、今後の学校生活を考えても。

　そう考えれば恋も健康も、全すべては文化祭を乗り越えることで先へと進む。どこかで聞いたことあるキーワード的に言えば『絶対に負けられない戦い』というやつであり、つまり、

「俺は、文化祭を、倒す！」

　ナース喫茶。

　演奏会。

　そして、ミスコン！

　この三匹の魔ま物ものさえ乗り切れば楽しい文化祭だ。そして、三連戦の頭となるナース喫茶は既すでに藤田さんと相談し、秘策もできている。

　演奏会は朝岡さんが直接ステージに上がるとはいえ複数人での演奏だし、聞けば朝岡さんのキーボードはステージ後方右だ。落ち着いて弾ひけば大丈夫です、という朝岡さんの言葉もある。

　となれば、照準を合わせるべきは最後のミスコン。つまり、

「ミスコン前までに沢たく山さんドキドキさせて、朝岡さんが緊きん張ちようしないようにすればいける……！」

　俺の告白は後回し、まずは朝岡さんと文化祭を回ってドキドキを集める。松野の助力もあるし、できる事は全てやった、と念じながら校門をくぐる。他ほかのクラスはまだ準備不足のところがあるのか、廊下を歩くと「早く早く！」と急せかす声が聞こえ、当日らしい慌ただしさを感じながら教室へ。

　うちのクラスは既すでに準備万ばん端たん、部屋に一歩踏ふみ入ればファンシーなピンクと白を基調とした、柔らかな印象のナース喫茶が完成している。教室の椅い子すが少々無骨だが机にはテーブルクロスを敷しき、男女共同で作った薬瓶びんの小物や点滴棒の飾りつけ。奥にあるパーティション裏では女子達が喫茶店用の料理を準備し待ち構かまえている。全すべての準備にぬかりなし──

「おはようございます、高たか宮みやさん」

「あ、朝あさ岡おかさんおはよう。えと、実は……お、あうっ」

　さっそく朝岡さんとお会いした途と端たん、不意を突かれた。

　教室の入口『恋の病・診療所！』と書かれた看板の奥に立っていた朝岡さんは、既に例のナース服に着替えていた。コスプレ用のスカートは膝ひざ丈たけほどで露ろ出しゆつ自体は少なめだが、胸元に描かれた真っ赤な十字マークにナースキャップ、そして白のナースシューズが健康的で実に眩まぶしい。

　以前も見たはずなのについ見み惚とれてしまい、さらには、

「き、今日は頑張りましょう！」

　若じやつ干かん緊きん張ちよう気味ながらも元気な様子にドキドキする。早めに来ていた他ほかの生徒から「朝岡さん気合い入ってるね～」「っていうか高宮君来た途端にあの笑顔！　くうぅ！」とか色々聞こえてくるが、それより朝岡さんの笑顔が実に。実に良い！

　その彼女と共に、まずはナース喫茶を、無事にやり遂とげる。

　もちろん、対策は万端！

「あのさ、朝岡さん。俺おれ、実はとっておきの秘策を……」

　用意してきたから、と告げようとしたところで、

「た、高宮君」

　教室に藤ふじ田たさんが慌てて入ってきた。冷静な彼女らしくない上ずった口調で、

「あのね高宮君。いま電話で聞いたんだけど、まっつーが緊張しすぎて体調──」

　と口にした直後、教室の扉がさらに勢いよく開かれた。激はげしい音に振り返ると、男子の山やま一いちが蒼そう白はくな顔で教室内を見渡し俺と目が合うなり、

「たたたたた高宮ぁーっ！」

　飛び込んできて……な、なんだ？

　慌てる山一と、その手に握られていた白衣を見ると。なんと……

　謎なぞの、青色の汚れがべったりと！

「ふおぉっ!?　お、俺の白衣が！」

「すまん高宮！　昨日準備しようと思って白衣洗濯したら、色物と一緒に洗って……」

「アホかお前はー！」

「本気ですまん！　今度マジで何か奢おごるから頼む、予備とかあったら貸してくれ！　でないと、お、俺の午後の白衣喫茶が！　みーちゃんへの告白予定が……頼む、本気で頼む！」

「うぐっ……」

　そう素直に謝あやまられては怒るに怒れない。山やま一いちにも恋の祭りらしい意気込みがある。その想おもいを、こんな面おも白しろくないミスで取りこぼすのは可哀かわい想そうだ。

「分かった。すぐ取ってくる！」

「あ、高たか宮みや君、あの……」

「ごめん藤ふじ田たさん、また後で。文化祭までには間に合わせるから！」

　大急ぎで教室を飛び出し診しん療りよう所じよに戻り、部屋にあるタンスをひっくり返して予備の白衣を鞄かばんに突っ込んだ。再びダッシュで学校へ戻った時には教室中からビリビリとした空気が漂ただよい、時計を見上げれば開幕まであと五分──

「あ、た、高宮さん、そろそろ始まります！　私、緊きん張ちようしてきました！」

　声をあげたのは朝あさ岡おかさんだ。看板を持つ手が若じやつ干かん震え、隣となりの女子に「大丈夫大丈夫」と宥なだめられているが、当の本人は頑張ろう、何とかしよう、と必死に唇を噛かんでいる。爆ばく発はつしそうなほどの不安を抱えた彼女だが、俺おれと視線を合わせて頷うなずく。

「わ、私、いけますか高宮さん……い、いえ弱気になったら駄目です、頑張らないと──」

「大丈夫だよ朝岡さん。ナース喫茶の間、俺もついてるから」

「へ？」

　驚おどろく朝岡さんを置いて、俺は教室に設置されたパーティション裏へと入る。調理準備組の男女とナース喫茶担当の女子が入り交じる所に俺が顔を見せたことで、何やら皆揃そろって小さく含み笑い……どうやら朝岡さん以外には藤田さんから話が回っているようだ。

　女子から「頑張ってね高宮君」と軽く言われ、山一に白衣を渡しつつ準備に取り掛かる。

「つーか高宮、お前本気なんだな……！」

「そ、そりゃあ俺だって恥ずかしいけど！　よし山一、手伝え」

「おぅよ！」

　山一に声をかけつつ俺の鞄から取り出したのは、標準的なコスプレ用ナース服と白のスカート、さらには小さ枝え子こさんの髪型に似た長めのウィッグ、白のブラジャーに擬ぎ装そう用ようパッドにナースシューズと一式そろい踏ぶみの衣装だ。あと必要なのは覚悟だが、これはもうできている！

　制服のカッターシャツを脱いで白シャツ一枚の上からブラジャーを着ける。山一に背中をお願いしながら胸用の詰めパッドを用意したところで、

「つか高宮、ブラジャーってどうやって締しめるんだ？」

「後ろにホックがあるだろ？　それをひっかけて留めるんだよ」

「おお……く、詳しいな高宮。お前、誰だれかの外したことあるのか？」

「うっせーよ！」

　色々あったんだよ俺にも、と突っ込んだところで他ほかの女子が顔を覗のぞかせる。ほらこうだよ山一君、と頼りない山一の代わりに手伝ってもらい、さらにトランクスの上にスカートを穿はいてウィッグを被かぶった頃ころに他ほかの女子から「ほら鏡鏡、朝あさ岡おかさんに綺き麗れいなところ見せないと！」やら「アイシャドーも使う？」「指先もネイルする？」とノリノリだが遠慮しておく。改造されそうだし。

「高たか宮みや君。朝岡さんのサポートよろしくね！」

「おぅ！」

「うちらも頑張るよー！　朝岡さんには負けないよー！」

　気合い十分の女子達と共に、ついに開幕時間を迎えて学校のチャイムが鳴った。

　全員に緊きん張ちようが走り、教室入口では朝岡さんがあたふたしながら「もう少しで始まりますので！」と声をあげ、その奥では既すでにお客様が列をなして待っている。放送で流れる生徒会長の簡かん潔けつな挨あい拶さつ、そして、

『ただいまより春はる桜ざくら高校、第四十二回文化祭、始まりまーす！』

　と、盛大に張りのある声と共に開幕のアナウンスが流れ、扉が開いた。途と端たん、わっ、と廊下から熱気と共に生徒が教室に足を踏ふみ入れる。明らかにナース服姿に釣られた男子と、僅わずかながらカップルで来られた二人組にウェイトレス役の女子達が揃そろって「いらっしゃいませー！」と軽快に声をあげた。朝岡さんもまた入口で目を白黒させながらも気合いを込めて口を開き、

「えと、い、いらっしゃいませ、こちら一年一組のナース喫茶……は、はうぅ」

　その熱気に押されて声がしょぼくれたところで、

「こちら、一年一組ナース喫茶、ただいま開店中です！」

　俺おれが隣となりに滑すべり込み、素早く宣伝をお手伝い。その様子に並んでいた生徒達の一部が吹き出し、笑いが炸さく裂れつした。朝岡さんも隣で目を丸くする。もちろん、飛び出した俺は見事なまでに全身綺麗な女装ナース姿。ブラジャーを着こなしての変態女装である。

　──藤ふじ田たさんの入れ知恵だ。

『高宮君、女装ナースに挑戦してみる気ある？』と、この前言われた。

　朝岡さんの前で女装は……とも迷った俺だが『朝岡さんの傍そばに堂々と居られる理由になるし、みんなも面おも白しろがってくれると思う』と言われて覚悟を決めた。……まあそれ以外にも藤田さんは何やら『公共の場で女装して怒られない、しかも皆に趣味を見せられるなんて羨うらやましい……こうして高宮君もさらに目覚めるのね……』と怪しい発言も飛び出した気はしたが、何はともあれ朝岡さんの傍に居られるのでノープロブレムだ。

　え、男としてのプライド？　そんなものは銀河の彼方かなた、朝岡さんに男らしさを見せよう、という話とは正反対を突き進むのだが……！

　朝岡さんに男として見られなくても構かまわない。彼女を守る、と！

「た、高宮さん……」

「一緒に頑張ろう朝岡さん！　俺にはこれくらいしかできないけど！」

　これでナース喫茶は万全だ。朝岡さんと俺のダブル看板娘（片方は男の娘）で奮ふん闘とうする！

　朝あさ岡おかさんの横に並んで「こちらにどうぞー！」と声を張り上げる。大抵の男子が俺おれを指差してはくすくす笑ったり「高たか宮みやお前マジ最高」と同級生から突っ込まれ、女子もついつい含み笑い。でも何と思われようと俺はやるぞ、ナース喫茶を自みずからの手で打開し朝岡さんを守るんだ！
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「ただいま一年一組ナース喫茶開催中です！　時間帯によって白衣喫茶に変わりますので、ナースさんを見たいなら今が大チャンスです！」

「え、えっと……こ、恋にお悩みの方もどうぞ！　食べ物だけではなくて、占いもあります！　恋に効きくお薬もありま……したっけ？」

「それは無いよ朝岡さん！」

「し、失礼しました、すいません！」

　てんやわんやしながら通りかかるお客さんに声をかける。開幕から好調なスタートを切ったナース喫茶へ、朝岡さんと一緒にどうぞと次々案内し──

「高宮君、ストップ！　いま満員だからストップ！　ちょっと並ばせてー！」

「あ、す、すいません！」

　今度は中から悲ひ鳴めいが聞こえ、慌ててお店の入口に『十分待ち』の看板を掛けて客を止めた。教室内を覗のぞけばナース姿の女子達が眩まぶしい笑顔を輝かせながらカートを押し、声が飛び交かい、忙しい時の病院のように看かん護ご師しさんが走り回っている。

　入口では朝岡さんが目の前のカップルに「ごめんなさい、ちょっと待ってくださいね！」と元気に声をかけて制止させ、それでも俺おれと朝あさ岡おかさんに興味を持ってか時間待ちにもかかわらず生徒達がこちらを覗のぞいては足を止める。廊下が若じやつ干かんごった返し始め、後ろの方が通れるようにと列を誘ゆう導どうして窓まど際ぎわの方へと並ばせる。ついでにサービスです、とばかりにウィンクを送ったら男子に引かれてしまった。しまった、少々やりすぎたか──

「高たか宮みやさん、高宮さん」

「え、なに朝岡さん」

　声をかけられ振り向くと、最初の緊きん張ちようはどこへやら。朝岡さんは小さく笑って、

「……最初は緊張してたんですけれど」

「うん」

「ちょっと、楽しくなってきました」

　お……

　おおーっ！

　心の中で思わず、朝岡さーん！　と悲ひ鳴めいをあげる俺。良かった。文化祭のナース喫茶、これならもう大丈夫そうだ。

　そんな朝岡さんの元気な様子がお客さんにも伝わるのか、俺達の前に並ぶ制服姿の先せん輩ぱいカップルのうち、ボブカットの女性が軽くウィンクを見せる。

「あらあら。お店の前でいちゃついちゃって」

　お客さんに茶化され、恥ずかしさのあまり顔を逸そらしてしまった。ついでに教室を覗き込めばナース服を着た他ほかの女子と視線が合い『頑張って』と親指を立てられる。

　が、頑張ります……！

　改めて意気込む俺の傍かたわら、後方出口からお客さんが出るのが見え、教室の女子が両手で小さく『○』を作り俺達もカップルさんをご案内。「お二人さん、ナース服似合ってるよ」と小さく挨あい拶さつされ、俺と朝岡さんはお互い顔を見合わせドキドキ。二人ともお似合い、と言われて悪い気はしない。

　それに女装中とはいえ、朝岡さんと一緒に何かをするのはやっぱり楽しい。色々とあったけど、文化祭当日で朝岡さんと並んで素敵な共同作業──

　……なんて浮かれたところに、それは突然やってきた。

「おーぅ、仁じん。なんだ？　そんな美お味いしい役なら最初から教えてくれればいいのに」

　不意に聞こえた声に顔を上げて、固まる。

「ぬおおっ……お、おおっ……」

「おぅ、どした、仁」

「お……親おや父じじゃねーか！　え、つーか何しに来たんだよ！」

「まあ今日休みだし、せっかくだから息子の観察にだな」

　とニヤニヤ顔で出てきたのは見事なまでに俺の親父であった。よれよれの白いＴシャツ一枚にジーパンという、いかにもどんくさい親おや父じな格好で恥ずかしい。その隣となりには当たり前のようにニコニコ微ほほ笑えむ小さ枝え子こさん……って、小枝子さんまで来てんのかよ！

「似合ってるわよ、仁じん君。……仁君のお母さんが生きてたら、きっと泣いて喜んでるわ」

「だなぁ。で、朝あさ岡おかちゃん、仁の女装。どう？」

　軽い口調で親父が朝岡さんに尋たずね、こちらを振り向く朝岡さん。い、いや、どうって……？

　彼女はちょっと迷ったものの、すぐににこりと笑って、

「えと……か、可愛かわいい、と思います」

「だってよ仁」

「喜んでいいのかよくわかんねーよ！　つーか茶化すな！」

　というか俺おれは朝岡さんの前でいつか男になる人であって、本当は女装なんて論外だし！

　と反論したい俺の隣に親父が素早く回り込み、小枝子さんがカメラを構かまえて、

「はい、ピース」

「写真撮とるんじゃねーっ！」

「遠慮するな仁、父さんと女装した息子の写真なんて一生もんの宝だろ？」

「一生もんのトラウマじゃねーかっ！」

「た、高たか宮みやさん、お客さんの前ですからあまり大声は……」

「そうだぞ仁、朝岡ちゃんに迷惑かけたら駄目だろ？」

「いちいちうるせーんだよクソ親父ーっ！」




　それでも店番を放棄する訳にはいかない。

　親父登場の後も朝岡さんは元気に張り切り、それを見てると俺も頑張らねば、と揃そろって声を張り上げる。その甲か斐いあってお客さんは途切れることなく十時までほぼ満員に近く、次の看板娘役の交代時間まで無事に繋つなぎ終えることができた。

　ようやくナース喫茶から解放された後、パーティションの裏で着替えをしてると皆に「お疲れ高宮君、大人気だったよ！」と褒ほめられ、一応は喜びつつも……

「高宮先生、ど、どうしたんですか？」

「……親父に見られるとか恥ずかしすぎるだろマジで……」

　正直、かなり落ち込んだ。しかも写真まで。

　これはあくまで、文化祭の時限定、一時の夢で終わらせたかったのに……

「でも高宮さん、とっても似合ってましたよ、女装」

「ぐはぁっ」

　朝岡さんの追い打ちが炸さく裂れつする。悪気は無いんだろうが女装が似合う、とはつまり男らしさが無いとしか……

「高宮先生？　あ、あれ？　あの……」

「う……な、なんでもない。大丈夫」

　とはいえ、あんまり落ち込んでるところを見せる訳にもいかん。まだ文化祭は途中だ、この程度でダウンしては先が持たない。朝あさ岡おかさんを守るのが苦く難なんの道なのは分かっていたし、当初の目的通り彼女のドキドキ体質は防ぐ事ができた。ここは素直に喜ぶべき、後はこの調子で頑張れば……！

「と、とりあえずフリー時間だし、次行こうか」

「はい。……それで、高たか宮みや先生。どこに行きますか？」

「あ、俺おれさ。朝岡さんが沢たく山さんドキドキできるよう、ちょっと考えてきたんだけど」

　ポケットに手を突っ込み、事前にチェックを入れたパンフレットを朝岡さんに見せる。ナース喫茶の交代時間を早めてもらったお陰で時間も十分。気を取り直し、ここからは俺と彼女の楽しいドキドキタイムだ。まずは──

「……そういえば朝岡さんって、お化け屋や敷しきとかは大丈夫？」

　ジェットコースターが大丈夫なのは知っているが、ホラーはどうなんだろう？

「お化け屋敷自体は初めてですけど、ホラー映画なんかはたまに……」

「そう。なら……」

　と、俺が最初に案内したのはドキドキの聖地、二年生の教室にあるお化け屋敷だ。入口にはファンシーなカボチャを頭に被かぶった受付さんが腰掛けており、その頭の下は黒いカーテンを巻き付けたマント姿をしている。ハロウィンをイメージしたギザギザ口がちょっと可愛かわいい。脇わきの看板には『お化け屋敷で恋人とのドキドキＵＰ！』との謳うたい文句も掲げられていて……まあ、俺達は恋人じゃないけど……

　それでも、恋、の言葉は若じやつ干かん意識しつつ、

「結構ドキドキできそうだけど、どうかな？」

「はい。……では、挑戦してみます！」

　そう答える朝岡さんの眼まな差ざしは輝いている。二名でお願いしますと声をかけると、かぼちゃ頭さんは無言で頷うなずき入口の暗幕を開いてくれた。

　……まあでも、幾いくらお化け屋敷と言っても所しよ詮せんは文化祭レベルの出し物だ。入口のカボチャさんも可愛いし、大したことないはず。ドキドキには丁度良い、と思いながら、遮しや光こう用の暗幕をくぐると……

「わ……」

　目の前に現れたのは随ずい分ぶんと薄うす暗ぐらい、紫色の明かりに包まれた狭い通路だった。

　ただ暗い訳ではない。ほの暗い殺虫灯のような紫色が室内を照らし、教室の隅すみに放置された机や椅い子す、小物として添えられた枯かれかけの花束を薄ぼんやりと浮かび上がらせている。

　教室後方から入った俺達の左手には壁かべ代わりの黒いカーテンが引かれ、進行方向である前方には扇おうぎ状に広がる空間がある。その向こうから……随分と生ぬるい、べたつく湿気が漂ただよってくるのは気のせい、だろうか。

　ぶおんぶおんと錆さびついた耳みみ障ざわりな機械音と、風に乗って揺れる白いお札のようなもの……

　一筋流れた冷や汗をぬぐい、腹筋に力を込めて構かまえつつ隣となりを見ると。

「お、思ったよりも、雰囲気ありますね……」

　縋すがるように、俺おれの制服を小さく掴つかむ朝あさ岡おかさん。温かく触れた指先の感触に、身体からだがぽっと熱を帯びる。

　……ちょっと怖いけど、せっかくの機会……格好悪いところは見せたくない。

　冷や汗をぬぐい、朝岡さんを庇かばうように一歩前へ。まずは男として俺が前に──と踏ふみ出したその前で。

「っ……！」

　ぼう、と。

　青白い光が灯ともり、奥の額がく縁ぶちに収められた白しろ装しよう束ぞく姿の女の絵を映し出した。首筋に電話コードを緩ゆるく絡め、どろりと半分溶けた眼まな差ざしがこちらを睨にらみ、口元には半笑いの笑みを浮かべている。気のせいか、線香の香りも鼻につく……

　驚おどろいた朝岡さんが俺の制服から手を離す。朝岡さん、と声をかけようとして。

　唐突に、全すべての明かりが消えた。

「ひゃっ」

「わっ」

　一いつ瞬しゆんの暗くら闇やみ。が、すぐに懐かい中ちゆう電灯の光が灯る。

「朝岡さん、だ……」

　大丈夫？　と聞こうとしたその真横から。

　額縁に収められていたはずの白装束の女が、カーテンの隙すき間まから、ぬぅっ……と顔を覗のぞかせて……！

「ひゃあっ！」

　傍そばの朝岡さんが悲ひ鳴めいをあげて後ずさり、俺のつま先にぶつかり、足が絡まる。しまった、と気づいた時にはそのまま──

　俺の方に倒れ掛かってきた！

「わっ」

　支えきれず朝岡さんの身体ごと押し倒され尻しりもちをつく。さらに朝岡さんがスカートごしに俺の太ももにのしかかり、むにゅっ、と柔らかいお尻しりが当たって、

「ぶほっ」

　別の意味で吹いた。

　……あ、朝岡さんのスカートが、お尻が、ものの見事に俺の大だい腿たい部ぶの上に……！

　いやこれは違うんだ、と声をかけようとして、

「あ、朝あさ岡おかさん、あの」

「ひわわっ」

　朝岡さんの前方では白しろ装しよう束ぞくのお化けが踊っている。びっくりする朝岡さんが後ずさりしようと足を動かす度たびに、俺おれの太ももの上でスカートが擦こすれる。大変よく擦れる。これはまずい。さらに朝岡さんは俺の身体からだに背中を預けたまま……い、いかん、これはなんつーか、

「朝岡さん」

　声をかけると、朝岡さんが俺に気づく。その直後──

　白装束の女が両手を大きく振り上げた！

　びっくりした朝岡さんが、反射的に俺の身体にぎゅーっと抱きつき、

「ぶふぉっ」

　その柔らかさに身体が圧迫され硬直する。朝岡さんの柔らかい胸とつやつやな肌が俺の全感覚を震わせ、首筋にぎゅーっと腕を絡めて抱きつきスカートが足に絡む。むにゅむにゅと柔らかく温かいものが強烈な圧迫感となって俺の胸板をプッシュし、全力でむぎゅーむぎゅーと俺に抱きついてくる朝岡さん！

　こここ、これはお化け以上に、な、なんとも危険な！

　というか全然怖くない！　怖くないけど、別の意味でまずい気が！

「だ、大丈夫だよ朝岡さん。お、俺がついてるから……！」

「っ～～！」

　予想以上に怖がる朝岡さんを安心させようと、俺もその朝岡さんをよしよししながら顔を上げる。白装束の女は少々やりすぎたと思ったのか、俺達を見下ろしニヤリと笑って引っ込んでいった。黒いカーテンが揺れ、その姿は出て来た時と同じようにするりと消える。いつの間にか小さな広間にあった額がく縁ぶちから女の姿も消えており、しん、と静かな室内に……

「……も、もういなくなったよ、朝岡さん」

　そう伝えて朝岡さんを起こすと、彼女は顔を赤くしながら、でも少し楽しそうに「……は、はい」と顔を上げた。その様子は……怖がってはいるが、どこか楽しげだ。

　……それなら良かった、のかな？　と思いつつ彼女を立たせ、再び一歩前に進むと今度は仕掛けられた携帯のバイブレーションが、部屋中に一いつ斉せいに鳴り響ひびいた。

　驚おどろいた朝岡さんがまた俺に飛びつき「ふおっ!?」と思わず悲ひ鳴めいをあげる。







　お化け屋や敷しきを脱出した後に向かったのは、同じく二年生のクラスで行われていた手製のジェットコースターだ。なんと自分達で木材を調達しコース設計をしたというそれは、アトラクション好きな朝岡さんにとって絶好のイベントだろう。

　二人乗りは無理なので個別で楽しみ（結構怖かったけど……）、その次は少し趣旨とは違うが映画研で上映されている恋愛映画を観みに向かう。もちろん出来は文化祭レベルだが、切ない恋物語の終しゆう盤ばんは二人でドキドキと胸を高鳴らせて綺き麗れいに終演。それが終わった後、昼食を取るべく三階へと向かい、三年生の喫茶店にて──

「……お化け屋や敷しきも、怖かったけど楽しかったです」

　そう朝あさ岡おかさんが口にしたのは、一通り昼食も終えた後のことだった。

　俺おれ達のナース喫茶に対し、三年生の和風喫茶は本格派の作りで、段ボールで屏びよう風ぶや障しよう子じの絵を飾り、畳と座布団まで敷しく統一感重視の構造をしている。店員さんは全員カラフルな浴衣ゆかたを纏まとい、綺麗にまとまっていた。その中でも和風な恋色を演出するかのように、手製の掛け軸には『恋愛成じよう就じゆ』と達筆な字で描かれ、傍かたわらにはお遊び用の恋愛くじも備そなえられている。俺達の教室がファンシーな感じに彩いろどったのとは対照的に、和風で清せい楚そな喫茶店だ。そんな中、昼食を終えて食後のお茶を嗜たしなみつつ。

「高たか宮みやさんも怖かったですか？」

「いや、俺はどっちかって言うと……」

　お化けというか別のものに圧迫されて怖いどころではなかった。まあどっちにしろドキドキ、というより俺の心臓がバクバクしまくりだった……けど、

「ま、まあ朝岡さんが楽しそうなら嬉うれしい、かな」

　ドキドキ体質対策としては、悪くないんじゃなかろうか。そう答えると朝岡さんは薄うすくはにかんで、

「ありがとうございます。おかげで私、何となくですけど、演奏会もミスコンもいける気がしてきました」

「おー……！」

　朝岡さんの言葉が心強い。どうやら、あんなに怖いお化け屋敷でも元気が出てくれたようで何より……

　……ん？

　というか。

「あのさ。朝岡さんのドキドキ体質って、お化け屋敷は大丈夫なの？」

「へ？」

「その……怖いと言えば怖いし」

　ジェットコースターみたいな、適度なドキドキを楽しめるのが良いのは俺にも分かる。でも本気で怖がっていたお化け屋敷の場合、体質的には大丈夫なのかなぁ……と。

　そもそもお化け屋敷の恐怖とステージ上に立つ恐怖、この二つに違いがあるんだろうか。俺からすると、怖い、という点で見たら同じ気も……

「はい。こういうのは、不思議と大丈夫なんです」

「えっと。具体的にどう違うか聞いてもいい？」

「……確かに怖かったですけど、お化け屋や敷しきは最後に必ず外に出れるって分かりますし、傍そばに高たか宮みやさんがついていてくれました。……でもミスコンや演奏会ですと、失敗したら皆さんに迷惑をかけたり、笑われたりする不安がどうしても……」

　なるほど。単に怖い事、が理由になる訳でもないのか。具体的に言うと不安とか責任とかに対して、朝あさ岡おかさんはめっぽう弱い。

　逆にお化け屋敷みたいにエンターテイメントと分かってるものなら体質には問題無く、むしろプラスに働く。凄すごく簡単にまとめると──

　楽しいかどうか、だろうか？

　……考えてみれば、朝岡さんにとってエロい事も、それに含まれるのかもしれない。男女がドキドキしながら身体からだを重ね合う。とても不安定で、でもどこか甘いときめきを秘めたシチュエーション。それは少女漫画に出てくる恋模様にもよく似た……

「高宮さん？」

「ん？　あ」

　しまった、考え込みすぎていた。

「ごめん。ちょっと考え事してて。それより次どうしようか？」

　午前中のうちに、あらかたドキドキできそうな場所は回った。なら……

「今の話聞いてさ、朝岡さんに良さそうな場所があったらって思って。やっぱり朝岡さんが楽しめる場所がいいかな、って俺おれは思うけど」

「えと……では、午後の予定なんですけれど……」

「うん」

　彼女のお薦すすめがあれば、と頷うなずくと。

　朝岡さんは喫茶店の机に両手を置いて、ゆったりとした口調で。

「私、高宮さんが回りたい所に行きたいなって思います」

「え？」

「……確かにドキドキするのも大事ですし、今からミスコンと演奏会もあります。準備も大事だと思います、けど……」

　と、朝岡さんの頬ほおが、僅わずかな朱に染まる……

「私、高宮さんと一緒にこうして文化祭を回るのも、楽しみにしていました。体質改善も大事だと思いますけど……せっかくなら文化祭、お世話になってる高宮さんにも楽しんでもらいたいな、って思うんです。高宮さんに行きたい所を選んでほしい、って」

「いや、俺のことは気にしなくても」

「気にする気にしないではなくて、私が一緒の所に行きたいな、なんて……」

「う……」

「高宮さんと行ける所なら、どこでも楽しそうな気がします。何となく、ですけれど」

　そんなふうに応こたえ、照れた笑顔を見せてくれる朝あさ岡おかさんが……どうしよう。

　物もの凄すごく可愛かわいらしく見えてしまう。俺おれと一緒になら、どこでも……？

　そして、聞かれると逆に悩んでしまう。自分のことは全然考えていなかった。個人的に行きたいのはナース喫茶で、朝岡さんと一緒にのんびりしつつ自分達の作ったものを眺めて……あ、でもクラスの連中に茶化されるか。それもちょっと。

　やばい、どうしよう。これが幸せすぎる迷いか。こ、こんな良いことあっていいのか？

　ええと、ええと、と一いつ生しよう懸けん命めい考えていると、

「あ、いた、高たか宮みや君。朝岡さん」

「ん……藤ふじ田たさん？」

　喫茶店の入口から藤田さんが顔を覗のぞかせた。生徒会の腕章を片腕につけた彼女が、浴衣ゆかた姿の先せん輩ぱい達に頭を下げつつ寄ってくる。……ん？

「どうかしたの？」

　聞くと、藤田さんは少し躊躇ためらった後、

「高宮君、朝岡さん。朝言い損そこねたんだけど、まっつーが体調悪いみたいでさ」

「へ？」

「なんだか緊きん張ちようしすぎてお腹なか壊こわしたとか言って……でも午後から来るって言ってたんだけど、まだ見てない？」

　と聞かれ、二人で首を左右に振る。

　って。

　……マジで？

　松まつ野の、体調悪いの？

「そう。なら私、もう一度電話してみる。来るって言ってたから大丈夫だと思うけど……あ、もし見かけたら私に連絡くれるよう伝えてくれない？」

「は、はい」

　頷うなずく俺達の前で、藤田さんは急いで喫茶店を出て行く。その背中を見送って……

　どうしよう。

　まずは、松野の体調が気になる。緊張して体調を崩くずしたのは松野らしいと言えばらしく、しかも原因が俺にもあるし心配だ。

　けど、同時に……

　ミスコンが。

　……元々、ミスコンは松野に全部お願いしてたところがあったから……

　幸せな気分は霧きりのように消え、緊張が背筋を伝う。ざわめく喫茶店内の雑音が、妙に耳につく。ちょっと、朝岡さんを見るのが怖い。彼女が今どんな顔をしてるのか。

　……で、でもまあ、これだけ沢たく山さん文化祭でドキドキできて、さっきまで笑顔を見せてくれた朝あさ岡おかさんなら、きっと乗り切れる、よな？

　ミスコンも演奏会も大丈夫、って言ってくれたし。

　そうだそうに違いない、と信じて朝岡さんに向き直り、

「朝岡さん。松まつ野のが出れなくても……大丈夫、だよね？」

　おそるおそる聞くと、朝岡さんは。

　喫茶店で配られた日本茶のコップを片手に、にっこりと微ほほ笑えんだ。

　……よ、良かった。どうやらショックは受けてなさそ……？

　いや。

　違う。これは……！

「朝岡さん？」

　彼女はたいへん穏おだやかに微笑んでいる。それこそ女神のように。

　その目の前にゆっくりと手を出し、振ってみる。

　反応しない。

　正しく見れば、その柔にゆう和わな笑顔は氷のように硬直し、単に次のリアクションに移れないと言いますか。そんな感じの……

「朝岡さん？　あ、あのー？」

　その美しい氷の微笑に一筋の汗が流れ、氷が砕ける。いらっしゃいませー。店員さんの軽快な声が響ひびき渡り、朝岡さんの身体からだが時間を取り戻す。

　その目元を、ゆっくりと潤うるませて……

「た…………高たか宮みや先生ぇ……！」

　そう。当たり前のことだが、ジェットコースターもお化け屋や敷しきも大丈夫な朝岡さんだって怖いものは怖いし、駄目なものはとことん駄目なのだ！　それが俺おれ達の天敵、恐怖のドキドキ体質！

「うわわ、朝岡さん、まだ決まった訳じゃないから！」

「すいません、どうしても、び、びっくりして」

　とりあえず朝岡さんを宥なだめようと席を立ったのが間違いだ。遅めの時間帯のせいで店の客こそまばらだが、涙目な朝岡さんに気づいた男子が「何あの男子、昼間から女の子泣かしてるとかありえなくね？」「あ、あれ朝岡さんだ。ほらミスコン大会の……」ざわざわざわ。朝岡さんだと気づかれたが最後、話題はやはりミスコン──それが今現在、最大のピンチを迎えている原因とも知らず話題に上り、これはまずいと和風喫茶から飛び出した。急いで一階先の渡り廊下まで駆け下りる。彼女を自販機横のベンチに座らせ、

「大丈夫だよ朝岡さん！　朝岡さんは凄すごく可愛かわいいし、自信を持って出ればさ！　それにほら、もう沢たく山さんドキドキもチャージしたし！」

「でも私、やっぱり舞ぶ台たいの上に一人で立つのは、あの……ひわっ」

　朝あさ岡おかさんがびっくりする。何事かと自販機を見上げると、真横にドでかい文化祭用掲示板がいつの間にか立っていた。『ミスコン大会15時スタート！』の大々的な文字と、朝岡さんを筆頭に参加者の写真が、ドーンと！

「ごめんなさい、自分で参加するって言ったのに、焦あせってしまって……あうぅ」

「落ち着いて、まだ本番まで時間あるし！」

　とにかく今は落ち着かせないと。大丈夫、ミスコンなんか怖くない。くそぅ、もっとドキドキ体質の対処法さえ分かれば！

　つーか松まつ野の、本当に体調崩くずして寝込んでるのか？　連絡取れないほど酷ひどいのか？

　と……とにかく、

「松野も出れないって決まった訳じゃないし、本人も午後は来るって言ってたらしいし。まずは松野が来るのを待ってみよう、朝岡さん。ね？　考え込んじゃうと身体からだに悪いから」

「は、はいっ。それは、頭では分かっているんですが……！」

　頭で思っただけで悩みが解消するなら苦労は無い。

　案の定、

「あうぅ」

「朝岡さん、大丈夫？　鼻むずむずする？」

「す、少し」

「とりあえず休もう。こっち」

　見られる前に移動しよう、と朝岡さんを連れて歩き出す。







　文化祭は正午を折り返して午後に移り、わっと花火のように盛り上がりを見せた祭事はチリチリと、しかし確かにその賑にぎわいを落としていく。喧けん噪そうと、歓喜と、騒さわぎ疲れが見え始めた頃ころ合あいの中、少しでも人目を避さけて保健室へと回り込む。

　文化祭当日でも保健室は唯一イベントに使われてない部屋で、もし朝岡さんの体質が出た時にはここで休んでもらおうと思っていた。が、

「うぐっ」

　室内に目を通すと、奥のカーテンが閉じられていることに気づく。誰だれか休んでる……？

　正直、未いまだトイレ問題が尾を引いているのが痛い。文化祭中に女子トイレで……なんて騒ぎになれば俺おれも朝岡さんも本気で終わる。かといって倉庫みたいな場所は先日のトラウマも──

（人がいるけど……朝岡さん、こっそりね）

（はいっ）

　声を落とし、奥のベッドに気づかれないよう手前のベッドに忍び込む。グリーン色のカーテンを閉じれば簡易の密室が完成だ。……とはいえ小声でしか会話できない以上、いつもみたいに刺し激げき的な方法は控えたい。まずは応急処置と、文化祭で蓄たくわえた経験を使って……

（朝あさ岡おかさん、ゆっくり深呼吸。それから、今日のドキドキを思い出して）

（は、はい！　ん～っ……！）

　頑張って想像を始める朝岡さん。顔を真っ赤にする辺り、ちょっと可愛かわいい……って見てる場合じゃない。いつもの本、は持ってないよな、流石さすがに。

（ちょっと待ってて、朝岡さん）

　あまり効果は無いけど、風か邪ぜ薬や鼻炎薬でも多少のくしゃみ止めにはなる。無理でもプラシーボ効果ぐらいは期待したい。演奏会とミスコン、その一いつ瞬しゆんだけドキドキ体質を止められればいい。

　何か使えるものを探して保健室の薬棚を開く。見慣れた風邪薬に解熱剤、イソジンや絆ばん創そう膏こうなど応急品を見つけ、とりあえずは風邪薬を少なめに処方するか、と考えていると……

（ん？）

　ふと、机の脇わきに置かれていた鈍にぶい鉛なまり色の箱に気がついた。『保健室』とラベリングされた、細長い、上うわ蓋ぶたを開けるタイプの箱は診しん療りよう所じよで見覚えがある。

　手を伸ばして埃ほこりを払い、その蓋を開くと出てきたのは腕にカフを巻いて手動で測るタイプの血圧計だ。デジタル表示すらされない旧式のものだが──

　そうだ、血圧。ドキドキ体質時に測定できれば、と……

　風邪薬と一緒に箱を掴つかんで再度カーテンの中へと戻る。ベッド上では未いまだに「うーん！」と目を閉じて頑張る朝岡さん。その片腕を手に取り、

（朝岡さん。ちょっと、血圧を測ってもいい？）

（え？　……あ、どうぞ！）

　ドキドキ体質が出た時の血圧を測定するのは初めてだ。腕にカフをぐるぐると巻いて膨ふくらませ、朝岡さんの腕を圧迫しながらメーターを覗のぞき込む。本当に血圧が低くて体調が悪いなら、他ほかの対処法が無いわけじゃないし。

　──。

「……１０６の、61」

「やっぱり低いですか、高たか宮みや先生」

　思わず口にする朝岡さん。けど、

「いや、そうでもない、かな……」

　平均値よりは若じやつ干かん低い、といった程度だ。朝岡さんぐらいの歳としなら上が１１５、下が70ぐらいで平均だったはず……とはいえ低血圧の基準に当てはまるほど低くもない。血圧は時間帯や状態によって変動するので、この程度の変化なら平常時でもよくあるし……

「そ、そうなんですか？」

「うん」

「でも私、こういう時はドキドキしたら治りましたし……やっぱりそういうの、心臓とか血圧とかに関係してるんじゃ……」

　朝あさ岡おかさんの口調が不安に揺れる。でも数字は数字として捉とらえないといけない。この値なら高血圧、低血圧どちらの定義にも当てはまらないし、低血圧らしい目眩めまいなんかの症状も出てない。そこはきちんと判断しつつ……その一方で、

「とりあえず血圧自体は関係ないと思う。けど、ドキドキしたら治るのも正しい、ってところかな」

　ドキドキすれば治る、というのも実績がある。これも正しい。

　つまり──

「朝岡さんの体質は、血圧とは直接関係が無い……けど、ドキドキすると治る。だから朝岡さんの体質は、やっぱり血圧以外の要因が絡んでるんだと思う」

「そうなんですか!?　私、ドキドキすれば治るので、だから血圧だとばかり」

「本当にそうならミスコンでも演奏会でも緊きん張ちようすれば血圧は上がるしね。ただ……」

　分かったのは、あくまで血圧が要因ではない、ということだけだ。結局は他ほかの原因を突き止めない限り、朝岡さんの体質は良くならない。そして……

　話を総合すると、やっぱり朝岡さんのメンタルが一番の要因に思えてくる。緊張や不安、プレッシャーが体質を引き起こす様子は何度となく見て来た。それが本当の原因、と確定まではいかないものの……強い影えい響きようを与えてるのは間違いない。

　体質がばれることへの恐怖。馬ば鹿かにされることへの不安……

　──ただ。

　それは結局、ドキドキ体質が本来抱える問題へと戻る。

　つまり……

　不安を打ち消すために、沢たく山さんドキドキするしか対処法が無い。

「……どう、朝岡さん。思い出して、少しは良くなりそう？」

「う……そ、それが、あんまり……やっぱり考えると、ちょっと不安になって」

　そう、と答える俺おれの頭上から校内放送が聞こえてきた。午後二時から一年生の演奏会が行われます。興味のある方は是非どうぞ！　その放送終了と共に校内のチャイムが続く。朝岡さんが頬ほおを引きつらせ、演奏会はもう目前だ。今は少しでもドキドキを……

　……いや、でも。

　それで本当に良いのだろうか？

　そもそも、今ドキドキさせて効果はあるのか……？

　だって、

「うーん……！」

　と一いつ生しよう懸けん命めい思い出そうとする朝岡さんの姿を見ながら、思うのだ。

　一時的に朝あさ岡おかさんが思い出して、ドキドキできたとしても。結局本番で緊きん張ちようしたら効果が無いのでは……？

　鼻を押さえて目を瞑つむる朝岡さんを覗のぞき込む。辛つらそうに、一いつ生しよう懸けん命めい思い出そうとする朝岡さん。でも彼女はつい先ほどまで、ジェットコースターやお化け屋や敷しきで沢たく山さんのドキドキを蓄たくわえていた。なのに、いまは殆ほとんど効果を発揮していない。

　つまりドキドキチャージの効果はあまり高くないのだ。朝岡さんの言うドキドキによる体質改善とは、くしゃみが出た後にできる対症療りよう法ほうとしての意味合いが強い。

　となると。本番では、あんまり役に立たないかも……？

「あ、あの、高たか宮みや先生……」

　どうしよう。考えれば考えるほど、焦あせりが生まれる。分からない。対処法が無ければ最悪ドタキャンしかない。文句は言われるだろうが、ステージ上で体質のことがばれたり朝岡さんが泣いてしまうよりは、よっぽど。

　でも……朝岡さんは多分、それを良しとはしないはず……

「高宮先生」

「ん？」

「わ、私も……色々、考えたんですけど」

「うん」

「……このまま、本番も頑張ります。一人でも、やります」

　力強く朝岡さんが宣言した。やっぱりそうか、と心の何ど処こかで納得してしまう。朝岡さんはそういう人だ。

「確かに不安ですけど、私、高宮先生にたくさんドキドキもらいましたし！」

「うん。でも……」

「だから、頑張ります」

　そう意気込む朝岡さんに、今の俺おれができる事は。

「……無理はしないで、朝岡さん」

　そう返すのだけで精一杯だ。

　……結局俺にできるのは、少しでも彼女をドキドキさせることだけ。効果が薄うすくてもミスコン本番まで、楽しい事を少しでも長続きさせる。演奏会は舞ぶ台たいの後ろ側だし、ミスコンだって本番はたったの三分。僅わずかな時間でも頑張って、あとは勢いで押し切るしかない。

　そのために、

「朝岡さん。なら俺も、できる範はん囲いで──」

「でもやっぱり体質がばれるのは怖いので……私、最後の手段を、使おうと思います！」

「え？」

　やれることをしたい、と言いかけた前で朝岡さんがいきなりそんなことを言い出した。

　……最後の手段？　そんな必殺技みたいなものがあるの？

　顔を上げると、朝あさ岡おかさんは保健室のベッドの上でぎゅっと拳こぶしを握り俺おれを見つめ、恥ずかしそうに人差し指をくりくりさせながら、

「あの…………高たか宮みや先生。ち、ちょっとだけで、良いので。お願いが、あるんです」

「う、うん」

　朝岡さんのためになら何でもします。

　で、その最終手段とは……？

「私の不安を、本番中に抑えるために……」

　口にしながら、ぽおっ、と頬ほおを赤く火ほ照てらせる。

　その細い指先で、ベッドの上に置いた俺の手先を掴つかんで、

「私を、ぎゅー、ってしてください！」

「……は？」

「そ、そしたら私、元気なドキドキができる気がするんです！」

「そうなの？」

「はい。……この前、高宮先生のおうちに行った時もそうだったんですけれど……私、先生に傍そばについてもらってるだけでも、とても胸がドキドキして……それを本番まで、高宮先生のことを考えながら頑張れば……と」

　朝岡さんの言葉に身体からだが固まる。

　彼女の身体を、ぎゅーっ……って、元気に。

　……そ、それは。

　むしろ俺の方がドキドキするんではないでしょうか!?

　というか朝岡さんの言う『最後の手段』って、要するにパワープレイのことなのだ。通常のドキドキで足りないなら、本番まで持つスーパードキドキ！　うおおっ！

　……でも強引だからこそ、ある意味で理に適かなってもいる。穴の空いたバケツであっても、膨ぼう大だいな量の水を入れれば時間稼かせぎにはなるという純粋な力押し。

　けど。

　そのために、彼女を抱きしめる？

　考え出した途と端たんに俺の心拍数が跳ね上がる。彼女を直接……この手で、ぎゅーっと！

　もう本当に遠回しな意図もない、完全に、男として女の子の身体を自分から抱きしめる。しかも生なま半はん可かで曖あい昧まいに抱きついても駄目だ。これはドキドキ体質対策の、最終手段としてのドキドキ方法。失敗すれば学校の大おお舞ぶ台たいでくしゃみを連発し、笑い物にされる朝岡さん……

　そう。これはあくまで、治ち療りようであって。

　朝岡さんの言う通り、最後の最後の選択肢。

　……ごくり、と生なま唾つばを飲み、彼女と目を合わせる。

　間近で見るほどにその白い肌と、澄すんだ海のように綺き麗れいな瞳ひとみが視界に入る。真正面から向けられるその眼まな差ざしに、どくん、どくん、と心臓が高鳴っていく。やるしかない、と無言でその肩に手を伸ばすと朝あさ岡おかさんが瞼まぶたを閉じ、距離をじりじりと近づける。肌と肌が触れそうなほどに。その唇が触れそうなほどに。ドキドキ。朝岡さんを、この手で。

　それは何ど処ことなく、二人きりの秘めごとのような甘さを漂ただよわせている。騒さわがしい祭りの気配を耳に留とどめながら迎える昼下がりの保健室、そのカーテンの奥で行われる秘密の行為。たった二人きりの、艶つやめいた甘美な香り……

　指先に触れた彼女の髪をすくい、その手を伸ばし、身体からだを縮こませる朝岡さんの背中側へと腕を伸ばす。あと一息。少しでも力を込めれば、彼女の身体がすぐ傍そばに……！

　もう一度、渇いた唾つばを飲み込む。

　そして、ぎゅっ、と。

　彼女の身体を。

　俺おれの、腕で──

「……あのぉ」

「ひぅあっ！」

「うひぃっ！」

　突然聞こえた声に二人で悲ひ鳴めいをあげた。しまったばれたー！　と顔を見れば光射し込むカーテンの隙すき間まから、ゾンビのように顔色の悪い、俺達のよく知った女子生徒がこちらを覗のぞき……

　って、

「ま、ままま、松まつ野のーっ！　どっから出て来た!?」

「いや、隣となりのベッドで寝てたんだけど、声が聞こえて……」

「あ、隣で寝てたのお前か……って」

　うん？　松野？

　……うおおっ！

「ま、松野いるじゃねーか！」

「そうだけど……ってか何してんの二人で」

「え!?」

「昼間から大胆なアレ……？」

「いや違うんだ松野これは……つか松野、お前学校来てたのか!?」

「さっきね。でも調子でなくて……本当ごめん仁じん、こんな予定じゃなかったんだけどさぁ」

　そう弱々しく口にする松野は俺達の秘密の行為を目もく撃げきしたにもかかわらずテンションは低い。しかも片手でお腹なかを抱えている……

　硬直から解けた朝岡さんがベッドから身を乗り出し、

「松野さん大丈夫ですか!?」

「うん、大丈夫朝あさ岡おかさん、ちょっと寒気が……あ、でもすぐよくなるから大丈夫」

　と応こたえたそこに、校内放送が再び響ひびく。これより一年生による演奏会を開催します。体育館にて──って、しまった。結局ぜんぜんドキドキできてない！

　それならせめて体育館まで一緒に行って、本番直前まで彼女を励ますしか。

「っ……松まつ野の、ごめん。ちょっと俺おれ、朝岡さんと演奏会の方に行くから、えと……」

　せめてミスコンに出れるか、と聞こうとした口が止まる。

　俺達の秘め事を目もく撃げきしたその口元こそ笑っているが、松野の顔色は蒼そう白はくで覇は気きがない。嫌いやな汗を流した髪は若じやつ干かん張り付き、我慢ギリギリといった体ていだ。

　そんな松野に……とてもではないが、ミスコンが、とは聞けない。

　というか正直、この状態の松野をステージに上げるのは朝岡さんが許さない気がする──

「あ、あの、高たか宮みやさん。私は大丈夫ですので、高宮さんは松野さんに付いていてあげてください。演奏会は何とかしますので！」

　そんな考えを先読みするかのように、朝岡さんが口にした。

「演奏会は皆さんが付いてくれてますし、大丈夫だと思います！　なので、松野さんの体調を診みてあげてください。あと、み、ミスコンも……私、一人で何とかしてみますので！」

「朝岡さん──」

「あとをよろしくお願いします、高宮さん。……私、頑張ってきます！　大丈夫です！　私、やれますから！」

　そう力強く宣言し、踵きびすを返した朝岡さんの背中を見ながら……

　心底、思う。

　これは駄目だ、と。

　……だって。

　走り出す朝岡さんの瞳ひとみは、ゆらゆらと揺らいでいた。自分の怯おびえを俺達に見せまいと慌ただしく背を向け、躓つまずきそうになりながら走るその背中は不安を隠し切れていない。それでも、その背中は追ってくるなと俺達に無言のメッセージを伝えている。

　朝岡さんは嘘うそが下へ手ただ。その割に頑張り屋さんだから、その意味もすぐ分かってしまう……

　松野も同じ事を思ったのか、

「なんか、本気でごめん。っていうか仁じん、朝岡さんの所行ってもいいよ……？」

「行っても俺がステージに上がる訳じゃないし、松野放り出したら朝岡さんに怒られる。……とりあえず休んでろ。朝岡さんのとこ行ったって追い返されるに決まってるし」

　せめて松野の体調回復が見込めれば、と彼女をベッドへ戻るよう言いつつ薬を探してみた。さっき引き出しで見つけた風か邪ぜ薬に加え、一度中庭に出て自販機からミネラルウォーターを買って松野へと渡す。

　その松野は弱々しく笑いながら、

「っていうか仁じん。朝あさ岡おかさんと保健室のベッドで何してたの……？」

「え？　あ、」

　しまった。

　さっきの、松まつ野のには見られてたんだっけ……

「えと……あれは……まあ、緊きん張ちようをほぐすためのアドバイス、みたいな？」

「さっきので？」

　うぐっ、と言葉に詰まる。

「なんかドキドキがどう、とか……どう見ても仁が朝岡さんと抱き合ってるようにしか見えなかったけど」

「ぎくっ……っと、あ、そ、それはほら。朝岡さんの緊張をほぐす治ち療りようの一いつ環かんっていうか……別にその、へ、変な意味じゃないんだぞ？」

　そう、本当にそういう意図は無くて。冗談抜きに、あれが最善の治療法だと俺おれは思って……

　でもあんな場面を見て、簡単に信じてくれるほど松野と言えど……

「ふぅん……まあ、仁のことだから本当かも」

　信じた!?

　いや、たぶん松野が弱ってるせいだろう。馬ば鹿かにする余裕が無いだけに違いない──

「でも……それ、なんか楽しそうな治療だね」

「え？」

「なんかさ。抱きしめて元気が出るって、ロマンチックで幸せじゃん？」

「そ、そうか？　ロマンチック……？」

　でも実際は、ロマンよりも本能を抑えるのが大変でして、

「……ねえ仁。あたしもぎゅーっとして。そしたら風か邪ぜが治るかも」

「え!?」

　松野を!?　いや待て、それは──

「冗談だけど」

　焦あせる俺の前で、えへぇ～、と松野が笑う。

　……くそぅ、しまった。一いつ瞬しゆん騙だまされてしまった……！

　つーか、

「ロマンって言うけど、そもそもそこまで便利じゃねーし！」

　抱きしめて治ればと言うが、単に抱きしめれば何でも良い訳じゃない。本当に必要なのは胸のドキドキ、しかも緊張とは異なる、楽しい、或あるいは興奮するドキドキだ。

　それを得る難むずかしさは、今回の文化祭でもよく分かる。映画やお化け屋や敷しき、俺と一緒に秘密な事をするのは興奮するしドキドキするけど、ミスコンのような不安の強いものは駄目……

「説明が難しいんだけどさ。ロマンチックなだけじゃなくて、朝岡さんが楽しいとか、嬉うれしいって思わないと駄目みたいなんだ。薬でどうとかできるもんじゃなくて、しかも元気づける方法が難むずかしいっていうか、朝あさ岡おかさんの気持ちが乗らないと駄目っていうか」

「うわぁ。それ遠回しに物もの凄すごい惚のろ気けだよね仁」

「はい？」

　何が？

「分かんないか……重症だねこりゃ……」

　何やらぶつぶつと独り言みたいに松まつ野のが呟つぶやく。えと、どの辺が惚気で……

「でも、仁じん。それで朝岡さんが良くなるならさ。ミスコン本番で、朝岡さんの緊きん張ちようをほぐせば良くなるんじゃないの？」

「え……？」

「朝岡さん、ミスコンでステージに上がるのが怖いんだったら、仁が頑張って本番中に緊張しないようにしたら良いんじゃん？」

「あー……」

　言われれば、確かにそうだ。

　ドキドキを蓄たくわえるのが難しいなら、本番中の緊張をほぐして、さらにできるならドキドキさせる。そうすれば──

「って、それが簡単にできれば苦労しねーし。大体どうやって本番中にドキドキ……じゃない、朝岡さんを励ますんだよ。朝岡さんはステージの上だぞ？　しかも本番中だぞ？」

　手が届くなら、俺おれだってとっくにその手を掴つかんでいる。女装でも何でもしてやるさ。でもミスコンは流石さすがに生徒会の目玉企画だし、メインの朝岡さんの邪じや魔まをすれば大ブーイングは必至だ。だから困ってる訳で、

「なら、応援するとか」

「応援……？」

「声なら届くし。朝岡さん、仁が応援してあげれば、ステージの上でも少しは緊張ほぐれるんじゃない？」

「声？」

「そうそう。まあ、それくらいしかできないっちゃできないけど……はぁ。にしても、あたしも文化祭、楽しみたかったなぁ……何でこんな時にお腹なか壊こわすかなぁ……」

　そう呟いた後、松野は体調不良のショックを隠さず、布団を被かぶって溜ため息いきをつく。気力の抜けた、その溜息を聞きながら。

　そうか、と思う。

　声なら……

　たとえミスコン本番中でも。朝岡さんに、声なら届けられる。

　というより。

　正しく言えば……ミスコンの本番中には、声しか、届かない？

「あ……」

　チリチリと、脳内で何かが繋つながっていく。

　朝あさ岡おかさんが怖い物。声。会場の、みんなの声。

　……朝岡さんが、本番で最も怖がってるのは何だ？

　緊きん張ちようして声が出ないこと？　身体からだが動かないこと？　それとも衣装が恥ずかしい？

　違う。

　朝岡さんが一番怖いのは、体質がばれること。そして……

　その体質を、みんなに笑われ、馬ば鹿かにされることだ。だから俺おれは本番で体質が出ないように、ドキドキを沢たく山さん蓄たくわえるべく頑張ってきたけど……

　馬鹿にするには、馬鹿にするための罵ば声せいがいる。笑いものにするには、笑い声がいる。

　その声を……もし、解決できたら。

　朝岡さんへの、素敵な声援に変えることができたら。

　朝岡さんは不安に思うこともなく、体質を出すこともなく……むしろ応援されれば朝岡さんだって、楽しくミスコンという舞ぶ台たいをやり遂とげられるかもしれない。

「そうだ。応援だ」

「え？」

　できるかもしれない。いや、できる。

　朝岡さんの、ミスコン対策！

「松まつ野の。色々ありがとな、アドバイス」

「へ？」

「おかげで閃ひらめいた。松野の言う通り、応援すれば朝岡さんも元気になると俺も思う。だから後は俺に任せろ。な？　……で、悪いけど俺ちょっと出てくるわ」

　驚おどろく松野の肩をぽんと叩たたき、もう一度休むよう伝えてから保健室を飛び出した。生徒達や親御さんの合間を駆け抜け、自分達のクラスで開かれているナース喫茶のドアを開く。

　教室内では山やま一いちが白衣を着たまま「どうして俺の時は客が来ないんだー！　っていうかみーちゃんは……！」と嘆なげいていた。その傍そばでは女子達が三人、加えて藤ふじ田たさんも生徒会の仕事が一段落したのか、時計を気にしつつも教室のみんなと話をしている。

　その教室に飛び込むと山一がぱっと顔を輝かせ、

「うおお、高たか宮みや！　お前客か？　客なのか？　俺の初めての客がお前か!?」

「ちげーよ」

　と突っ込みながら見渡せばお菓子の類たぐいは大体売り切れ、飲み物が若じやつ干かん残っている開店休業状態だ。後は文化祭の終わりを待つだけの、なだらかな時間帯……

「藤田さん。山一。あと、他ほかのみんなも悪い、急ぎのお願いがあるんだ」

「……なに？　高たか宮みや君」

　藤ふじ田たさんが立ち上がり、つられて他ほかの女子と、パーティション裏に隠れていた男子が二人ほど顔を出す。その顔を見ながら、改めてお願いした。

「まだ時間早いけど、ナース喫茶を閉店にしてほしいんだ。頼む。それで──」




　藤田さん達にお願い事をした後、体育館に戻ると丁度一年生の演奏会が終わった直後だった。ステージでは現在ミスコンの前座に当たる吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏会が始まり、その次のミスコンに備そなえてか徐々に生徒達も体育館へと集まり始めている。

　朝あさ岡おかさんの様子を見るべく体育館脇わきに向かうと、彼女はステージ脇で休んでいた。ナース服の上から白衣を羽は織おり、椅い子すに腰掛け一息ついている……というより、見た目からしてへろへろしている。他の男子に「大丈夫？」と心配されている彼女の元に俺おれも向かうと、朝岡さんは何とか微ほほ笑えみを浮かべ、

「な、何とか、大丈夫でした……！」

　という言葉通り、演奏会は自力で頑張ったのだろう。が、次は持ちそうにない。

　ちょっと失礼、と女子達の間を抜けて朝岡さんを体育館から外へ連れ出す。人前では何とか笑顔を保っていた朝岡さんだが外に出た途と端たん、気が抜けたのか大きく息をつき冷や汗を流して、

「す、すいません、高宮先生……やっぱりミスコンまで、頑張れないかも……あ、で、でも頑張ります！」

　弱気を隠すように強気に応こたえる朝岡さんの姿がいじらしい。

　でも、

「朝岡さん。俺、朝岡さんのドキドキ体質の対策さ。一つ、閃ひらめいたんだ」

「え……？」

「それを、今から朝岡さんの出るミスコンでやってみようと思う」

「え、ど、どうやるんですか？　今から何かドキドキするとか」

「まだ秘密。でも、期待して待っててね」

　ここは少しイタズラっぽく、彼女の気を引く。

　期待を持って驚おどろかせた方が、きっと素敵なドキドキに繋つながると思うから。

「朝岡さん。絶対大丈夫だっていう自信があるから、頑張ってステージに上がってみて。松まつ野のは来ないし、一人だけど……」

　いや、むしろ一人の方が良い。

　このステージの成功は、必ず朝岡さんの自信と、後の体質改善に繋がる。

「ね？」

　元気づけて送り出す。

　朝岡さんは僅わずかな不安をその目に見せたが、でも覚悟を決めて。

「……は、はい……！」

　力強く頷うなずいたところに再び学校のアナウンスが流れ始めた。

　文化祭最終イベント、ミスコン開催のお知らせ──

「で、では高たか宮みや先生！　私……行ってきます！　よろしくお願いします！」

　大きく頭を下げた後、朝あさ岡おかさんが体育館へと走って行く。そのナース姿を見送って……

　主治医として、その期待に応こたえよう。作戦開始だ。

　体育館の入口から入ると、山やま一いちを始め教室でお願いしたクラスメイト達が集合している。先頭の山一に手を合わせてよろしく頼みつつ、俺おれは前方に集まる人だかりを見据えた。ステージ前方には進入禁止用のテープが張られ、生徒会のメンバーらしい男子やツインテールの女子が生徒達にあまり近づきすぎないよう指し導どうしている姿が見える。その人の群れの中へ──

「うおおおおおーっ！　ちょっと失礼しま────すっ！」

　強引に、突とつ撃げき！

　わらわら集まる男子の群れを掻かきわけ、明らかに怪け訝げんな顔をされるは割り込み禁止だの言われるが完全無視して一番前へと進み出る。周囲の生徒から「なんだコイツ……」的な眼まな差ざしを受けるが気にしない。朝岡さんのためだ、と周りを威い嚇かくし一番良い真正面に陣取る。その前でついにブザーが鳴り、

「それでは今より文化祭最後のイベント、ミスコン大会を行います」

　ステージ奥より聞こえる大人しめのマイク音声に拍手と歓声が続いた。降ろされていた幕がゆっくりと上がり、さあ来い、と構かまえる俺の前にまず現れたのは、早くも一番手のミスコン挑戦者だ。

　その女の子は頭にカチューシャを載のせ、フリルがついた白黒のメイド服。エプロン姿にも近いスタンダードなタイプだが、その顔には特徴的なフレーム眼鏡めがねをかけた、今日も冷静に頑張ります、と言わんばかりの……

　藤ふじ田たさんだった。

「えっと」

　緊きん張ちようからか藤田さんが珍しく口ごもりつつ、

「ミスコンの司会を務めさせて頂きます、生徒会書記の一年、藤田です。よろしくお願いします」

　まだミスコン出場者が出てもいないのに、どよめく会場。

「き、気合い入ってんなぁ……！」

　元より藤田さんは松まつ野のや朝岡さんとはタイプの違う美人で、見ての通りメイド服や真ま面じ目め系の衣装が本当に似合う。「あの司会、レベル高ぇぞ……！」と右隣どなりから聞こえ、さらに俺の前でステージ整理をしていた例のツインテール女子が「ミスコンに負けるな藤田、生徒会の面子メンツを見せるのよ！」と拳こぶしに力を入れている。

　そんな皆に藤田さんも愛あい嬌きようを見せようと思ったのか。

「では……みなさん、よろしくお願いしますね☆」

　と。

　あの藤ふじ田たさんが、可愛かわいい声と共にぱちっ、と恥ずかしそうにウィンクをした。
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　うおおっ……！

　まだミスコン本編が始まってすらないのに会場が燃え上がる。俺おれも含めた生徒達が揺れ、合図と共に可か憐れんなＢＧＭが流れ始めてから数秒後。一番手に出てきたのは短いツインテールに背の低い二年生の女子だ。マイク片手に登場して小さくウィンクをする。

「こんにちはー☆　今日は私のメ……」

　とまで口にしたところで司会の藤田さんと視線が合い、びしっ、と硬直した。

　現れた彼女は見事なメイド姿だった。

　既すでに藤田さんが全部持っていった後であった。

　鮮烈な藤田インパクトで始まったミスコンは一番手出場者を撃げき墜ついし、出場者達にただならぬプレッシャーを与える。「あの司会が持っていっちゃいましたね～」といつの間にか腰掛けていた採点役の先生方がコメントを呟つぶやき藤田さんが焦あせるが、その手前では「その調子」と拳こぶしを握る生徒会メンバーズが応援していた。その勢いで二人目、三人目を藤田さんが撃墜して──

　それでも、真打ちが出れば、雰囲気も変わる。

「続いてミスコン四番手、一年生の朝あさ岡おかひよりさんです！」

　その一言と共に体育館内がざわついた。藤ふじ田たさんの説明にも気合いが入り、照明がステージ中央を照らして拍手が響ひびき、ついに舞ぶ台たい袖そでから朝あさ岡おかさんが顔を覗のぞかせた。そのお姿は先ほど見た時と同じ、ライトの輝きを反射する白衣の天使であるナース服姿だ。シューズと帽子をばっちり決め、黒く長い髪をさらりと流した姿が会場のボルテージを引き上げる！

　朝岡さんは校内でも知名度抜群、右やら左やら後ろから立て続けに「朝岡さん超可愛かわいい！」とはやし立て口笛が飛んだ。拍手喝かつ采さいの雨あられ、藤田さんを上回る朝岡さんの人気は藤田さんの破竹の連勝記録を止め──

　その熱気が、朝岡さんを縮こませる。

「あ……えと……」

　ステージに集中する無数の視線。朝岡さんのマイクを持つ手が僅わずかに震え、挨あい拶さつの続きの言葉が出てこない。

　会場の拍手も次第に消えていき、長い三分間の始まりだ。

　朝岡さんの顔に不安の色が映り、藤田さんが心配そうに後ろから見守る。舞台の上に立つ彼女の身体からだが震え、それでも声を出そうと口を開く。勇気を持ち、けれど踏ふみ込めず、沢たく山さんの人の視線に迫られどうしよう、体質が出ないか、緊きん張ちようして失敗しないか不安が過よぎる。集まった生徒達が声を発しない朝岡さんに疑問を抱き始め、その姿を前に──

　俺おれは。

　大きく息を吸う。

　そして、

「朝岡さん、頑張れえええええっ！」

　爆ばく弾だんのような大声援を、飛ばした。

「大丈夫です、朝岡さんは超可愛いです！　俺本気で応援してます頑張れーっ！」

　体育館中にわんわんと鳴り響く俺の絶叫。ステージの上でも朝岡さんの可愛らしさに変わりはない。彼女はもっと自信を持って、自然に頑張れば必ず、上う手まくできるはず！

　そして、

　朝岡さんの味方は、俺だけではない。

　一気に声を上げた後、さらにその場で片手を上げる。

　その合図と、

「朝岡さん、ファイトー！」

　という俺の叫びに続いて、

「頑張ってー朝岡さん！」

「朝岡さん可愛いよー！」

「悔しいけど高たか宮みやの応援に俺も乗るぜ！　朝岡さんファイトォォォォッ！」

　ステージの後方から、さらなる大声援がステージ目掛けて飛んでいく。

　それは……俺おれがナース喫茶を閉店してまでお願いした、残りのクラスメイト達の声だった。




　──朝あさ岡おかさんは緊きん張ちように弱いから、ミスコンの応援をしてほしい。

　──彼女の緊張を吹き飛ばすぐらい、大きな声援をお願いしたい。




　その頼みを、皆は快こころよく受けてくれた。

「……え……？」

　朝岡さんがマイクを手にしたまま呆ぼう然ぜんと、俺達の声援を聞いている。

「朝岡さん、自信を持って！　みんな応援してるから大丈夫！」

　ぐっと拳こぶしを振り上げ、ステージの下から朝岡さんに語りかける。

　……失敗が怖い、と彼女は常々口にしていた。

　体質のことを笑われるのが辛つらい、と。それが彼女の感じる恐怖の正体だ。

　それなら──笑いや罵ば声せいの根源を、根こそぎ潰つぶしてしまえばいい。

　朝岡さんに向けられる全すべての声を、彼女への声援で塗りつぶす。

　彼女の感じる恐怖を、安心に。

　不安を、自信に。

　怖いドキドキを、楽しいドキドキへ。

　そうすることで、舞ぶ台たいそのものを彼女の応援の場とし、楽しいものへと変えてしまえば。ミスコンなんか、恐れるに足りない──！

「朝岡さん、ファイトー！」

「頑張ってー！」

　そして、その彼女を応援するみんなの声援は……朝岡さん自身が引き寄せた声でもある。

　朝岡さんはクラスのために、こうしてミスコンに出場して。演奏会も頑張り、ナース喫茶も看板娘として働き、藤ふじ田たさんや松まつ野のと一緒に診しん療りよう所じよの見学に、と。クラスの出し物を全て率先して頑張ってきた。

　その全部をこなすのは大変で、俺も朝岡さんも苦労の連続だったけど……

　それを見ていたのは俺達だけじゃない。クラスの皆も、彼女の頑張りを知っている。

　だからこそ、応援してくれる。

「可愛かわいいです！　ナース服超似合ってます！」

「朝岡さんファイトー！」

「頑張ってー！」

　がなりたてるような大声援。

　すっ、と大きく息を吸い、

「「「「「「頑張れ─────っ！」」」」」」

　力強く、叫んだ。

　その声は次第に体育館中へと広がり伝でん播ぱする。知らない人が声援に乗り「朝あさ岡おかさん！　朝岡さん！」との大コールへ発展する。緊きん張ちようしないで。大丈夫。朝岡さんの味方はこれだけいる。朝岡さんを苛さいなむ怖い顔も、怖い声もここにはない。ステージを満たすのは、楽しい文化祭を締しめる大トリ、素敵なドキドキだけが満たすステージだ。

　──文化祭で、沢たく山さんのドキドキをプレゼントして、朝岡さんを喜ばせる。その最後の、俺おれの気持ちを、今届けたい。

　……そんな声を聞いて。

　ステージ上に立つ朝岡さんは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ固まった後……

「はい！　が、頑張ります！」

　にこっ、と。

　綺き麗れいに、微ほほ笑えんだ。

　そしてマイクを力強く握り、大きな声で、

「えと、一年生の、朝岡ひよりです！」

　はきはきと言葉を発し、元気に大きく手を挙げた。

　それは体育館に輝く、太陽のように眩まぶしくて。

　見たことも無いぐらい、綺麗な顔で。

　大声援の中でも、マイクを通じてしっかり届くほど、力強い声で──

「ナース服はちょっと恥ずかしいですけど、応援してくれた人のためにも頑張ります！　今日の文化祭、私、転校してきて初めての大きなイベントだったんですけれど、今までの人生で一番楽しかったです！　そ、それを、最後の最後まで楽しみたいって思います、だから……」

　顔を赤く染めながら、それでも最後は楽しそうに。

「皆さん、応援よろしくお願いします！」

　実に簡かん潔けつな、朝岡さんのＰＲタイムが終了し。

　大きな拍手が、体育館中に鳴り響ひびくのだった。




　　　　＊




　投票結果は後ほど発表致します──そのアナウンスに導みちびかれてミスコンの終了と同時に文化祭最後のイベント、キャンプファイアーの案内を伝える放送が全校内に流れていく。櫓やぐらのように組み立てられた木材がグラウンドの中央に用意され、文化祭の余よ韻いんを楽しむように、夕暮れ時のグラウンドに人が集まり会話に花を咲かせていた。木陰に隠れてヒソヒソ話をするカップルもいれば、野郎同士で馬ば鹿か騒さわぎのように絡み合う連中もいて、未いまだ冷めやらない祭りの尾ひれを残しているのがよく見える。

　そんな中、俺おれは教室に戻って一人大きく息をついた。

　ナース喫茶には俺の書いた『クローズ』の看板が掛けられ、人一人残っていない。室内に張り巡らされたピンクカラーの壁かべが夕日に当てられ紅くれない色に染まり、ぷらぷらと転がる点滴棒の姿が何とも言えず物寂しい。

　──あの後。朝あさ岡おかさんがミスコンを終えた後、

「着替えてきますので、教室で待っててもらえますか？」

　という彼女の言葉通り教室で待っていると、暫しばらくして朝岡さんが制服姿で戻ってきた。校内放送が再度流れ、キャンプファイアー開始の合図が再び響ひびく。そんな中で俺を見つけ、小さくはにかむ朝岡さんの笑顔が眩まぶしい。

　……えっと……

　どうしよう。何から話そう。

　色々口にしなければならない事があったが、考えると途と端たんに口が止まってしまう。

　そんな俺を前に、朝岡さんが口を開く。

「あの、高たか宮みや先生。さっきは応援、ありがとうございます……それに、皆さん……あんなに、集まってくれたんですか？」

「……うん。ナース喫茶に残ってる人にお願いしたら、快こころよく、ね」

　頑張り屋さんな朝岡さんの姿は、クラスのみんなが見ていた。そんな彼女を支えよう、とお願いすればみんなすぐに来てくれた。

　……俺と朝岡さんは、体質改善のために一いつ生しよう懸けん命めいやっていて、その結果として文化祭で奮ふん闘とうしたのだけれど。それを、みんながきちんと見ていてくれた、ということだろう。朝岡さんが大事なクラスメイト、ということもあっただろうし……

「ありがとうございます。私、本当に、助かりました。あんなふうに、皆さんから声援をもらえて……凄すごく、自信がつきました」

　朝岡さんが胸に手を当て、そっと口にする。その横顔は紅の夕日に照らされ、胸が高鳴る。今日一日、とても素敵だった朝岡さん。

　その、彼女に。

「朝岡さん」

　……改めて、言っておかなければいけない事が、ある。

　とてもとても、大事なこと。

「俺さ。今日気づいたんだけど」

「はい」

　どう伝えよう。

　悩むものの、今思ってる事を素直に伝えよう、と思う。

「多分、朝岡さんのドキドキ体質は……ううん。ドキドキ体質、っていう言葉自体、間違いなのかもしれないけど」

「え？」

「朝あさ岡おかさんの体質は、やっぱり心因性のものだと思う」

　ここは主治医として一度、見解を正しておく必要がある。

　──もし朝岡さんのドキドキ体質が血圧や心臓に由来するものなら、ミスコンでもホラー映画でも変わらない。これは前々から何となく分かってたことではあるけど、今度こそ間違いない、とほぼ断定できる。

　そして、今までは緊きん張ちようや不安が……と思っていたが、それも、本当は正しくない。

　お化け屋や敷しきが良い例で、朝岡さんは緊張や不安を煽あおられても体質は出なかった。

　となると、朝岡さんのドキドキ体質が出るきっかけは、多分……

「一番の原因は、恐怖だと思う」

「恐怖？」

「分かりやすく言うと、ばれるかも、っていう恐れそのもの。あと、失敗したら笑われるかも、っていう恐怖……と、それに伴う想像力、かな」

　その典型例がステージの上だ。人目について、失敗が誰だれの目にもすぐ分かる場所……

「朝岡さんがドキドキして治るのは、その恐れを一時的にでも忘れるからだと思う。楽しい事をすれば、やっぱり気は紛まぎれるから。でも目の前の事はやっぱり不安で、どうしても考えちゃうのは仕方ないところもあって……」

　だから、ドキドキチャージという方法は効果が薄うすいのかもしれない。

　結局目の前の問題を解決しないことには、体質改善には繋つながらない。そのために、今日はステージ上で朝岡さんが萎い縮しゆくしないよう、大声援で朝岡さんの恐怖心を払おうとした。声もそうだし、同時に朝岡さんを励ましドキドキさせる意味も込めて。

「……高たか宮みや先生。それって……やっぱり気の持ちよう、ということですか？」

　朝岡さんがおそるおそる聞いてくる。

　……気の持ちよう、というのは朝岡さんにとってあまり嬉うれしくない言葉だろう。けど、

「ううん。それは違うと思う。……気の持ちよう、っていうのは我慢しろって意味だし。そうじゃなくて、考え方を変える、っていう方向がいいと思う」

「考え方、ですか？」

「例えばさ。落ち込んでる人に『元気になれー！』って言っても元気になる訳じゃないよね？　それと一緒で『体質治れー！』って言って治るものじゃない。それは単なる気合いというか、ぜんぜん論理的じゃない。……でも、例えば朝岡さんが経験を積んで、今日みたいに困った時は沢たく山さんの人に応援してもらう、とか。体質が出た時は誰かに手伝ってもらう、っていうことができるようになれば……ドキドキ体質も、少しずつ克服できるようになると思う」

「克服……」

「それに、いつかそうやって改善していってさ。朝あさ岡おかさんが、体質が出ても怖くないんだ、って思えるようになったら……完治っていう意味で治らなくても、朝岡さんがこれで大丈夫、って思えたならそれで良い、って俺おれは思うし」

　それが、俺の目指す朝岡さんの体質改善だ。

「後は、今日みたいに頑張っていければ、いつかは良くなると思う」

　大おお舞ぶ台たいでもドキドキ体質を出さずにやれるんだ、という自信と経験を積んでいく。そうすれば……朝岡さんはそのうち、体質を克服できるかもしれない。

「ね？」

　そう伝える俺の前で……朝岡さんはほっと息をつく。

「……分かりました。少しずつですけど、頑張ってみます」

「うん」

　一発で体質が改善する奇跡的な方法、なんてものはやっぱり無い。でも少しずつ、根気よく進めて行けば──

「……高たか宮みや先生は、やっぱり凄すごい先生ですね」

　朝岡さんが不意に呟つぶやいた。

　……え？　と俺が聞き返すと、彼女は穏おだやかに唇を緩ゆるめて。

「私がずっと悩んでたドキドキ体質を、そうやって、どんどん紐ひも解といていきます。だから、凄いな、って……」

「え、えと……」

「それに、高宮先生」

　朝岡さんが頬ほおを赤らめながら、俺に近づく。

「私、今日の文化祭、とても楽しかったです。ミスコンの時も言いましたけど……今日は、幸せでした。本当に」

「う……うん。それは、良かった」

　改めて言われるとなんか照れる。

　……でも、そういう気持ちも大切だ。

「えと、朝岡さん。改めて言うのもあれだけど……そういう気持ちも、凄く大事にしてほしい。やっぱり不安とか恐怖に一番勝つのって、幸せで楽しいことだと思うし。今日の応援も、朝岡さんの体質に効きくように、っていう意味もあったけど……舞台の上でドキドキして、楽しんでほしい、っていう意味もあったんだ。怖いものに打ち勝つのは幸せが一番っていうか……自分が楽しく過ごせた、って思うのが良いと思うから」

　って言うとなんか物凄くロマンチックな事を口にしてる気がする。何だか松まつ野のみたいな言い方だ。……これで上う手まく伝わるのかな、とあまり自信が持てなかったけれど、

「はい」

　と、朝あさ岡おかさんはにこやかに答えてくれた。

　そして、

「あの、先生」

「は、はいっ」

「……ちょっと、お傍そばに寄ってもいいですか？」

「え!?」

「一緒に、窓からキャンプファイアーを見ようと思いまして……」

　そう呟つぶやいて、朝岡さんが俺おれの傍に寄ってきた。

　静かに並び、風の吹き抜ける教室でそっと佇たたずむ。視線をどこに向けて良いか分からず、意味もなく窓の外を眺め、それから不意に隣となりを見て……

　その朝岡さんの横顔に、はっとさせられる。

　黒い髪にそっと手を当て、グラウンドを見下ろす朝岡さん。その彼女と、夕暮れ時の教室で二人きり──

　……とくん、と胸が高鳴る。

　朝岡さんの香りが鼻をくすぐり、ドキドキ、と胸が高鳴る。

　朝岡さんに。

　この文化祭で。

　気持ちを伝えなさい──

　そう言えば、松まつ野のがそんな事を言ってたような……？

　いやいや、と頭を振る。俺は今回の文化祭、朝岡さんへの恋心を封印するって決めたんだ。第一松野との約束は松野がミスコンに出られなかったんだから、その約束自体無かったことになるはず。無視しても問題無い。このまま静かに、この教室で、二人きりで過ごしたい──

　そう思ってキャンプファイアーを見ようと、窓の外に目を凝こらした時。

　まるで気持ちを試すように、その文字が目についた。

　文化祭の最中に風で倒れたのか、校門入口に『春はる桜ざくら高校文化祭』とでかでかと書かれた看板と一緒に、

『ラブ＆ハッピー』

　の文字もぶっ倒れていた。

　思い出す。今年の文化祭のテーマは恋。恋愛は、高校生にとって最高の幸せ。

　──ついさっき、どの口が言葉にしたか。

　怖いものに打ち勝つのは、幸せが一番。その幸せの最高峰は、恋にあり。

　隣をちらりと覗のぞく。朝岡さんは今、目の前の櫓やぐらに炎が灯ともるのを今か今かと待ち構かまえている。その横顔を見ながら思う。

　……もし、その幸せこそが、朝岡さんのドキドキ体質克服に繋つながるなら。

　高校生にとって最高の幸せである、恋、は。決して俺おれの片思いだけではない──ドキドキ体質の治ち療りようにも繋つながる、素敵なものではないのだろうか？

　頬ほおを焦こがすような夕日が眩まぶしい。くらくらする。朝あさ岡おかさんが真っ直すぐにグラウンドを見下ろす、その横顔が輝かしく、胸が高鳴る。

　治療にかこつけて、好きです、なんて言うつもりは毛頭ない。好きなものは好きで、それは俺の主治医としての立場と無関係に、伝えたい。

　けれど。恋は決して、主治医として朝岡さんを治療する、という目的に反することなく……いや、むしろ積極的な治療として、彼女を幸せにするほど体質改善に繋がる、という意味で。その双方、相反することなく──

　どっちも両立させることが、できる。

　そして……

　朝岡さんと二人きり。

　文化祭の終わり際ぎわ、夕暮れ時に二人並んだ、この瞬しゆん間かん……

　こんなチャンスは二度と来ない。

　一年に一度の文化祭。その炎を必死に灯ともした、今、という一瞬。ラブ＆ハッピーの文字を掲げて締しめくくるに相応ふさわしい、文化祭の最後の時……

「……あ、朝岡さん」

「はい」

　ニコニコと微ほほ笑えむ朝岡さん。

　主治医と患者の関係、その二つを合わせて。

　階段を一歩。いや、十歩ぐらい、俺も前へ進みたい。純粋に、俺自身の気持ちとして。

　医学の世界も、人間の世界も日進月歩。文化祭の尾ひれを掴つかみ、彼女が今日確かに進んだその先に、俺も一緒に歩いていきたいと、その横顔を見て強く思う。

　だから、

「お、俺」

　喉のどが渇く。

「朝岡さんのこと……」

　勢いが、背中を押す。

　じりっ、と焼け付く教室の中。

「お、お会いした時から……」

　え、と朝岡さんが戸と惑まどうが、もう止まらない。

　男として、この文化祭。

　恋を祭るこの時に。

　今こそ進むんだ、高たか宮みや仁じん。

「ずっと、ずっと！」

　息を飲み、力強く、

「ずっと好……」

　口にした、その瞬しゆん間かん──




　ごう、と。

　夕日をバックに、豪快な炎の柱が吹き上がった。

「──き……で、す？」

　言葉が途切れ、朝あさ岡おかさんと目を合わせてぱちくりする。
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　お互いに呆ほうけた顔のまま、音の聞こえた窓の外を見つめると……

　文化祭の終わりを告げる、盛大な炎が空へと舞まい上がり始めていた。夕日の中で煌こう々こうと輝くそれは、祭りの終幕を表す最後の狼煙のろし。夕日の内に燃え上がり、ぱらぱらと拍手が鳴り響ひびく中……

　目の前の朝岡さんが、小さく瞬まばたきをする。

「え、っと……」

　朝岡さんが戸と惑まどう。その様子は何というか、ぽかん、としていて……今一、理解し切れてない、というか。

　……あれ。

　もしかして。

　いまの。

　き……聞こえなかった、とか？

「え、ええと……」

　と朝あさ岡おかさんを見る。彼女ははたと呆ほうけた顔を直し、慌てた様子で、

「高たか宮みや先生、あのっ」

　どうしよう。き、聞こえてなかったら、やっぱりここは、

「ご、ごめん、今の、も、もう一回……！」

　って待て、今のをもう一回!?

　告白した、いま確かに告白したのに俺おれ……う、うおおっ！

　二度目の告白とか予想してねーし！

　い……いや怖おじ気けづくな俺、今できたんだからもう一回できる。そうだ同じ事をするだけ、と息まいたところにガラガラと扉が開き、

「あ、朝岡さん……と高宮君、ここに居たんだ」

　藤ふじ田たさんを筆頭にクラスメイト達が顔を覗のぞかせた。さらにその背後から、

「高宮、片付けしようぜー！　くそぅ、俺の恋は終わりだぁー！」

　とまるで空気を読まない山やま一いちを始めクラスメイト達が戻ってきて、あっという間に俺の決意はかき消された。

　現れた女子達は「朝岡さん！　頑張ったね！」とミスコンの功績を褒ほめ称たたえ、声をかけられた朝岡さんは穏おだやかに笑って返事をする。その笑顔はもう、いつも通りの朝岡さんだ。

　夕日を浴びてキラキラした教室の中、俺はただ呆ぼう然ぜんとしたまま見つめ……

　それが、一大チャンスを逃した、と理解したところで、藤田さんからぼそっと、

「もしかして……邪じや魔まだったかしら？」

「いえそんなことはっ！」

　反射的に答えつつ首を振るその向こうで朝岡さんが笑っている。それは素敵なことだと思う一方、やっぱり、最後の最後まで思うのだった。

　届かない。

　結局最後まで、この気持ちは伝わらない──







　　　──エピローグ　高たか宮みや先生の致命的誤解──







　そうして文化祭が終わった、翌々日のこと。




「な……なんでだぁーっ！」

　文化祭翌日の代休を挟み、意気揚々と登校してきた火曜日の朝始め。藤ふじ田たさんから単調極きわまりない口調で文化祭の報告を聞き、見事な悲ひ鳴めいをあげていたのは俺おれであった。

　……だって。だって！

　文化祭、ナース服を着た朝あさ岡おかさんがあんなに頑張り、俺も恥ち辱じよくまみれの女装を行ってまで奮ふん闘とうしたナース喫茶が、

「なんで、ランク外なんですかー！」

「そう言われても……だってお化け屋や敷しきも本格的だったし、自作ジェットコースターも凄すごかったもの。三年生の喫茶店も統一感あって綺き麗れいだったし……それに私達、ナース喫茶を本番終わる前に閉めちゃったし」

「うぐあっ」

「あの後に来たお客さんから、誰だれもいなかった、とか言われて……」

　藤田さんが冷や汗と共に返事をする。そ、そう言われると確かに、自作ジェットコースターは凄かったとは思うけど！　お化け屋敷も気合い入ってたけど！　ナース喫茶も最後は俺が勝手にクローズしてしまったけど！

「でも朝岡さんがミスコンあんなに頑張ったのに、それ足しても駄目なんですか!?」

「え？　……ミスコンはクラス優勝には関係ないわよ高たか宮みや君」

「は？　いやでもミスコンも生徒会主催だからクラス優勝に関係あるって」

「それ個人賞のことじゃない？　クラスイベントに個人のミスコンを交ぜたらまずいわよ、高宮君。……それ、誰だれかの勝手な噂うわさ話だったんじゃないの？」

「がーん！　……がーん……」

　だとしたら俺の努力は一体何だったのか。

　いやまあ、朝岡さんの体質改善の鍵かぎを掴つかんだことは大きかったと思うけど。けど！

　……あれだけ頑張ったなら多少はこう……も、もうちょっと、何か……

　っていうか、

「その個人賞って朝岡さん一位じゃないんですか!?」

「え？　朝岡さんは四位だったと思うけど……ミスコンだけで個人賞が決まる訳じゃないし」

「何な故ぜにーっ！　あんなに頑張ったのに！　つーか一位は誰だれなんですか！」

「後の投票で決まったけど、一位は文化祭の運営を頑張った生徒会長よ」

「うおお、出来レースくせぇ……生徒会の賞で生徒会長がもらうとか……」

　思わず嘆なげくと藤ふじ田たさんが、むっ、と眉まゆ毛げを尖とがらせる。

「高たか宮みや君、いくら何でも出来レースは失礼よ。高宮君は知らないだろうけど運営って大変なのよ？　文化祭の飾りもパンフレットも、時間割もミスコンも生徒会がしてるんだもの。それくらいもらっていいと思うわよ私は。それに投票もきちんと公正にやったもの。まあ会長は自分が優勝って聞いて苦にが笑わらいしてたけど」

「そうだけど……！」

「それに、三年生にとっては最後の大きなイベントだし。……私達一年生はまだ来年があるから頑張りましょう？」

　そう言われてしまっては言葉も出ない。一年坊主の俺おれらの活かつ躍やくはまだ先だ。それでも。

「生徒会長が一位は分かりましたけど、せめて個人賞の三位ぐらいには……」

「……高宮君。言いにくいんだけど、三位は私なの……」

　ぶほぁっ、と吹きながら理由を聞けば俺達のクラス代表ということに加えて生徒会での仕事ぶり、さらに決定打となったのはミスコンの司会役で、参加者でもないのにミスコン票が集まったことが最後の後押しとなったらしい。藤田さん自身「私もよく分からないんだけどね……」と苦笑いを浮かべ、その目の前でぼすん、と思わず机に頭から突っ伏す俺。

「高宮君？」

「終わった……俺の文化祭……」

　確かに体質改善のキッカケはできた。朝あさ岡おかさんも大きく前に進んだと思う。

　でも文化祭の結果だけを見れば、俺はクラス賞も、個人賞も手に入れられず、結局トイレ問題も片付かずと実はあまり良いところを見せてない。

　しかも最後の告白に至っては、結局伝わってないという有あり様さま……

　ううっ、と思わず涙目になる俺の耳に、カラカラと教室の扉が開く音がする。と同時に、

「朝岡さん、ミスコン優勝おめでとー！」

　と響ひびく祝辞の声。そう、彼女はミスコンに限って言えば、見事優勝を果たしたのだ。

　もちろん可愛かわいい彼女のこと、ミスコンの結果はぶっちぎり……とまではいかないが貫かん禄ろくの優勝だ。皆の温かい祝辞を受けながら照れたように「あ、ありがとうございます」と呟つぶやく朝岡さんはとても愛らしく……

　そして告白がまた遠のいた俺にとって、朝岡さんの人気がドンドン上がっていくのは微妙に辛つらい。いや俺が自分でやったことですけど！　で、でも、これでこう……

　朝岡さんの人気が上がって。学校中のイケメン男子が迫ってきたら、なんて考えると！

「う……うおおっ……！」

　文化祭が終わった途と端たんに蘇よみがえる俺おれの恋心である。まだ直接アプローチを仕掛けて来た男は居なさそうだが、時間の問題かもしれない。……かといって、文化祭終わりの、あの時の勇気をもう一度出せる力も無い。

　言ってみれば、あれはあの時限りの奇跡、最大のチャンスだったのだ。それを運悪くフイにしてしまった以上、次の機会は遥はるか彼方かなただ。もうこれでは朝あさ岡おかさんとご一緒するのは一生涯無理かもしれない──

「あ、あの、高たか宮みやさん」

「う……う？」

　絶望のあまり突っ伏していた顔を上げると、朝岡さんが俺をじ～っと見つめている。

　指先をもじもじさせ、何だろう。随ずい分ぶん困ったように……

「え、えと、あの……」

　……あ。もしかして、皆に囲まれて緊きん張ちようした挙あげ句くのドキドキ体質？　ミスコン優勝を褒ほめられて朝岡さん、思わず緊張して……

　それはまずい。

　俺が落ち込むのは勝手だが、主治医としてその辺はしっかりしないと！

　と立ち上がる俺だったが、その前で朝岡さんは突然、

「～～っ！」

　と顔を真っ赤にして、不意に。

「お……お返事は、いつか必ずしますから、も、もう少し待っててください！」

　そう告げて、逃げるように朝岡さんは教室の端はしへと行ってしまった。

　……はい？

　ぽかんとする俺の前で皆に囲まれ、焦あせりながら話をしている朝岡さん。時折こちらに視線を合わせてはそっぽを向く彼女の不自然な行動に首を傾かしげる。えっと……

　体質、ではないようだ。とすると今のは何だろう。お返事？

　首を傾げる俺の傍そばで、藤ふじ田たさんが何な故ぜか小さく溜ため息いきをつく。その隣となりに昨日ですっかり元気になった松まつ野のが、これまた酸すっぱい顔で唇を歪ゆがめ「こりゃ駄目だ……」と呟つぶやいた。

「え、なに？」

「……なんでもない」

「ま、いつかなるようになるわよ、高宮君」

　呆あきれ顔で応こたえる二人に、意味が分からないまま思わず瞬まばたきして返す。

　一体どういう意味なんだろう、と思わず首を傾げた。




　主治医として、確かな一歩を歩んだ文化祭。

　けれども高宮仁じん、男としてはまだまだ経験不足──







　あとがき







　医い療りようモノを書くなら是非ナース服を！　さらに言うなら女医さんを！　とは一巻の時点から考えていた事で、この度たび何とか実現させる事ができました。

　ただ本文を書いてる最中、編集さんに「ナース服のスカート型は無いの？」というご指摘を頂いた事があります。

　実際のところ、最近のナース服は長ズボンが主流でスカート型は珍しいと思います。ナースキャップも（本編中に記き載さいしてますが）今はありません。医療の世界にはとても純粋な面があり、いかに患者様を良くするか文字通り日進月歩。その進化に伴い、服装も感染防止や機能性を重視し時代と共に変化してきた、という事でしょう。

　……その点、別方向でコスプレ衣装としても大変進化している模様です。世の中、然しかるべき需要には然るべき形の供給がある、という事でしょうか（？）。調べてみるとかなり可愛かわいいナース服もあり……本書でもその辺りは遺い憾かんなく発揮されていると思いますので、素敵なイラストと共にお楽しみ頂ければ幸いです。

　なお今回も一応書きますが、本書はフィクションであり、決して医学書ではありません。例えば心電図のマスター法にはもっときちんとした測定手順がありますし、医学知識も一部意図的に弄いじっているところがあります。間違っても本書を参考にして勝手に薬を試したり、病院へ行くような事はご遠慮ください。







　では、残りは恒例の謝しや辞じを。

　今回も幾いく度どとなくお世話になりました編集の和わ田ださん、及び吉よし岡おかさん。二巻の執筆についてはもちろん、他ほかにも色々とかなり苦戦したところがあり、その度にご迷惑をおかけして本当に申し訳ありません……。

　また二巻も同じく素敵なイラストを描いて頂きましたタケイオーキさん。その他、校こう閲えつさんをはじめ本書作成に関かかわった皆様方と本書を手にとってくださった読者様方、本当にありがとうございます。本書を読んで少しでも面おも白しろいと思って頂けたのなら、皆様の心の健康に少しでも貢献できたという事かもしれません。

　それでは、またの機会に。





時とき田た　唯ゆい
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時とき田た 唯ゆい

時田唯（ときたゆい）とは、人間によく似た架空の生物。実はストレスに弱いタイプで、本を出す度に心臓がドキドキというかキリキリします。これは体質というより物書きの性かもしれません。

著者近影は10mlシリンジ。
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タケイオーキ

埼玉出身のイラストレーター。

お医者さんごっこいいですね。男の夢ですね。

するのもいいですがされるのもいいと思います。ます。
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